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別な扱いを必要とする次のような物資
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スキャナの蛍光ランプ内の水銀 (< 1.5
mg)
リサイクル情報については、http://
www.hp.com/go/recycle、 地域の関係
当局、または http://www.eiae.org の
Electronics Industries Alliance に連絡
してください。

詳細については、再利用を参照してく
ださい。

http://www.hp.com/go/recycle
http://www.hp.com/go/recycle
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1 はじめに
このガイドでは、本製品の使用方法と問題の解決方法について詳しく説明し
ます。

• 本製品に関するその他のリソース

• アクセシビリティ

• HP オールインワン 各部の確認

本製品に関するその他のリソース

本ガイドに含まれていない製品情報と詳細なトラブルシューティング リソー

スは、次のリソースから取得できます。

入手先 説明 場所

セットアップ ポスター 設定情報が図示されていま
す。

この文書の印刷版は、本製品
に同梱されています。

セットアップ ガイド 本製品の設定手順、保証、お
よび安全に関する情報が記載
されています。

この文書の印刷版は、本製品
に同梱されています。

Readme ファイルとリリース
ノート

最新情報とトラブルシューテ
ィング ヒントが記載されてい
ます。

スタータ CD に搭載されてい
ます。

埋め込み Web サーバ (ネット
ワーク接続)

ネットワーク上の任意のコン
ピュータからステータス情報
の表示、設定の変更、および
本製品の管理を行うことがで
きます。

詳細については、埋め込み
Web サーバを参照してくださ
い。

あらゆる標準 Web ブラウザ
から利用できます。

ツールボックス (Microsoft®

Windows®)
プリントヘッドの状態につい
ての情報と、メンテナンス サ
ービスへのアクセスが提供さ
れます。

詳細については、ツールボッ
クス (Windows)を参照してく
ださい。

通常、ツールボックスは、利
用可能なインストール オプシ
ョンの 1 つとしてデバイス ソ
フトウェアと共にインストー
ルされます。

HP プリンタ ユーティリティ
(Mac OS)

プリント設定の構成、機器の
調整、プリントヘッドのクリ
ーニング、設定ページの印
刷、サプライ品のオンライン
注文、Web サイトでのサポー
ト情報検索のためのツールが
含まれています。 ワイヤレス
印刷用に設定を構成すること
もできます。

通常、HP プリンタ ユーティ
リティは、デバイス ソフトウ
ェアと共にインストールされ
ます。
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入手先 説明 場所

詳細については、HP プリン
タ ユーティリティ (Mac OS)
を参照してください。

HP Instant Support (HP イン
スタント サポート)

印刷問題をすばやく識別、診
断、そして解決するのに役立
ちます。

詳細については、HP インス
タント サポートを参照してく
ださい。

あらゆる標準 Web ブラウ
ザ、またはツールボックスか
ら利用できます (Windows)。

コントロール パネル 操作についてのステータス情
報、エラー情報、および警告
情報が表示されます。

詳細については、コントロー
ル パネルを参照してくださ
い。

ログとレポート 生じたイベントについての情
報が提供されます。

詳細については、デバイスの
監視を参照してください。

自己診断テスト ページ • 製品に関する情報：

• 製品名

• モデル番号

• シリアル番号

• ファームウェア バー
ジョン番号

• 取り付けられているアク
セサリ (両面印刷ユニッ
トなど)

• トレイとアクセサリから
印刷されたページ数

• インクの量

• プリントヘッドの状態

詳細については、自己診断テ
スト ページの理解を参照して
ください。

ネットワーク設定ページ ネットワーク設定情報を提供
します。

詳細については、ネットワー
ク設定ページの理解を参照し
てください。

印字品質診断ページ 印字品質に影響を与える問題
を診断し、印刷出力を改善す
るためにメンテナンス ツール
を実行する必要があるかどう
かを判断できます。

詳細については、印刷品質診
断ページを印刷するにはを参
照してください。

HP Web サイト 最新のプリンタ ソフトウェ
ア、製品およびサポート情報
が提供されます。

www.hp.com/support
www.hp.com

HP 電話サポート HP の連絡先情報が一覧表示
されます。 保証期間中は、こ
のサポートは無料で提供され
ます。

詳細については、HP テレフ
ォン サポートの取得を参照し
てください。

HP フォト イメージング ソフ
トウェアのヘルプ

ソフトウェアの使用方法につ
いての情報が提供されます。

詳細については、HP フォト
イメージング ソフトウェアの
使用を参照してください。

(続き)
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アクセシビリティ
本製品には、障害のある方でもご利用いただけるよう数々の機能が備えられ
ています。

視覚

デバイス ソフトウェアは、お使いのオペレーティング システムのアクセシビ

リティ オプションと機能をご使用いただくことにより、視覚障害をお持ちの

方にもご利用いただけます。 また、スクリーン リーダー、点字リーダー、ボ

イス ツー テキスト アプリケーションなどのテクノロジーもサポートしてい

ます。 色覚障害をお持ちの方のために、ソフトウェアとコントロール パネル

で使われているカラー ボタンとタブには、該当の操作を表した簡単なテキス

トまたはアイコン ラベルが付いています。

移動性

移動が困難なユーザー向けには、デバイス ソフトウェア機能がキーボード コ
マンドを通じて実行できるようになっています。 ソフトウェアは

StickyKeys、ToggleKeys、FilterKeys、および MouseKeys などの Windows
アクセシビリティ オプションもサポートしています。 本製品のドア、ボタ

ン、用紙トレイ、用紙ガイドなどは体力と到達範囲に制限があるユーザーで
も操作できるようになっています。

サポート

本製品のアクセシビリティの詳細について、および製品のアクセシビリティ
に対する HP の取り組みについては、HP の Web サイト www.hp.com/
accessibility をご覧ください。

Mac OS のアクセシビリティ情報については、Apple の Web サイト

www.apple.com/accessibility をご覧ください。

HP オールインワン 各部の確認
• 前面図

• 印刷サプライ部

• メモリ カード スロット

• 背面図

• コントロール パネル

• 接続情報

第 1 章
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前面図

1 自動ドキュメント フィーダ (ADF)

2 スキャナ ガラス

3 コントロール パネル (お使いの HP オールインワン モデルによって異なります)

4 ディスプレイ (お使いのモデルによって異なります)

5 排紙トレイ

6 伸縮排紙トレイ

7 縦方向/横方向用紙ガイド

8 トレイ 1

9 トレイ 2 (一部のモデル)

10 前面 USB (Universal Serial Bus) ポート (PictBridge 対応)

11 メモリ カード スロット

12 メモリ デバイス ランプ

13 ドキュメント フィーダ トレイ

14 横方向用紙ガイド

HP オールインワン 各部の確認 15



印刷サプライ部

1 インク カートリッジ カバー

2 インク カートリッジ

3 プリントキャリッジ アクセス ドア

4 プリント ヘッド

5 プリントヘッド ラッチ

メモリ カード スロット

1 CompactFlash (Type I および II)

2 Secure Digital、MultimediaCard (MMC)、Secure MMC

3 xD

4 Memory Stick、Magic Gate Memory Stick、Memory Stick Duo、Memory Stick Pro

5 前部ユニバーサル シリアル バス (USB) ポート (PictBridge 対応)

第 1 章
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背面図

1 電源入力

2 Ethernet ネットワーク ポート

3 後部 USB (Universal Serial Bus) ポート

4 ファックス ポート (1 - 電話回線接続用、2 - 電話機接続用) (一部のモデル)

5 後部アクセス パネル (両面印刷ユニットのないモデル)

6 自動両面印刷アクセサリ (両面印刷ユニット) (一部のモデル)

コントロール パネル

コントロール パネルのレイアウトと利用可能な機能は、お使いのモデルによ

って異なります。

この後で、コントロール パネルのボタン、ランプ、ディスプレイについて説

明します。 お使いのモデルによっては、搭載されていない機能があります。

HP オールインワン 各部の確認 17



コントロール パネルのボタンとランプ

次の図と表を使って、コントロール パネルの機能について説明します。

番号 名称および説明

1 ワンタッチ短縮ダイヤル ボタン： 先頭の 5 つの短縮ダイヤル番号をダイヤルします。

2 [短縮ダイヤル]： 短縮ダイヤルを選択します。

3 [スキャン メニュー]： スキャンの送信先メニューで、スキャンの送信先を選択します。

4 [デジタル ファイリング]： 文書のスキャンと保存、ネットワーク上の他のユーザーとの文書
の共有を行います。

5 [ファックス メニュー]： ファックス メニューで、オプションを選択します。

6 このボタンの名前と機能は、本製品が販売された国/地域によって異なります。

[解像度]： 送信するファックスの解像度を調整します。

[迷惑ファックスを拒否]： 迷惑ファックスを拒否の設定メニューで、迷惑ファックスを管理
します。 この機能を使用するためには、発信者 ID サービスを利用する必要があります。

7 キーパッド： ファックス番号や値、文字を入力します。

8 ディスプレイ： メニューとメッセージを表示します。

9 左矢印： ディスプレイの値を小さくします。

10 [OK]： ディスプレイのメニューまたは設定を選択します。

11 右矢印： ディスプレイに表示されている値を大きくします。

12 注意ランプ： 点滅している場合は、注意が必要なエラーが発生していることを示します。

13 [縮小/拡大]： 印刷するコピーのサイズを変更します。

14 [コピー メニュー]： コピー メニューでオプションを選択します。

15 [コピー枚数]： 印刷枚数を選択します。

16 [フォト メニュー]： フォト メニューで、オプションを選択します。
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番号 名称および説明

17 このボタンの名前と機能は、本製品が販売された国/地域によって異なります。

[フォト シート]： メモリ カード スロットにメモリ カードが挿入されている場合、フォトシ
ートを印刷します。 フォトシートには、メモリカード内のすべての写真のサムネイル ビュー
が表示されます。 フォトシート上で印刷したい写真を選択し、そのフォトシートをスキャン
することで写真を印刷できます。

[回転]: ディスプレイ上の現在のイメージを回転します。 回転したイメージは印刷できます。

18 [電源]： 本体電源のオン/オフを切り替えます。 本体の電源がオンのときは、電源ボタンが点
灯します。 ジョブの実行中はランプが点滅します。

本体の電源をオフにしていても、必要最小限の電力が供給されています。 電力の供給を完全
に遮断するには、本体の電源をオフにした後に電源ケーブルを抜いてください。

19 [縮小]： ディスプレイ上のイメージを縮小します。

20 [拡大]： ディスプレイ上のイメージを拡大します。

21 [フォト プリント]： フォト機能を選択します。 メモリ カードやストレージ デバイスから写
真を印刷したり、コンピュータに写真を保存したりするときに使用します。

22 [品質]： コピー印字品質を [高画質]、[標準]、[はやい] から選択します。

23 [コピー スタート - カラー]： カラー コピーを開始します。

24 [コピー スタート - モノクロ]： モノクロ コピーを開始します。

25 [丁合]： コピー終了後すぐに使用できるように、コピーをページ順に並べます。

26 [キャンセル]： ジョブを停止したり、メニューや設定を終了したりします。

27 [ヘルプ メニュー]： ヘルプ メニューを表示します。 一覧からヘルプ トピックを選択できま
す。 トピックを選択すると、接続されたコンピュータのモニタに詳しいヘルプ情報が表示さ
れます。

28 [戻る]： 1 つ上のメニューを表示します。

29 [両面]： 両面コピーまたはファックス送信を行います。

30 [セットアップ]： セットアップ メニューで、レポートの作成、ファックスなどのメンテナン
ス設定の変更、ヘルプ メニューの表示を行います。 ヘルプ メニューで選択したトピックに
関するヘルプがコンピュータ画面に表示されます。

31 [自動応答]： このボタンが点灯している場合、デバイスは自動的に着信に応答します。 この
ボタンがオフのときは、ファックスの着信に応答しません。

32 [ファックス スタート - カラー]： カラー ファックスの送信を開始します。

33 [ファックス スタート - モノクロ]： モノクロ ファックスの送信を開始します。

34 [リダイヤル/ポーズ]： 最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。または、ファックス番
号に 3 秒間のポーズを挿入します。

35 [スキャン スタート]： スキャンを開始し、スキャンの送信先ボタンで選択した送信先に画像
を送信します。

(続き)
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カラー ディスプレイ

注記 搭載されているディスプレイの種類は、モデルによって異なりま
す。

カラー ディスプレイでは、画面の下部に次のアイコンを表示して重要な情報

を提供します。 アイコンの中には、お使いの製品がネットワークに接続可能

な場合にのみ表示されるものがあります。 ネットワーク接続の詳細について

は、ネットワーク オプションの構成を参照してください。

アイコン 用途

インク カートリッジ内のインクの量を示します。 アイコンの色はインク カ
ートリッジの色に対応しており、アイコンの残量レベルはインク カートリッ
ジの残量レベルに対応しています。

不明なインク カートリッジがセットされていることを示します。 インク カ
ートリッジに他社製のインクが入っている場合にこのアイコンが表示されま
す。

有線ネットワーク接続の状態を示します。

製品がワイヤレス ネットワークに対応しているにもかかわらず、ワイヤレス
ネットワーク接続が存在しないことを示します。 このアイコンはワイヤレス
ネットワークに接続していない場合はグレー、接続している場合は青色にな
ります。 これはインフラストラクチャ モード用です (この機能は、一部のモ
デルでサポートされます)。 詳細については、デバイスのワイヤレス通信のセ
ットアップ (一部のモデルのみ)を参照してください。

ワイヤレス ネットワーク接続が存在することを示します 信号強度は曲線の数
で示されます。これはインフラストラクチャ モード用です(この機能は、一部
のモデルでサポートされます)。 詳細については、デバイスのワイヤレス通信
のセットアップ (一部のモデルのみ)を参照してください。

アドホック (ピア ツー ピア) のワイヤレス ネットワーク接続が存在すること
を示します。(この機能は、一部のモデルでサポートされます)。 詳細につい
ては、デバイスのワイヤレス通信のセットアップ (一部のモデルのみ)を参照
してください。

第 1 章
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アイコン 用途

Bluetooth アダプタがインストールされ、接続されていることを示します 別売
の Bluetooth アダプタが必要です。 詳細については、アクセサリを参照して
ください。

Bluetooth の設定方法の詳細については、ワイヤレス ネットワークのセキュリ
ティ保証ガイドラインを参照してください。

2 行のディスプレイ

注記 搭載されているディスプレイの種類は、モデルによって異なりま
す。

2 行のディスプレイには、ステータス メッセージ、エラー メッセージ、メニ

ュー オプション、アドバイスが表示されます。 メモリ カードを挿入する

か、カメラを接続すると、ディスプレイが写真モードになり、フォト メニュ

ーの上部が表示されます。

接続情報

説明 接続するコンピュータの
台数 (最高性能を得るた
めの推奨台数)

サポートされるソフトウ
ェア機能

セットアップ方法

USB 接続 1 台のコンピュータ。
USB ケーブルで後部
USB 2.0 高速ポートに接
続。

Web スキャンを除くす
べての機能をサポートし
ます。 詳細について
は、埋め込み Web サー
バ経由での Web スキャ
ンの使用を参照してくだ
さい。

詳細な手順については、
セットアップ ガイドを
参照してください。 
 
 
 

Ethernet (有線) 接続 ハブまたはルーターを使
用してコンピュータを 5
台まで接続。

Web スキャンを含むす
べての機能がサポートさ
れます。

セットアップ ガイドの
指示に従います。詳細な
手順については、このガ
イドのローカル共有ネッ
トワークでデバイスを共
有するにはを参照してく
ださい。

(続き)
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説明 接続するコンピュータの
台数 (最高性能を得るた
めの推奨台数)

サポートされるソフトウ
ェア機能

セットアップ方法

プリンタ共有 コンピュータ 5 台まで。

ホスト コンピュータの
電源を常にオンにしてお
く必要があります。オフ
の場合、他のコンピュー
タから本製品に印刷する
ことはできません。

ホスト コンピュータに
装備されている機能はす
べてサポートされま
す。 別のコンピュータ
からサポートされている
のは印刷だけです。

ローカル共有ネットワー
クでデバイスを共有する
にはの指示に従ってくだ
さい。

802.11 ワイヤレス ハブまたはルーターを使
用してコンピュータを 5
台まで接続。

Web スキャンを含むす
べての機能がサポートさ
れます。

デバイスのワイヤレス通
信のセットアップ (一部
のモデルのみ)の指示に
従ってください。

HP bt300 Bluetooth® ワ
イヤレス プリンタ/PC
アダプタ

1 台の Bluetooth デバイ
スまたはコンピュータ。

PDA、カメラ付き携帯、
または Bluetooth 対応コ
ンピュータなどの
Bluetooth デバイスから
印刷します。

デバイスの Bluetooth 通
信のセットアップの指示
に従ってください。

第 1 章
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2 アクセサリのインストール

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• 両面印刷ユニットのインストール

• トレイ 2 の取り付け

• プリント ドライバでのアクセサリの有効化

両面印刷ユニットのインストール

注記 この機能は、一部のモデルで使用できます。

オプションの自動両面印刷ユニットを取り付けると、用紙の両面に自動的に
印刷できます。 両面印刷ユニットの詳細については、両面印刷 (2 面印刷)を
参照してください。

両面印刷ユニットを取り付けるには

1. 背面アクセス パネルのボタンを押して、本体からパネルを外します。

2. 両面印刷ユニットを本体に取り付け、ロックされる位置まで押し込みま
す。 両面印刷ユニットを取り付けるときにユニットのボタンを押さない

でください。ボタンは、本体から取り外すときに押します。

トレイ 2 の取り付け

注記 この機能は、一部のモデルで使用できます。
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トレイ 2 には普通紙 350枚までセット可能です。 注文の詳細については、ア

クセサリを参照してください。

トレイ 2 を取り付けるには

1. トレイを開梱し、梱包テープと梱包材を取り除き、設置場所にトレイを置
きます。 安定した平らな場所に設置する必要があります。

2. 本体の電源を切り、電源コードのプラグを取り外します。

3. 本体をトレイの上に置きます。

注意 本体の底とトレイの間に指や手をはさまないように注意してくだ
さい。

4. 電源コードを接続し、本体の電源を入れます。

5. プリント ドライバでトレイ 2 を有効にします。 詳細については、プリン

ト ドライバでのアクセサリの有効化を参照してください。

プリント ドライバでのアクセサリの有効化
• Windows コンピュータでアクセサリを有効にするには

• Macintosh コンピュータでアクセサリを有効にするには

第 2 章
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Windows コンピュータでアクセサリを有効にするには

Windows コンピュータにデバイス ソフトウェアをインストールした後、本製

品でトレイ 2 を使用するためには、プリント ドライバでトレイ 2 を有効にす

る必要があります (両面印刷ユニットを有効にする必要はありません)。
1. [スタート] をクリックして [設定] をクリックし、[プリンタ] または [プリ

ンタと FAX] をクリックします。

-または-
[スタート] をクリックして [コントロール パネル] をクリックし、次に [プ
リンタ] をダブルクリックします。

2. プリンタ アイコンを右クリックし、[プロパティ]、[文書デフォルト]、ま

たは [詳細設定] を選択します。

3. 次のいずれかのタブを選択します： [設定]、[デバイスの設定]、または [デ
バイス オプション]。 (タブの名前は、プリント ドライバとオペレーティ

ング システムによって異なります。) 選択したタブで、有効にするアクセ

サリをクリックし、ドロップダウン メニューの [装着済み] をクリック

し、[OK] をクリックします。

Macintosh コンピュータでアクセサリを有効にするには

Mac OS では、デバイス ソフトウェアをインストールすると、プリント ドラ

イバですべてのアクセサリが自動的に有効になります。 アクセサリを後から

追加する場合は、次の手順に従います。

1. Dock の [プリンタ設定ユーティリティ] アイコンをクリックします。

2. [プリンタ リスト] ウィンドウで、設定するデバイスを一度クリックして選

択します。

3. [プリンタ] メニューから、[情報を表示] をクリックします。

4. [名前と場所] ドロップダウン メニューをクリックし、[インストール可能

なオプション] を選択します。

5. 有効にするアクセサリをオンにします。

6. [変更を適用] をクリックします。
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3 オールインワンの使用
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• コントロール パネルのメニューの使用

• コントロール パネルのメッセージ タイプ

• デバイスの設定の変更

• HP ソリューション センターの使用 (Windows)
• HP フォト イメージング ソフトウェアの使用

• 文字と記号

• 原稿のセット

• 印刷メディアの選択

• メディアのセット

• トレイの設定

• 特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷

• フチ無し印刷

• 短縮ダイヤルの設定 (一部のモデルのみ)

コントロール パネルのメニューの使用

以下のセクションでは、コントロール パネル ディスプレイに表示されるトッ

プレベル メニューについて説明します。 メニューを表示するには、使用する

機能のメニュー ボタンを押します。

注記 コントロール パネルのディスプレイの種類 (カラー ディスプレイま

たは 2 行のディスプレイ) は、ご使用のモデルによって異なります。

• スキャン メニュー：  HP フォト イメージング ソフトウェアなどの送信先

一覧を表示します。 モデルによっては、写真をスキャンして焼き増しし

たり、メモリ カードにスキャン画像を送信することができます。

• ファックス メニュー：  ファックス番号や短縮ダイヤル番号を入力した

り、ファックス メニューを表示することができます。 次のオプションが

あります。

• 解像度の変更

• 明るくする/暗くする

• ファックスの遅延送信

• 新しいデフォルトの設定
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• コピー メニュー： 次のオプションがあります。

• コピー枚数の選択

• 縮小/拡大

• 用紙タイプとサイズの選択

• フォト メニュー：次のオプションがあります。

• 印刷オプションの選択

• 特別機能の使用

• 編集

• コンピュータへの転送

• フォト シートの選択

コントロール パネルのメッセージ タイプ

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• ステータス メッセージ

• 警告メッセージ

• エラー メッセージ

• 重要なエラー メッセージ

ステータス メッセージ

ステータス メッセージには、デバイスの現在の状態が表示されます。 このメ

ッセージは正常の動作を知らせるものであり、メッセージをクリアするため
の操作は不要です。 デバイスの状態が変わると、メッセージも変更されま

す。 デバイスの電源が入っている場合、準備が完了し、ビジー状態ではな

く、警告メッセージが保留中でないときは、ステータス メッセージ [準備が

できています] が表示されます。

警告メッセージ

警告メッセージは注意が必要なイベントについて知らせますが、デバイスは
通常どおり使用できます。 警告メッセージには、[シアン インクの残量がわ

ずかです] などがあります。 このようなメッセージは、ユーザーがその状態

を解決するまで表示されます。

エラー メッセージ

エラー メッセージは、用紙の追加や詰まった用紙の除去など、何らかの操作

をユーザーが実行する必要があることを伝えます。 通常、このメッセージが

表示されるときは赤の注意ランプが点滅します。 適切なボタンを押して、印

刷を実行してください。

エラー メッセージにエラー コードが含まれる場合は、電源ボタンを押してデ

バイスの電源を切り、もう一度電源を入れます。 ほとんどの状況では、この
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操作を行うと問題が解決されます。 メッセージが消えない場合は、デバイス

の修理が必要である可能性があります。 エラー コードを書き留め、HP
Instant Support (HP インスタント サポート) にアクセスして、メッセージの

原因についてお調べください。 詳細については、HP インスタント サポート

を参照してください。

重要なエラー メッセージ

重要なエラー メッセージは、デバイスの障害について知らせます。 これらの

メッセージの一部は、電源ボタンを押してデバイスの電源を切り、もう一度
電源を入れると消すことができます。 重要なエラーが消えない場合は、修理

が必要です。 詳細については、サポートおよび保証を参照してください。

デバイスの設定の変更
デバイス設定は、次の場所で変更することができます。

• コントロール パネル

• HP ソリューション センター (Windows) または HP デバイス マネージャ

(Mac OS)詳細については、HP フォト イメージング ソフトウェアの使用

を参照してください。

• 埋め込み Web サーバ 詳細については、埋め込み Web サーバを参照して

ください。

注記 HP ソリューション センター または HP デバイス マネージャ で設

定を行うときは、コントロール パネルから行われた設定 (スキャン設定な

ど) を表示することはできません。

コントロール パネルから設定を変更するには

1. コントロール パネルで、使用中の機能のメニュー ボタン (コピー メニュ

ーなど) を押します。

2. 変更するオプションに移動するには、次のいずれかの方法を使用します。

• コントロール パネルのボタンを押し、左または右の矢印キーを使って

値を調整します。

• コントロール パネルに表示されるメニューからオプションを選択しま

す。

3. 目的の値を選択し、[OK] を押します。

HP フォト イメージング ソフトウェアから設定を変更するには (Mac OS)
1. Dock の [HP デバイス マネージャ] のアイコンをクリックします。

2. [デバイス] ドロップダウン メニューでデバイスを選択します。

3. [情報と設定] メニューで、変更する項目をクリックします。
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埋め込み Web サーバから設定を変更するには

1. 埋め込み Web サーバを開きます。

2. 変更する設定を含むページを選択します。

3. 設定を変更し、[適用] をクリックします。

HP ソリューション センターの使用 (Windows)
Windows コンピュータでは、HP ソリューション センター が
HP Photosmart ソフトウェア のエントリ ポイントです。 HP ソリューショ

ン センターを使用すると、印刷設定の変更、ファックス セットアップ ウィ

ザードの起動、サプライ品の注文、オンスクリーン ヘルプへのアクセスがで

きます。

HP ソリューション センター で使用できる機能は、取り付けたデバイスによ

って異なります。 HP ソリューション センター は、選択したデバイスに関連

するアイコンを表示するようにカスタマイズされます。 選択したデバイスに

特定の機能が搭載されていない場合、その機能のアイコンは HP ソリューシ

ョン センター に表示されません。

コンピュータ上の HP ソリューション センター にアイコンが 1 つも表示され

ない場合は、ソフトウェアのインストール中にエラーが発生していることも
あります。 そのような状況を修正するには、Windows のコントロール パネ

ルを使用して、HP Photosmart ソフトウェア を完全にアンインストールして

から、ソフトウェアを再インストールします。 詳細については、デバイスに

付属のオンスクリーン ヘルプを参照してください。

HP ソリューション センター を開く方法については、HP フォト イメージン

グ ソフトウェアの使用 を参照してください。

HP フォト イメージング ソフトウェアの使用

HP フォト イメージング ソフトウェアを使用すると、コントロール パネルか

らは利用できない数多くの機能にアクセスすることができます。

このソフトウェアは、セットアップ中にコンピュータにインストールされま
す。 詳細については、デバイスに付属のセットアップ マニュアルを参照して

ください。

HP フォト イメージング ソフトウェアへのアクセス方法は、オペレーティン

グ システム (OS) により異なります。たとえば、Windows コンピュータの場

合、HP フォト イメージング ソフトウェアのエントリ ポイントは、HP
Photosmart ソフトウェア ウィンドウです。Macintosh コンピュータの場合、

HP フォト イメージング ソフトウェアのエントリ ポイントは、

HP Photosmart Studio ウインドウです。いずれにしても、エントリ ポイント
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は、HP フォト イメージング ソフトウェアおよびサービスを起動する基点と

なります。

Windows コンピュータで HP Photosmart ソフトウェア にアクセスするには

1. 次のいずれかの操作を行います。

• Windows デスクトップで、HP Photosmart ソフトウェアのアイコンを

ダブルクリックします。

• Windows タスクバーの右端のシステム トレイにある [HP Digital
Imaging Monitor] アイコンをダブルクリックします。

• タスクバーで、[スタート] をクリックし、[プログラム] または [すべて

のプログラム] をポイントします。次に、[HP] を選択し、をクリック

します。

2. 複数の HP デバイスを取り付けている場合は、ご使用の製品名のタブを選

択してください。

注記 Windows コンピュータの場合、HP Photosmart ソフトウェアで

使用できる機能はインストールしたプリンタによって異なります。こ
のソフトウェアは、選択したデバイスに関連するアイコンを表示する
ようにカスタマイズされます。選択したデバイスに特定の機能が搭載
されていない場合、その機能のアイコンはこのソフトウェアに表示さ
れません。

ヒント コンピュータ上の HP Photosmart ソフトウェアにアイコンが

1 つも表示されない場合は、ソフトウェアのインストール中にエラー

が発生している可能性があります。そのような状況を修正するには、
Windows のコントロール パネルを使用して、HP Photosmart ソフトウ

ェア を完全にアンインストールしてから、ソフトウェアを再インスト

ールします。詳細については、デバイスに付属の『セットアップ ガイ

ド』を参照してください。
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Macintosh コンピュータで HP Photosmart Studio ソフトウェアを起動するには

1. Dock の HP Photosmart Studio アイコンをクリックします。

HP Photosmart Studio ウィンドウが表示されます。

2. HP Photosmart Studio タスク バーで、[デバイス] をクリックします。

HP デバイス マネージャ ウィンドウが表示されます。

3. [デバイス] ドロップダウン メニューでデバイスを選択します。

ここで、スキャン、ファックスの送信、文書のインポート、インク カー

トリッジのインク残量の確認などの保守作業を実行することができます。

注記 Macintosh コンピュータの場合、HP Photosmart Studio ソフトウ

ェアで使用できる機能は選択したデバイスによって異なります。

ヒント HP Photosmart Studio ソフトウェアが起動したら、Dock の
HP Photosmart Studio アイコンを選択し、その上にマウスを置いた状

態にすると、Dock メニューのショートカットにアクセスすることがで

きます。

文字と記号

コントロール パネルのキーパッドを使用して文字と記号を入力できます。 ま
た、コントロール パネルのビジュアル キーボードを使用して文字と記号を入

力することもできます (一部のモデルのみ)。 有線または無線ネットワーク、

ファックス ヘッダー、短縮ダイヤルを設定するときに、ビジュアル キーボー

ドはカラー ディスプレイに自動的に表示されます。

ファックス番号や電話番号をダイヤルするときも、キーパッドから記号を入
力することができます。 デバイスは、番号をダイヤルするときに、記号に応

じた動作をします。 たとえば、ファックス番号の途中にダッシュがある場合

は、デバイスがダイヤルするときに、そこで一定の間隔が置かれます。 この

間隔は、ファックス番号をダイヤルする前に、外線番号を入力する必要があ
る場合などに役に立ちます。

注記 ファックス番号にダッシュなどの記号を含める場合は、キーパッド
からその記号を入力する必要があります。

コントロール パネルのキーパッドからの文字と記号の入力

コントロール パネルのキーパッドから文字と記号を入力できます。

文字の入力が終わったら、[OK] を押して入力内容を確定します。
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文字を入力するには

1. 名前の文字に対応するキーパッドの数字を押します。 下のボタンに示す

ように、a、b、c の文字は数字 2 に対応しています。

ヒント ボタンを繰り返し押すと、そのボタンで入力可能な文字が順に
表示されます。 言語および国と地域の設定によっては、キーパッドに

表示されるもの以外の文字も使用できる場合があります。

2. 正しい文字が表示された後、そのまま少し待つと、カーソルが自動的に右
に進んで文字が確定します。または右の矢印ボタンを押して手動で確定し
ます。 名前の次の文字に対応する数字を押します。 正しい文字が出てく

るまで、繰り返し数字ボタンを押してください。 単語の最初の文字は自

動的に大文字になります。

スペース、ポーズ、記号を入力するには

• スペースを挿入するには、[スペース] を押します。

• ポーズを入力するには、[リダイヤル/ポーズ] を押します。 番号の途中に

ダッシュが挿入されます。

• [@] などの記号を入力するには、[記号] ボタンを繰り返し押して、記号の

リストをスクロールします。 アスタリスク [*]、ダッシュ [-]、アンパサン

ド [&]、ピリオド [.]、スラッシュ [/]、括弧 [( )]、アポストロフィ [']、イコ

ール [=]、ナンバー [#]、アット [@]、下線 [_]、プラス [+]、感嘆符 [!]、セ

ミコロン [;]、疑問符 [?]、コンマ [,]、コロン [:]、パーセント [%]、概算

[~] があります。

文字、数字、記号を消去するには

▲ 間違えた場合は、左の矢印ボタンを押して消去し、正しく入力し直してく
ださい。

ビジュアル キーボードを使用した文字の入力 (一部のモデルのみ)
文字を入力する場合、カラー ディスプレイに自動的に表示されるビジュアル

キーボードを利用して、文字と記号を入力することができます。 有線または
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無線ネットワーク、ファックスのヘッダー、短縮ダイヤルなどを設定すると
きに、ビジュアル キーボードは自動的に表示されます。

ビジュアル キーボードを使用して文字を入力するには

1. ビジュアル キーボードの文字、数字、記号は、矢印キーを押して選択し

ます。

小文字、大文字、数字、記号を入力するには

• 小文字を入力するには、ビジュアル キーボードの [abc] ボタンを選択

し、[OK] を押します。

• 大文字を入力するには、ビジュアル キーボードの [ABC] ボタンを選択

し、[OK] を押します。

• 数字と記号を入力するには、ビジュアル キーボードの [123] ボタンを

選択し、[OK] を押します。

スペースを追加するには

スペースを追加するには、ビジュアル キーボードの右矢印ボタンを選択

し、[OK] を押します。

注記 ビジュアル キーボードの右の矢印ボタンを使用して、スペース

を追加します。 コントロール パネルの矢印ボタンを使用してスペース

を追加することはできません。

2. 文字、数値、または記号を強調表示したら、コントロール パネルの [OK]
を押して確定します。

選択内容がカラー ディスプレイに表示されます。

ヒント 文字、数字、記号を消去するには、ビジュアル キーボード上

の [クリア] ボタンを選択して、[OK] を押します。

3. 文字、数値、記号の入力が終わったら、ビジュアル キーボードの [完了]
ボタンを選択して、[OK] を押します。
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ファックス番号をダイヤルするときに使用できる記号 (一部のモデルのみ)
* などの記号を入力するには、[記号] ボタンを繰り返し押して、記号一覧をス

クロールします。 次の表は、ファックスまたは電話番号、ファックスのヘッ

ダー情報、短縮ダイヤル エントリで使用できる記号です。

使用できる記
号

説明 以下の場合に使用可能

* ダイヤルに必要な場合に、アスタリスク
記号を表示します。

ファックスのヘッダー名、短縮ダ
イヤル名、短縮ダイヤル番号、フ
ァックスまたは電話番号、ダイヤ
ル モニタ機能の番号

- 自動的にダイヤルするときは、番号に一
定の間隔が挿入されます。

ファックスのヘッダー名、ファッ
クス ヘッダー番号、短縮ダイヤル
名、短縮ダイヤル番号、ファック
スまたは電話番号

( ) 市外局番などが読み取りやすくなるよう
に、番号に左あるいは右かっこを入れま
す。 これらの記号はダイヤルには影響し
ません。

ファックスのヘッダー名、ファッ
クス ヘッダー番号、短縮ダイヤル
名、短縮ダイヤル番号、ファック
スまたは電話番号

W W を入れると、自動的ダイヤルの際に、
ダイヤル トーンを待ってからダイヤルし
ます。

短縮ダイヤル番号、ファックスま
たは電話番号

R R は、自動ダイヤル中に電話の切替ボタ
ンと同じように動作します。

短縮ダイヤル番号、ファックスま
たは電話番号

+ プラス記号を表示します。 この記号はダ
イヤルには影響しません。

ファックスのヘッダー名、ファッ
クス ヘッダー番号、短縮ダイヤル
名、短縮ダイヤル番号、ファック
スまたは電話番号

原稿のセット

コピー、ファックス、スキャンする原稿は、自動ドキュメント フィーダまた

はスキャナのガラス板にセットします。 自動ドキュメント フィーダにセット

された原稿は、デバイスに自動的に給紙されます。

自動ドキュメント フィーダ (ADF) への原稿のセット

片面または両面、1 ページまたは複数ページの A4 またはレター サイズの文

書は、ドキュメント フィーダ トレイにセットすると、コピー、スキャン、ま

たはファックスすることができます。

注意 ADF に写真をセットしないでください。写真が破損する可能性があ

ります。
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注記 両面のリーガル サイズの文書は ADF でコピー、スキャン、または

ファックスすることができません。[ページに合わせる] コピーなど、一部

の機能は原稿を ADF にセットすると動作しません。原稿はガラス板にセ

ットしてください。

ドキュメント フィーダ トレイには、最大 50 枚の普通紙をセットできます。

ドキュメント フィーダ トレイに原稿をセットするには

1. ドキュメント フィーダ トレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま

す。 原稿の上側が先になるようにトレイに置きます。 自動ドキュメント

フィーダに用紙をスライドさせます。正しくセットされると、ビープ音が
鳴るか、セットした用紙を認識したことを示すメッセージがディスプレイ
に表示されます。

ヒント 原稿を自動ドキュメント フィーダにセットする方法について

は、ドキュメント フィーダ トレイにある図を参照してください。

2. 用紙の両端に当たって止まるまで、横方向用紙ガイドをスライドさせま
す。

注記 デバイスのカバーを持ち上げる前に、ドキュメント フィーダ トレイ

から原稿をすべて取り出してください。

スキャナのガラス板への原稿のセット

ガラス板に原稿をセットすると、最大で A4 サイズまたはレター用紙までの

原稿をコピー、スキャン、またはファックスすることができます。 一部のモ

デルでは、リーガル サイズの原稿をガラス板にセットできます。 原稿に複数

のフルサイズのページがある場合は、自動ドキュメント フィーダにセットし

てください モデルがガラス板へのリーガル サイズの原稿のセットをサポート

していない場合は、リーガル サイズの原稿を自動ドキュメント フィーダにセ

ットしてください。
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注記 ガラス板やカバーの裏に汚れが付着していると、多くの特殊機能が
正常に機能しなくなる可能性があります。 詳細については、デバイスのク

リーニングを参照してください。

スキャナのガラス板に原稿をセットするには

1. すべての原稿をドキュメント フィーダ トレイから取り出してから、カバ

ーを持ち上げてください。

2. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅に合わせて原稿をセットします。

ヒント 原稿のセット方法については、ガラス板の端に示されているガ
イドを参照してください。

3. カバーを閉じます。

印刷メディアの選択

デバイスは、ほとんどのタイプのオフィス用メディアに印刷できるようデザ
インされています。 印刷メディアを大量に購入する前に、さまざまなタイプ

の印刷メディアをテストすることをお勧めします。 最適な印刷品質を得るに

は、HP メディアを使用してください。 HP メディアの詳細については、HP
Web サイト (www.hp.com) にアクセスしてください。

印刷メディアの選択と使用のヒント

最適な結果を得るには、次のガイドラインに従ってください。

• 必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用してください。 詳細に

ついては、サポートされたメディアの仕様の理解を参照してください。

• トレイには、一度に 1 つのタイプのメディアしかセットしないでくださ

い。

• トレイ 1 とトレイ 2 には、印刷面を下にし、トレイの右端と後端に用紙を

合わせてメディアをセットします。 トレイ 2 を利用できるのは、一部の

モデルのみです。 詳細については、メディアのセットを参照してくださ

い。
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• トレイ 2 は普通紙のみをセットするようデザインされています。

• トレイにメディアを入れすぎないでください。詳細については、サポート
されたメディアの仕様の理解を参照してください。

• 用紙詰まり、プリント品質の低下、およびそれ以外の印刷の問題を防ぐに
は、次のメディアを使用しないでください：

• 複数の部分からなるフォーム

• 損傷したり曲がったり、しわのよったメディア

• カットアウトや穴のあいたメディア

• 厚いメディアや浮き彫りのあるメディア、またはインクをうまく受付
けないメディア

• 軽すぎたり簡単に伸びてしまうメディア

カードおよび封筒

• 表面が滑らかな封筒、糊付き、留め金や窓のついた封筒は避けます。 縁
が厚かったり不揃い、または丸まっている封筒、しわがあったり裂けてい
たり、その他にも破損があるカードや封筒は避けます。

• しっかりと作られた封筒を使用し、縁がしっかりと折られていることを確
認します。

• 折り返し片が上にくるようにして封筒をセットします。

フォト メディア

• 写真を印刷するには、[ベスト] モードを使用します。 このモードでは、他

のモードより印刷速度が遅くなり、コンピュータのメモリも多く必要にな
ります。

• OHP フィルムは、印刷するたびに取り出して乾かします。 乾いていない

メディアを積み重ねると、にじみが発生する場合があります。

OHP フィルム

• ざらざらの面が下になり、粘着テープがデバイス後部にくるようにして
OHP フィルムを挿入します。

• OHP フィルムを印刷するには、[ノーマル] モードを使用します。 次のペ

ージが排紙トレイに排出される前にインクが完全に乾くよう、このモード
では乾燥時間が長くかかります。

• OHP フィルムは、印刷するたびに取り出して乾かします。乾いていない

メディアを積み重ねると、にじみが発生する場合があります。
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カスタムサイズのメディア

• デバイスでサポートされているカスタム サイズのメディアだけを使用し

ます。

• 使用しているアプリケーションでカスタム サイズのメディアをサポート

している場合は、文書を印刷する前に、アプリケーションでメディア サ
イズを設定します。 サポートされていない場合は、プリンタ ドライバで

サイズを設定します。 既存の文書をカスタム サイズの用紙に印刷する場

合は、正しく印刷するために文書の再フォーマットが必要になる場合があ
ります。

サポートされたメディアの仕様の理解

使用可能なサイズの理解 および 使用可能なメディアのタイプと重量の理解

の表を使用して、デバイスで使用する正しいメディアと、そのメディアに利
用できる機能を判断します。

• 使用可能なサイズの理解

• 使用可能なメディアのタイプと重量の理解

使用可能なサイズの理解

注記 トレイ 2 および両面印刷ユニットは、一部のモデルのみで利用でき

ます。

用紙サイズ トレイ 1 トレイ 2 両面印刷ユニッ
ト

ADF

標準サイズのメディア

U.S. レター (216 x 279 mm、8.5
x 11 インチ)

216 x 330 mm (8.5 x 13 インチ)*   

U.S. リーガル (216 x 356 mm、
8.5 x 14 インチ)

 

A4 (210 x 297 mm、8.3 x 11.7 イ
ンチ)

U.S. エグゼクティブ (184 x 267
mm、7.25 x 10.5 インチ)

U.S. ステートメント (140 x 216
mm、5.5 x 8.5 インチ)

  

B5 (182 x 257 mm、7.17 x 10.12
インチ)

A5 (148 x 210 mm、5.8 x 8.3 イン
チ)

 

6 x 8 インチ*   
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用紙サイズ トレイ 1 トレイ 2 両面印刷ユニッ
ト

ADF

フチ無し A4 (210 x 297 mm、8.3
x 11.7 インチ)*

   

フチ無し A5 (148 x 210 mm、5.8
x 8.3 インチ)*

   

フチ無し B5 (182 x 257 mm、
7.17 x 10.12 インチ)*

   

封筒

米国 10 号封筒 (105 x 241 mm、
4.12 x 9.5 インチ)*

   

Monarch 封筒 (98 x 191 mm、
3.88 x 7.5 インチ)*

   

HP グリーティング カード封筒
(111 x 152 mm、4.38 x 6 インチ)*

   

A2 招待状用封筒 (111 x 146
mm、4.37 x 5.75 インチ)*

   

DL 封筒 (110 x 220 mm、4.3 x
8.7 インチ)*

   

C5 封筒 (162 x 229 mm、6.4 x 9
インチ)*

   

C6 封筒 (114 x 162 mm、4.5 x
6.4 インチ)*

   

封筒長形 3 号 (120 x 235 mm、
4.7 x 9.3 インチ)*

   

封筒長形 4 号 (90 x 205 mm、3.5
x 8.1 インチ)*

   

カード

インデックス カード (76.2 x 127
mm、3 x 5 インチ）*

   

インデックス カード (102 x 152
mm、4 x 6 インチ)*

  

インデックス カード (127 x 203
mm、5 x 8 インチ)*

  

A6 カード (105 x 148.5 mm、
4.13 x 5.83 インチ)*

  

フチ無し A6 カード (105 x 148.5
mm、4.13 x 5.83 インチ)*

   

はがき** (100 x 148 mm、3.9 x
5.8 インチ)*

   

(続き)
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用紙サイズ トレイ 1 トレイ 2 両面印刷ユニッ
ト

ADF

フォト メディア

フォト メディア (76.2 x 127
mm、3 x 5 インチ)*

   

フォト メディア (102 x 152 mm、
4 x 6 インチ)*

   

フォト メディア (5 x 7 インチ)*    

フォト メディア (8 x 10 インチ)*    

フォト メディア (10 x 15 cm)*    

L 判 (89 x 127 mm、3.5 x 5 イン
チ)*

   

フチ無しフォト メディア (102 x
152 mm、4 x 6 インチ)*

   

フチ無しフォト メディア (5 x 7
インチ)*

   

フチ無しフォト メディア (8 x 10
インチ)*

   

フチ無しフォト メディア (8.5 x
11 インチ)*

   

フチ無しフォト メディア (10 x
15 cm)*

   

フチ無し L 判 (89 x 127 mm、3.5
x 5 インチ)*

   

それ以外のメディア

幅 76.2 ～ 216 mm、長さ 127 ～
356 mm まで (幅 3 ～ 8.5 イン
チ、長さ 5 ～ 14 インチまで) の
カスタムサイズのメディア*

   

幅 127 ～ 216 mm、長さ 241 ～
305 mm まで (幅 5 ～ 8.5 イン
チ、長さ 9.5 ～ 12 インチまで) の
カスタムサイズのメディア (ADF)

   

パノラマ (4 x 10 インチ、4 x 11
インチ、4 x 12 インチ)*

   

フチ無しパノラマ (4 x 10 イン
チ、4 x 11 インチ、4 x 12 イン
チ)*

   

* 片面印刷または両面印刷のために ADF で使用することはできません。
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** デバイスで使用できるのは、普通紙官製はがきおよびインクジェット用官

製はがきのみです。 フォト光沢官製はがきは使用できません。

使用可能なメディアのタイプと重量の理解

注記 トレイ 2 および両面印刷ユニットは、一部のモデルのみで利用でき

ます。

トレイ 種類 重量 容量

トレイ 1 用紙 60 ～ 105 g/m2

(ボンド紙 16 ～ 28 ポン
ド)

普通紙 250 枚まで

(厚さ 25 mm または 1
インチ)

OHP 用紙  最高 70 枚

(厚さ 17 mm または
0.67 インチ)

フォト メディア 280 g/m2

(75 lb ボンド紙)
最高 100 枚

(厚さ 17 mm または
0.67 インチ)

ラベル  最高 100 枚

(厚さ 17 mm または
0.67 インチ)

封筒 75 ～ 90 g/m2

(ボンド紙封筒 20 ～ 24
ポンド)

最高 30 枚

(厚さ 17 mm または
0.67 インチ)

カード 200 g/m2 まで

(インデックス カード
110 ポンド)

80 枚まで

トレイ 2 普通紙のみ 60 ～ 105 g/m2

(ボンド紙 16 ～ 28 ポン
ド)

普通紙 350 枚まで

(厚さ 35 mm または
1.38 インチ)

両面印刷ユ
ニット

用紙 60 ～ 105 g/m2

(ボンド紙 16 ～ 28 ポン
ド)

該当せず

排紙ビン 使用可能なすべてのメディ
ア

 普通紙 150 枚まで (テ
キスト印刷)
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最小余白の設定

文書のマージンは、縦方向に指定されたマージン以上に設定する必要があり
ます。

メディア (1) 左マージ
ン

(2) 右マージ
ン

(3) 上部マー
ジン

(4) 下部マー
ジン*

U.S. レター

U.S. リーガル

A4

U.S. エグゼクティブ

U.S. ステートメント

8.5 x 13 inch
B5
A5

カード

カスタムサイズのメディア

フォト メディア

3.3 mm (0.13
インチ)

3.3 mm (0.13
インチ)

3.3 mm (0.13
インチ)

3.3 mm (0.13
インチ)

封筒 3.3 mm (0.13
インチ)

3.3 mm (0.13
インチ)

16.5 mm
(0.65 インチ)

16.5 mm
(0.65 インチ)

* Windows を実行中のコンピュータでこの余白を設定するには、プリンタ ド
ライバの [詳細] タブをクリックし、[余白の最小化] を選択します。

注記 両面印刷ユニット (一部のモデルで利用できます) を使用中は、上部

と下部の最小余白は 12 mm (0.47 インチ) 以上でなければなりません。

メディアのセット
このセクションには、デバイスにメディアをセットする手順が記載されてい
ます。

注記 トレイ 2 を利用できるのは、一部のモデルのみです。 注文の詳細に

ついては、印刷サプライ品のオンライン注文を参照してください。
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トレイ 1 (メイン トレイ) にメディアをセットするには

1. 排紙トレイを持ち上げます。

2. 印刷面を下にしてトレイの右端に沿ってメディアを挿入します。 メディ

アの束がトレイの右端と後端に沿い、トレイのラインからはみ出さないよ
う確認します。

注記 デバイスが印刷しているときには、用紙をセットしないでくださ
い。

3. メディア ガイドをトレイに移動し、セットしたメディア サイズに調整し

ます。次に、排紙トレイを下げます。
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4. 排紙トレイの拡張部を引き出します。

トレイ 2 にメディアをセットするには

1. トレイ正面下部をつかみ、トレイをデバイスから引き出します。

2. 印刷面を下にしてトレイの右端に沿って用紙を挿入します。 用紙の束が

トレイの右端と後端に沿い、トレイのラインからはみ出さないよう確認し
ます。

注記 トレイ 2 には普通紙しかセットできません。

3. メディア ガイドをスライドし、セットした用紙サイズに調整します。
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4. トレイをゆっくりと再度挿入します。

5. 排紙トレイの拡張部を引き出します。

トレイの設定

注記 トレイ 2 を利用できるのは、一部のモデルのみです。注文の詳細に

ついては、印刷サプライ品のオンライン注文を参照してください。

デフォルトでは、デバイスはトレイ 1 から給紙するように設定されていま

す。トレイ 1 が空の場合、デバイスはトレイ 2 (挿入され、メディアがセット

されている場合) から給紙します。 以下の機能を使用して、このデフォルト

設定を変更できます。

• トレイ ロック：  トレイをロックして特殊な用紙を保護し、レターヘッド

やあらかじめ印刷された用紙が誤って使用されないようにします。 文書

の印刷中に用紙切れになった場合、ロックしたトレイのメディアが印刷ジ
ョブを完了するために使用されることはありません。

• デフォルトのトレイ：  この機能を使用して、デバイスが最初にメディア

を給紙するトレイを設定します。

注記 トレイ ロックとデフォルト トレイ設定を使用するには、デバイス

ソフトウェアで自動トレイ選択オプションが選択されていなければなりま
せん。 デバイスがネットワーク上にある場合、デフォルト トレイを設定

すると、設定はデバイスのすべてのユーザに影響します。

トレイ 2 は普通紙のみをセットするようデザインされています。
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次の表には、それぞれの印刷ニーズに応じてトレイ設定を使用する方法が一
覧されています。

実行内容... 手順

両方のトレイに同じメディアをセットし、1
つのトレイが空になった場合、もう 1 つのト
レイから給紙するように設定する。

• トレイ 1 とトレイ 2 にメディアをセット
します。詳細については、メディアのセ
ットを参照してください。

• トレイ ロックが無効にされていることを
確認します。

特殊メディアと普通紙の両方 (OHP フィルム
またはレターヘッドなど) をトレイにセットす
る。

• 特殊なメディアはトレイ 1 に、普通紙は
トレイ 2 にセットします。

• トレイ ロックがトレイ 1 に設定されてい
ることを確認します。

両方のトレイにメディアをセットするが、ど
ちらかのトレイから最初に給紙するよう設定
する。

• トレイ 1 とトレイ 2 にメディアをセット
します。

• デフォルト トレイが目的のトレイに設定
されていることを確認します。

トレイを設定するには

1. 本体の電源がオンになっていることを確認します。

2. 次のいずれかを行います：

• 埋め込み Web サーバ： [設定] タブをクリックし、左パネルから [用紙

処理] をクリックします。

• プリンタ ドライバ (Windows)： [機能] タブまたは [カラー] タブのい

ずれかにある [プリンタ サービス] ボタンをクリックし、[用紙の取り

扱い] を選択します。

• ツールボックス (Windows)： [サービス] タブをクリックし、[用紙の

取り扱い] をクリックします。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [用紙の取り扱い] を [プリン

タ設定] パネルからクリックします。

• コントロールパネル：[セットアップ] ボタンを押し、[基本設定] を選

択し、[デフォルト トレイ] または [トレイのロック] を選択します。

3. 目的のトレイ設定を変更し、[OK] または [適用] をクリックします。

特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷
• 特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Windows)
• 特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Mac OS)
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特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Windows)
1. 適切なメディアをセットします。詳細については、メディアのセットを参

照してください。

2. 文書を開いた状態で、[ファイル] メニューの [印刷] をクリックし、[設
定]、[プロパティ]、または [基本設定] をクリックします。

3. [用紙/機能] タブをクリックします。

4. [サイズ] ドロップダウン リストからメディア サイズを選択します。

カスタム サイズのメディアを設定するには：

a. [カスタム] ボタンをクリックします。

b. 新しいカスタム サイズの名前を入力します。

c. [幅] と [高さ] ボックスで寸法を入力し、[保存] をクリックします。

d. [OK] を 2 回クリックして、[プロパティ]、または [基本設定] ダイアロ

グ ボックスを終了します。 ダイアログ ボックスを再度開きます。

e. 新しいカスタム サイズを選択します。

5. 用紙の種類を選択するには：

a. [詳細] を [タイプ] ドロップダウン リストからクリックします。

b. 任意のメディア タイプをクリックして、[OK] をクリックします。

6. [ソース] ドロップダウン リストからメディア ソースを選択します。

7. その他の設定を変更し、[OK] をクリックします。

8. 文書を印刷します。

特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Mac OS)
1. 適切なメディアをセットします。詳細については、メディアのセットを参

照してください。

2. [ファイル] メニューの [用紙設定] をクリックします。

3. メディア サイズを選択します。

4. カスタム サイズのメディアを設定するには：

a. [カスタム サイズの管理] を [用紙サイズ] プルダウン メニューでクリッ

クします。

b. [新規] をクリックし、[用紙サイズ名] ボックスにサイズの名前を入力

します。

c. [幅] と [高さ] ボックスで寸法を入力し、必要に応じて余白を設定しま

す。

d. [完了] または [OK] をクリックし、[保存] をクリックします。

5. [ファイル] メニューで [ページ設定] をクリックし、新しいカスタム サイ

ズを選択します。

6. [OK] をクリックします。

7. [ファイル] メニューの [印刷] をクリックします。

8. [用紙の取り扱い] パネルを開きます。
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9. [排紙先の用紙サイズ] の下にある [用紙に合わせて調節] タブをクリック

し、カスタマイズされた用紙サイズを選択します。

10.それ以外の任意の設定を変更し、[OK] または [印刷] をクリックします。

フチ無し印刷
フチ無し印刷を使用すると、特定の用紙タイプおよび一部の標準サイズの用
紙の端まで印刷することができます。

注記 ソフトウェア アプリケーションでファイルを開き、画像サイズを割

り当てます。 画像サイズが、その画像を印刷するメディアのサイズに合っ

ていることを確認します。

この機能には、[印刷機能のショートカット] タブからアクセスすることも

できます。 プリンタ ドライバを開き、[印刷機能のショートカット] タブ

を選択し、この印刷ジョブのドロップダウン リストから印刷機能のショー

トカットを選択します。

フチ無し文書を印刷するには (Windows)
1. 適切なメディアをセットします。詳細については、メディアのセットを参

照してください。

2. 印刷するファイルを開きます。

3. アプリケーションからプリンタ ドライバを開きます。

a. [ファイル] をクリックし、[印刷] をクリックします。

b. [プロパティ] または [設定] をクリックします。

4. [用紙/品質] タブをクリックします。

5. [サイズ] ドロップダウン リストからメディア サイズを選択します。

6. [フチ無し印刷] チェックボックスを選択します。

7. [ソース] ドロップダウン リストからメディア ソースを選択します。

8. [タイプ] ドロップダウン リストからメディアのタイプを選択します。

9. 写真を印刷する場合は、[印刷品質] ドロップダウン リストから [高画質]
を選択します。 または、[最大 dpi] を選択します。この場合、最適な印刷

品質を得るために最大解像度 4800 x 1200 dpi* による印刷が可能になりま

す。

*最大解像度 4800 x 1200 dpi は入力データ解像度を 1200 dpi に設定し、

カラー印刷した場合 この設定では、一時的に大量のハードディスク容量

(400 MB 以上) が使用されることがあり、印刷に時間がかかります。

10.その他の印刷設定を変更し、[OK] をクリックします。

11.文書を印刷します。

12.切り取りタブ付きのフォト メディアに印刷した場合は、タブを切り取っ

て、文書を完全にフチ無しにします。
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フチ無し文書を印刷するには (Mac OS)
1. 適切なメディアをセットします。詳細については、メディアのセットを参

照してください。

2. 印刷するファイルを開きます。

3. [ファイル] をクリックし、[用紙設定] をクリックします。

4. フチ無しメディアのサイズを選択して [OK] をクリックします。

5. [ファイル] をクリックし、[印刷] をクリックします。

6. [用紙の種類/品質] パネルを開きます。

7. [用紙] タブをクリックし、[用紙の種類] ドロップダウン リストから用紙の

種類を選択します。

8. 写真を印刷する場合は、[品質] ドロップダウン リストから [高画質] を選

択します。 または、[最大 dpi] を選択します。この場合、最大解像度

4800 x 1200 dpi* による印刷が可能になります。

*最大解像度 4800 x 1200 dpi は入力データ解像度を 1200 dpi に設定し、

カラー印刷した場合この設定では、一時的に大量のハードディスク容量
(400 MB 以上) が使用されることがあり、印刷に時間がかかります。

9. メディア ソースを選択します。 厚いメディアまたはフォト メディアに印

刷する場合は、手差しオプションを選択します。

10.その他の設定値を選択した後、[プリント] をクリックします。

11.切り取りタブ付きのフォト メディアに印刷した場合は、タブを切り取っ

て、文書を完全にフチ無しにします。

短縮ダイヤルの設定 (一部のモデルのみ)
頻繁に使うファックス番号やネットワーク フォルダは、短縮ダイヤル エント

リとして設定できます。 そうすれば、コントロール パネルからすぐにダイヤ

ルすることができます。 これらの送信先の最初の 5 つのエントリは、コント

ロール パネルの 5 つの短縮ダイヤル ボタンに関連付けられます。

ファックス番号の短縮ダイヤル エントリまたはグループとしての設定

ファックス番号またはファックス番号のグループを短縮ダイヤル エントリと

して保存することができます。 短縮ダイヤル エントリ 1 ～ 5 は、コントロ

ール パネルの対応する 5 つの短縮ダイヤル ボタンと関連付けられます。

設定される短縮ダイヤル エントリ一覧の印刷については、短縮ダイヤル エン

トリ一覧の印刷と表示を参照してください。
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短縮ダイヤル エントリを設定するには

• 埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続)： 埋め込み Web サーバを開

き、[設定] タブをクリックします。次に、左枠の [ファックス短縮ダイヤ

ル] をクリックします。

• エントリを追加するには： [ファックス短縮ダイヤル エントリの簡易

追加] セクションのフィールドに必要な情報を入力します。

• エントリを編集または削除するには、[ファックス短縮ダイヤル アドレ

ス帳] セクションでエントリを選択し、[編集] アイコンまたは [削除]
アイコンをクリックします。

• 完了したら、[適用] をクリックします。

• HP Photosmart ソフトウェア： HP Photosmart ソフトウェア を開き、オ

ンスクリーン ヘルプの指示に従います。

• HP デバイス マネージャ (Mac OS)： [HP デバイス マネージャ] を起動

し、[情報と設定] をクリックして、ドロップダウン リストから [ファック

ス短縮ダイヤル設定] を選択します。

• コントロール パネル： [セットアップ] を押し、[短縮ダイヤルの設定] オ
プションを選択します。

• エントリを追加または変更するには： [個別の短縮ダイヤル] または [グ
ループ短縮ダイヤル] を選択し、矢印キーを押して未使用のエントリ番

号に移動するか、キーパッドから番号を入力します。 ファックス番号

を入力し、[OK] を押します。 市外局番、PBX システム外の番号のア

クセス コード (通常は 9 または 0)、長距離電話のプレフィックスな

ど、間隔や他の必要な番号を含めます。 名前を入力し、[OK] を押しま

す。

• 1 つまたはすべてのエントリを削除するには: [短縮ダイヤルを削除] を
選択し、矢印キーで削除する短縮ダイヤルをハイライトし、[OK] を押

します。

短縮ダイヤル グループを設定するには

ファックス番号の同じグループに定期的に情報を送信する場合は、操作を簡
略化するために、グループの短縮ダイヤル エントリを設定できます。 グルー

プの短縮ダイヤル エントリは、コントロール パネルの短縮ダイヤル ボタン

に関連付けることができます。

短縮ダイヤルのグループにメンバーを追加するには、メンバーが短縮ダイヤ
ル一覧にあらかじめ含まれている必要があります。 各グループには最大 20
個のファックス番号を追加でき、各ファックス番号には最大 50 文字を含める

ことができます。

• 埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続)： 埋め込み Web サーバを開

き、設定 タブをクリックします。次に、左枠の ファックス短縮ダイヤル
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をクリックします。 [ファックス短縮ダイヤル アドレス帳] で、エントリ

の番号 (たとえば 26 ～ 50) を含むリンクをクリックします。

• グループを追加するには、[ファックス短縮ダイヤル アドレス帳] の
[新規グループ] ボタンをクリックし、選択した部分から個別のエント

リを選択します。 適切なグループ情報を入力し、[適用] をクリックし

ます。

• エントリを編集または削除するには、[ファックス短縮ダイヤル アドレ

ス帳] でエントリを選択し、[編集] アイコンまたは [削除] アイコンを

クリックします。

• グループを削除するには： エントリを選択し、 [削除] ボタンをクリッ

クします。

• 完了したら、[適用] をクリックします。

• HP Photosmart ソフトウェア：HP Photosmart ソフトウェア を開き、オ

ンスクリーン ヘルプの指示に従います。

• HP デバイス マネージャ (Mac OS)：[ HP デバイス マネージャ] を起動

し、[情報と設定] をクリックして、ドロップダウン リストから [ファック

ス短縮ダイヤル設定] を選択します。

• コントロール パネル：[セットアップ] ボタンを押し、[短縮ダイヤルの設

定] オプションを選択します。

• グループを追加するには: [グループ短縮ダイヤル] を選択し、登録され

ていない短縮ダイヤルを選択し、[OK] を押します。 矢印キーで短縮ダ

イヤルをハイライトし、[OK] を押して選択します（チェックマークが

短縮ダイヤルの横に表示されます）。 このグループに追加短縮ダイヤ

ルを追加するには、同じ手順を繰り返します。 作業が終了した後、[選
択終了] オプションを選択し、[OK] を押します。 オンスクリーン キー

ボードでグループ短縮ダイヤルの名前を入力し、[完了] を選択しま

す。

• グループにエントリを追加するには: [グループ短縮ダイヤル] を選択

し、変更するグループ短縮ダイヤルを選択し、[OK] を押します。 矢印

キーで短縮ダイヤルをハイライトし、[OK] を押して選択します（チェ

ックマークが短縮ダイヤルの横に表示されます）。 このグループに追

加短縮ダイヤルを追加するには、同じ手順を繰り返します。 作業が終

了した後、[選択終了] オプションを選択し、[OK] を押します。 [グル

ープ名] 画面の [完了] を選択します。
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• グループからエントリを削除するには: [グループ短縮ダイヤル] を選択

し、変更するグループ短縮ダイヤルを選択し、[OK] を押します。 矢印

キーで短縮ダイヤルをハイライトし、[OK] を押して選択します（チェ

ックマークが短縮ダイヤルから削除されます）。 このグループに追加

短縮ダイヤルを削除するには、同じ手順を繰り返します。 作業が終了

した後、[選択終了] オプションを選択し、[OK] を押します。 [グルー

プ名] 画面の [完了] を選択します。

• グループを削除するには: [短縮ダイヤルを削除] を選択し、矢印キーで

削除する短縮ダイヤルをハイライトし、[OK] を押します。

ネットワーク フォルダの短縮ダイヤル エントリとしての設定 (一部のモデルのみ)
最大 10 個のネットワーク フォルダを短縮ダイヤル エントリとして保存でき

ます。 5 つのエントリは、コントロール パネルの対応する 5 つの短縮ダイヤ

ル ボタンと関連付けられます。 グループの短縮ダイヤル エントリを設定す

ることはできません。 ダイレクト デジタル ファイリング短縮ダイヤルを使

用すると、デジタル文書をスキャン、保存し、短縮ダイヤルを使用して送信
するためのフォルダを作成できます。 わかりやすい名前、ネットワーク パ
ス、ユーザー名、パスワード、オプションの PIN の各フィールドを使用し

て、新しいダイレクト デジタル ファイリング短縮ダイヤル エントリを追加

します。

設定される短縮ダイヤル エントリ一覧の印刷については、短縮ダイヤル エン

トリ一覧の印刷と表示を参照してください。

短縮ダイヤル エントリを設定するには

埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続)： 埋め込み Web サーバを開き、設

定 タブをクリックします。次に、左枠の ダイレクト デジタル ファイリング

短縮ダイヤル をクリックします。

• エントリを追加または変更するには： [ダイレクト デジタル ファイリング

短縮ダイヤル アドレス帳] のエントリを選択し、[編集] ボタンをクリック

します。必要な変更を加えて、[適用] をクリックします。

• エントリを削除するには： エントリを選択し、[削除] ボタンをクリックし

ます。

• 完了したら、[適用] をクリックします。

短縮ダイヤル エントリ一覧の印刷と表示

設定済みのすべての短縮ダイヤル エントリの一覧は印刷または表示すること

ができます。 一覧の各エントリには、次の情報が含まれます。

• 短縮ダイヤル番号 (最初の 5 つのエントリは、コントロール パネルの 5 つ
の短縮ダイヤル ボタンに対応します)

• ファックス番号またはファックス番号のグループに関連付けられている名
前
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• ファックスの短縮ダイヤル一覧の場合は、ファックス番号 (またはグルー

プのすべてのファックス番号)
• ネットワーク フォルダ一覧の場合は、フォルダ パス名

短縮ダイヤル エントリの一覧を印刷するには

埋め込み Web サーバ： [設定] タブを選択し、左枠から [ファックス短縮ダイ

ヤル] を選択します。次に、ブラウザから [ファックス短縮ダイヤル アドレス

帳] ページを印刷します。

短縮ダイヤル エントリの一覧を表示するには

• 埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続)： 埋め込み Web サーバを開

き、[設定] タブをクリックします。次に、左枠の [ファックス短縮ダイヤ

ル] をクリックします。

• HP デバイス マネージャ (Mac OS)：[HP デバイス マネージャ] を起動

し、[情報と設定] をクリックして、ドロップダウン リストから [ファック

ス短縮ダイヤル設定] を選択します。

• HP Photosmart ソフトウェア： HP Photosmart ソフトウェア を開き、オ

ンスクリーン ヘルプの指示に従います。
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4 印刷
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• プリント設定の変更

• 両面印刷 (2 面印刷)
• 印刷ジョブのキャンセル

プリント設定の変更

プリント設定 (用紙のサイズやタイプ) は、アプリケーション、またはプリン

タ ドライバから変更できます。 アプリケーションから加えた変更は、プリン

タ ドライバから加えた変更に優先します。 ただし、アプリケーションを終了

すると、ドライバで設定がデフォルトの設定に戻ります。

注記 プリント ジョブすべてにプリント設定を設定するには、プリンタ ド
ライバで変更を加えます。

Windows のプリンタ ドライバ機能の詳細については、プリンタ ドライバ

のオンライン ヘルプを参照してください。 特定のアプリケーションから

印刷する方法については、そのアプリケーションに付属のマニュアルを参
照してください。

現在のジョブについてアプリケーションから設定を変更するには (Windows) 
1. 印刷する文書を開きます。

2. [ファイル] メニューの [印刷] をクリックし、[設定]、[プロパティ]、また

は [基本設定] をクリックします (使用するアプリケーションに応じて、異

なるオプションがあります)。
3. 設定を変更し、[OK] をクリックし、[印刷]、または類似のコマンドをクリ

ックします。

将来のジョブすべてについてデフォルトの設定を変更するには (Windows)
1. [スタート] をクリックして [設定] をクリックし、[プリンタ] または [プリ

ンタと FAX] をクリックします。

-または-
[スタート] をクリックして [コントロール パネル] をクリックし、[プリン

タ] をダブルクリックします。

2. プリンタ アイコンを右クリックし、[プロパティ]、[文書デフォルト]、ま

たは [詳細設定] を選択します。

3. 設定を変更して、[OK] をクリックします。
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設定を変更するには (Mac OS)
1. [ファイル] メニューの [用紙設定] をクリックします。

2. 用紙サイズなど、必要な設定を変更して、[OK] をクリックします。

3. [ファイル] メニューの [プリント] をクリックして、プリンタ ドライバを

開きます。

4. 用紙タイプなど、必要な設定を変更して、[OK] または [プリント] をクリ

ックします。

両面印刷 (2 面印刷)
オプションの自動両面印刷アクセサリ (両面印刷ユニット) を使って自動的に

行うか、またはメディアを裏返してデバイスに再度給紙することにより、手
動でメディアの両面に印刷できます。

• ページの両面に印刷する場合のガイドライン

• 両面印刷を実行するには (Windows)
• 自動両面印刷を実行するには (Mac OS)

ページの両面に印刷する場合のガイドライン

• 必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用してください。 詳細に

ついては、サポートされたメディアの仕様の理解を参照してください。

• アプリケーション、またはプリンタ ドライバで両面印刷オプションを指

定します。

• OHP フィルム、封筒、フォト用紙、光沢のあるメディア、60 g/m2 (ボン

ド紙 16 ポンド) 未満の用紙、または 105 g/m2 (ボンド紙 28 ポンド) を超

える用紙には、両面印刷をしないでください。 これらのタイプのメディ

アを使用すると、メディア詰まりが発生する場合があります。

• レターヘッド、あらかじめ印刷された用紙、およびウォーターマークやあ
らかじめ穴の開いた用紙など、ページの両面に印刷する場合特別の方向に
挿入することが必要な特殊メディアもあります。 Windows を実行してい

るコンピュータから印刷すると、メディアの最初の面から印刷されま
す。 Mac OS を実行しているコンピュータから印刷すると、2 番目の面が

最初に印刷されます。 正面を下に向けてメディアをセットします。

• 両面印刷でメディアの片面に印刷されると、インクが乾燥する間、デバイ
スは用紙を保留して待機します。 インクが乾燥すると、用紙はデバイス

に再度給紙され、2 番目の面が印刷されます。 印刷が完了すると、用紙は

排紙トレイに排出されます。 印刷が完了するまで、用紙をつかまないで

ください。

• サポートされているカスタムサイズのメディアの両面に印刷するには、用
紙の上下を逆にして、もう一度デバイスに給紙します。詳細については、
サポートされたメディアの仕様の理解を参照してください。
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両面印刷を実行するには (Windows)
1. 適切なメディアをセットします。 詳細については、ページの両面に印刷

する場合のガイドラインおよびメディアのセットを参照してください。

2. 両面印刷ユニットが正しく取り付けられていることを確認してくださ
い。 詳細については、両面印刷ユニットのインストールを参照してくだ

さい。

3. 文書を開いた状態で、[ファイル] メニューの [印刷] をクリックし、[設
定]、[プロパティ]、または [基本設定] をクリックします。

4. [各種機能] タブをクリックします。

5. [両面印刷] ドロップダウン リストを選択します。 自動両面印刷を行うに

は、[自動] が選択されていることを確認します。

6. 文書の画面上のレイアウトに合うように各ページを自動的にサイズ変更す
るには、[レイアウトの保存] が選択されていることを確認します。 このオ

プションをクリアすると、不要な改ページが挿入されることがあります。

7. 綴じ込み方法に応じて、[上綴じ] チェック ボックスをオンまたはオフにし

ます。 綴じ込み例については、プリンタ ドライバのグラフィックスを参

照してください。

8. 必要に応じて、[綴じ込みレイアウト] ドロップダウン リストから綴じ込み

レイアウトを選択します。

9. その他の設定を変更し、[OK] をクリックします。

10.文書を印刷します。

自動両面印刷を実行するには (Mac OS)
1. 適切なメディアをセットします。詳細については、ページの両面に印刷す

る場合のガイドラインおよびメディアのセットを参照してください。

2. 両面印刷ユニットが正しく取り付けられていることを確認してください。
詳細については、両面印刷ユニットのインストールを参照してください。

3. [ファイル] メニューの [印刷] をクリックします。

4. [両面印刷] パネルを開きます。

5. 両面に印刷するオプションを選択します。

6. 適切なアイコンをクリックして、綴じ方向を選択します。

7. その他の設定を変更し、[印刷] をクリックします。

印刷ジョブのキャンセル
以下の方法を使用して印刷ジョブをキャンセルできます。

コントロールパネル：  ([キャンセル] ボタン) を押します。 これにより、現

在処理中のジョブがクリアされます。 処理待機中のジョブには影響しませ

ん。
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Windows：  コンピュータ画面の右下端に表示されているプリンタ アイコン

をダブルクリックします。 印刷ジョブを選択し、キーボードの 削除 キーを

押します。

Mac OS： [プリンタ設定ユーティリティ] でプリンタをダブルクリックしま

す。 印刷ジョブを選択して [保留] をクリックし、[削除] をクリックします。
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5 コピー
高品質のカラー コピーおよびモノクロ コピーを、さまざまな種類やサイズの

用紙で作成することができます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• コントロール パネルからのコピーの作成

• コピー設定の変更

• 原稿のトリミング (カラー ディスプレイ モデルのみ)
• コピー ジョブのキャンセル

コントロール パネルからのコピーの作成

コントロール パネルから高画質のコピーを作成できます。

コントロール パネルからコピーを作成するには

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。

2. スキャナのガラス板または ADF を使用して原稿をセットします。 詳細に

ついては、原稿のセットを参照してください。

3. 次のいずれかの操作を行います。

• モノクロ コピーを開始するには、[コピー スタート - モノクロ] を押し

ます。

• カラー コピーを開始するには、[コピー スタート - カラー] を押しま

す。

注記 カラー原稿の場合は、[コピー スタート - モノクロ] を押すとモ

ノクロ コピーになり、[コピー スタート - カラー] を押すとフルカラー

コピーになります。

コピー設定の変更
コピー設定をカスタマイズすると、ほぼすべてのコピーに対応することがで
きます。

コピー設定を変更しても、その変更は現在のコピー操作にのみ反映されま
す。 今後すべてのコピー操作にその設定を適用するようにするには、その変

更をデフォルトとして設定する必要があります。

現在の設定を今後も使用できるようにデフォルトとして保存するには

1. [コピー メニュー] で設定を変更します。

2. [コピー メニュー] を押し、[新しいデフォルトの設定] が表示されるまで矢

印キーを押します。

3. 矢印キーを押して [はい] を選択し、[OK] を押します。
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原稿のトリミング (カラー ディスプレイ モデルのみ)
原稿をコピーする前に、[コピー メニュー] の [トリミング] 設定を使用して、

コピーする領域を選択することができます。 [トリミング] 設定を選択すると

スキャンが始まり、カラー ディスプレイに原稿のプレビューが表示されま

す。

トリミングを行うと画像の寸法が変わり、ファイル サイズは小さくなりま

す。

ヒント [縮小/拡大] 設定を変更することで、トリミングした画像のサイズ

を調整できます。 [ページに合わせる] を使用すると、フチありのコピーが

作成されます。 トリミングした画像を拡大すると、画像の解像度によって

は印刷の品質が低下する可能性があります。

コントロール パネルから画像をトリミングするには

1. コピー 領域で [コピー メニュー] を押し、[トリミング] を選択します。

2. 矢印ボタンを使用して、トリミング領域の左上隅の位置を設定します。

3. [OK] を押します。

4. 矢印ボタンを使用して、トリミング領域の右下隅の位置を設定します。

5. [OK] を押します。

カラー グラフィック ディスプレイにトリミングされた画像が表示されま

す。

コピー ジョブのキャンセル
▲ コピーを中止するには、コントロール パネルの [キャンセル] を押しま

す。
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6 スキャン
原稿をスキャンし、ネットワーク上のフォルダやコンピュータ上のプログラ
ムなど、さまざまな場所に送信することができます。 コントロール パネル、

HP フォト イメージング ソフトウェア、コンピュータ上の TWAIN 互換また

は WIA 互換プログラムを使用できます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• 原稿のスキャン

• 埋め込み Web サーバ経由での Web スキャンの使用

• TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン

• スキャンした原稿の編集

• スキャン設定の変更

• スキャン ジョブのキャンセル

原稿のスキャン

スキャンはコンピュータからでも、コントロール パネルからでも行うことが

できます。 このセクションでは、コントロール パネルからのスキャン方法に

ついてのみ説明します。

注記 HP Photosmart ソフトウェア を使用して、パノラマなどの画像をス

キャンすることもできます。 このソフトウェアを使用すれば、スキャンし

た画像を編集したり、スキャンした画像を使用して特別なプロジェクトを
作成することができます。 コンピュータからのスキャン方法や、スキャン

画像の調整、サイズ変更、回転、トリミング、鮮明度調整については、ソ
フトウェアに付属のオンスクリーン HP Photosmart ソフトウェア ヘルプ

を参照してください。

スキャン機能を使用するには、デバイスとコンピュータを接続して電源をオ
ンにします。 また、スキャンを実行する前に、コンピュータにプリンタ ソフ

トウェアをインストールし、実行しておく必要があります。 Windows を実行

しているコンピュータでプリンタ ソフトウェアが動作していることを確認す

るには、画面右下の時刻の横にあるシステム トレイに、デバイスのアイコン

が表示されていることを確認します。 Mac OS を実行しているコンピュータ

でこれを確認するには、HP デバイス マネージャを開き、[画像のスキャン]
をクリックします。 スキャナを利用できる場合は、HP ScanPro アプリケー

ションが起動します。 利用できない場合は、スキャナが見つからなかったこ

とを示すメッセージが表示されます。
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注記 Windows システム トレイにある HP Digital Imaging Monitor アイコ

ンを閉じると、デバイスからスキャン機能の一部が失われ、[接続していま

せん] というエラー メッセージが表示されます。 このエラー メッセージ

が表示された場合は、コンピュータを再起動するか、または
HP Photosmart ソフトウェア を起動すると、機能を完全に回復させるこ

とができます。

ダイレクト デジタル ファイリングの設定 (一部のモデルのみ)
ダイレクト デジタル ファイリングは、文書をスキャンしてフォルダに保存

し、ネットワーク上で他のユーザーと共有できるようにする機能です。 コン

ピュータ上で埋め込み Web サーバを使用すると、ダイレクト デジタル ファ

イリングの短縮ダイヤルを設定できます。

注記 ダイレクト デジタル ファイリングの実装には、ネットワークの概念

に関する基本的な理解が必要です。 これらの機能の設定は、ネットワーク

の経験を有するユーザーが行う必要があります。

ネットワーク フォルダを設定するには

▲ ネットワーク上にフォルダを作成します。 このフォルダは、ダイレクト

デジタル ファイリング機能を使用してスキャンされるファイルを保存す

るために使用されます。

注記 ネットワーク フォルダを使用するすべてのユーザーが、フォル

ダの内容の書き込みと変更を含めて、フォルダのアクセス許可を持っ
ていることを確認します。 フォルダのアクセス許可を変更する方法に

ついては、オペレーティング システムのマニュアルを参照してくださ

い。

短縮ダイヤル番号を設定するには

1. Web ブラウザを開き、デバイスに割り当てられている IP アドレスを入力

します。 例えば、IP アドレスが 123.123.123.123 の場合、以下のアドレ

スを Web ブラウザに入力します。 http://123.123.123.123

注記 デバイスはネットワークに接続されている必要があります。 デ
バイスの IP アドレスは、コントロール パネルから取得できます。

2. [設定] タブをクリックします。

3. [アドレス帳] の [ダイレクト デジタル ファイリング短縮ダイヤル] をクリ

ックします。
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4. 短縮ダイヤル エントリの情報を入力し、目的のスキャン設定を変更しま

す。

注記 個人識別番号 (PIN) を追加して、許可のないユーザーがこの短縮

ダイヤルを使用できないようにすることもできます。 PIN を設定する

と、デバイスのコントロール パネルでは、短縮ダイヤルを使用するた

びに PIN の入力を求められます。 PIN を無効にするには、PIN フィー

ルドを空白にします。

5. [追加] をクリックします。 エントリがダイレクト デジタル ファイリング

の短縮ダイヤル アドレス帳に追加されます。

ネットワーク フォルダへの原稿のスキャン

原稿のスキャン画像は、コンピュータ ベースのソフトウェアを使用しなくて

も、直接ネットワーク フォルダに送信することができます。 共有フォルダ

は、ファイル サーバまたはネットワークの任意のコンピュータに配置するこ

とができます。

この機能を使用する前に、前述のように埋め込み Web サーバ (EWS) を使用

して、ダイレクト デジタル ファイリング短縮ダイヤル アドレス帳にフォル

ダの場所を指定する必要があります。 詳細については、ネットワーク フォル

ダの短縮ダイヤル エントリとしての設定 (一部のモデルのみ) またはデバイス

に付属の [セットアップ ガイド] を参照してください。

ネットワーク フォルダにスキャン画像を送信するには

1. スキャナのガラス板または自動ドキュメント フィーダ (ADF) に原稿をセ

ットします。 詳細については、原稿のセットを参照してください。

2. [デジタル ファイリング] を押し、以下のいずれかを実行します。

• ディスプレイの短縮ダイヤル エントリから送信先を選択します。

• ディスプレイの 5 つの短縮ダイヤル ボタンのいずれかを押して、送信

先を選択します。

注記 短縮ダイヤル エントリに PIN を設定した場合は、続行する前に

PIN を入力する必要があります。

3. [スキャン スタート] を押します。

注記 ネットワーク トラフィックの状況や接続速度によっては、接続に時

間がかかることがあります。

コンピュータ上のプログラムへの原稿のスキャン (直接接続)
USB ケーブルを使用してデバイスが直接コンピュータに接続されている場合

は、以下の手順に従います。
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スキャンが完了すると、選択したプログラムが開き、スキャンした文書が表
示されます。

HP フォト イメージング ソフトウェアからコンピュータ上のプログラムにスキャン画

像を送信するには

1. コンピュータで HP フォト イメージング ソフトウェアを開きます。 詳細

については、HP フォト イメージング ソフトウェアの使用を参照してくだ

さい。

2. 詳細については、オンスクリーン ヘルプを参照してください。

コントロール パネルからコンピュータ上のプログラムにスキャン画像を送信するには

(直接接続)
1. スキャナのガラス板または ADF に原稿をセットします。詳細について

は、原稿のセットを参照してください。

2. [スキャン メニュー] ボタンまたは [スキャンの送信先] ボタンを押しま

す。

3. 矢印キーを押して、使用するプログラム (HP フォト イメージング ソフト

ウェアなど) を選択し、[OK] を押します。

4. [スキャン スタート] を押します。

コントロール パネルからコンピュータ上のプログラムにスキャン画像を送信するには

(ネットワーク接続)
1. スキャナのガラス板または ADF に原稿をセットします。詳細について

は、原稿のセットを参照してください。

2. [スキャン メニュー] ボタンまたは [スキャンの送信先] ボタンを押しま

す。

3. [コンピュータの選択] を選択します。

4. 使用可能なコンピュータの一覧からコンピュータ名を選択し、[OK] を押

します。

5. 矢印キーを押して、使用するプログラム (HP フォト イメージング ソフト

ウェアなど) を選択します。

6. [OK] または [スキャン スタート] を押します。

メモリ デバイスへの原稿の送信

挿入してあるメモリ カードや前面 USB ポートに接続したストレージ デバイ

スに、スキャンした画像を JPEG 画像または PDF ファイルとして送信するこ
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とができます。 品質や用紙サイズの設定など、その他のスキャン オプション

もあります。

メモリ デバイスにスキャンするには

1. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅または ADF に合わせて原稿をセット

します。

2. メモリ デバイスを挿入します。

3. [スキャン スタート] を押します。

• [スキャン メニュー] が表示され、さまざまなオプションまたはスキャ

ン先が表示されます。 デフォルトのスキャン先には、前回このメニュ

ーを使用したときに選択したスキャン先が指定されます。

• デバイスをコンピュータに直接接続している場合、[スキャンの送信

先] メニューが表示されます。

4. 矢印キーを押して [メモリ デバイス] を強調表示し、[OK] を押します。

デバイスによって画像がスキャンされ、そのファイルがメモリ カードま

たはストレージ デバイスに保存されます。

埋め込み Web サーバ経由での Web スキャンの使用

Web スキャンは埋め込み Web サーバの機能の一部であり、Web ブラウザを

使用してデバイスで写真や文書をスキャンし、コンピュータに出力すること
ができます。 この機能は、コンピュータにデバイス ソフトウェアをインスト

ールしなかった場合でも利用できます。

▲ [情報] タブをクリックし、左枠の [Web スキャン] をクリックします。[画
像タイプ] と [ドキュメントのサイズ] の選択を行い、[スキャン] または

[プレビュー] をクリックします。

埋め込み Web サーバの詳細については、埋め込み Web サーバを参照してく

ださい。

TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン

デバイスは TWAIN 互換および WIA 互換であり、TWAIN 互換または WIA 互
換のスキャン デバイスをサポートするプログラムを使用できます。 TWAIN
互換または WIA 互換プログラムでは、スキャン機能にアクセスし、スキャン

画像を直接プログラムに送信することができます。

TWAIN は、ネットワーク接続および直接接続の両方について、すべての

Windows および Mac OS オペレーティング システムでサポートされていま

す。

Windows オペレーティング システムでは、WIA がサポートされているのは

Windows XP での直接接続のみです。 Mac OS ではサポートされていませ

ん。
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TWAIN 互換プログラムからスキャンするには

一般的に、[取得]、[ファイルの取得]、[スキャン]、[新規オブジェクトのイン

ポート]、[挿入元]、[スキャナ] のようなコマンドがある場合、そのソフトウ

ェア プログラムは TWAIN 互換です。 プログラムに互換性があるかどうかわ

からない場合、またはコマンドの名前がわからない場合は、ソフトウェア プ
ログラムのヘルプまたはマニュアルを参照してください。

TWAIN 互換プログラム内からスキャンを開始します。 コマンドおよび手順

の詳細については、ソフトウェア プログラムのヘルプまたはマニュアルを参

照してください。

注記 ファックスの受信中に TWAIN スキャンを開始すると、エラー メッ

セージが表示され、スキャンは実行されません。 ファックスが受信される

のを待ってから、スキャンを再開してください。

WIA 互換プログラムからスキャンするには

一般的に、[挿入] メニューまたは [ファイル] メニューに [画像/スキャナまた

はカメラから] のようなコマンドがある場合、そのソフトウェア プログラム

は WIA 互換です。プログラムに互換性があるかどうかわからない場合、また

はコマンドの名前がわからない場合は、ソフトウェア プログラムのヘルプま

たはマニュアルを参照してください。

WIA 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよび手順の詳

細については、ソフトウェア プログラムのヘルプまたはマニュアルを参照し

てください。

スキャンした原稿の編集

HP Photosmart ソフトウェア を使用してスキャンした画像を編集できます。

OCR (光学式文字認識) ソフトウェアを使用して、スキャンした文書を編集す

ることもできます。

スキャンした写真またはグラフィックの編集

HP Photosmart ソフトウェア を使用して、スキャンした写真またはグラフィ

ックを編集できます。 このソフトウェアを使用して、明度、コントラスト、

彩度などさまざまな調整を行います。 HP Photosmart ソフトウェア を使用し

て、スキャンした画像を回転することもできます。

詳細については、オンスクリーン HP Photosmart ソフトウェア ヘルプ を参

照してください。

光学式文字認識 (OCR) ソフトウェアを使用した、スキャン文書の編集

OCR ソフトウェアを使用すると、スキャンしたテキストを任意のワード プ
ロセッサ プログラムにインポートして編集することができます。 これによ
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り、ファックス、レター、新聞の切り抜き、その他多くの文書を編集するこ
とができます。

編集に使用するワード プロセッサ プログラムは指定できます。 ワード プロ

セッサ アイコンが表示されていないかアクティブでない場合は、コンピュー

タにワード プロセッサ ソフトウェアをインストールしていないか、インスト

ール中にそのプログラムをスキャナ ソフトウェアが認識していません。 ワー

ド プロセッサ プログラムへのリンクの作成方法については、HP フォト イメ

ージング ソフトウェアのオンスクリーン ヘルプを参照してください。

OCR ソフトウェアは、スキャンされたカラー テキストをサポートしていま

せん。 カラー テキストは、常に白黒のテキストに変換されてから、OCR に
送信されます。 このため、最終的な文書のすべてのテキストは、元の色にか

かわらず白黒になります。

一部のワード プロセッサ プログラムとデバイスとの相互作用は複雑であるた

め、スキャンしたテキストをワードパッド (Windows のアクセサリ) に送信

し、テキストを切り取ってから、目的のワード プロセッサ プログラムに貼り

付けた方がよい場合もあります。

スキャン設定の変更

スキャン設定を変更するには

• HP デバイス マネージャ (Mac OS)： [HP デバイス マネージャ] を起動

し、[情報と設定] をクリックして、ドロップダウン リストから [スキャン

プリファレンス] を選択します。

• Windows： デバイス ソフトウェアを開き、[設定] を選択します。次に、

[スキャン設定とプリファレンス] を選択し、利用可能なオプションから選

択して設定を行います。

スキャン ジョブのキャンセル
▲ コントロール パネルの [キャンセル] を押します。
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7 メモリ デバイスの使用 (一部のモ
デルのみ)
デバイスには、デジタル カメラの数種類のメモリ カードを読み取ることがで

きるメモリ カード リーダーが搭載されています。 デバイスを使用して、こ

れらのメモリ カードから写真を保存することができます。 さらに、メモリ

カードに保存されている写真のサムネール ビューを表示するフォト シートを

印刷することができます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• メモリ カードの挿入

• デジタル カメラの接続

• ストレージ デバイスの接続

• 写真の表示

• コントロール パネルからの写真の印刷

• コンピュータへの写真の保存

メモリ カードの挿入

デジタル カメラで写した写真を保存しておくのにメモリ カードを使用してい

る場合は、そのメモリ カードをデバイスに挿入し、写した写真を印刷したり

保存したりすることができます。

注意 アクセス中にメモリカードを取り外そうとすると、カード内のファ
イルが損傷することがあります。 フォト ランプが点滅していない場合に

のみ、カードを安全に取り外すことができます。 また、複数のメモリカー

ドを同時に装着することも絶対に避けてください。メモリカード内のファ
イルが損傷します。

デバイスでは、以下のメモリ カードをサポートしています。 各タイプのメモ

リカードは、そのカードに適したスロットにのみ差し込むことができます。
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1 CompactFlash (Type I および II)

2 Secure Digital、MultimediaCard (MMC)、Secure MMC

3 xD

4 Memory Stick、MagicGate Memory Stick、Memory Stick Duo、Memory Stick Pro

5 前部ユニバーサル シリアル バス (USB) ポート (PictBridge 対応)

メモリ カードを挿入するには

1. メモリ カードのラベルが左、接点がデバイス側を向くようにメモリ カー

ドを持ちます。

2. メモリ カードを対応するメモリ カード スロットに挿入します。

デジタル カメラの接続

PictBridge 対応の前面の USB ポートはメモリ カード スロットの下にありま

す。

注記 サイズの制限により USB デバイスがこのポートに合わないか、デ

バイスのコネクタが 11 mm より短い場合、このポートでデバイスを使用

するには、USB 延長ケーブルをお買い求めいただく必要があります。
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カメラが指定する写真とは、デジタル カメラでプリントのマークをつけた写

真のことです。 カメラによっては、ページ レイアウト、部数、向き、その他

の印刷設定が指定されます。

デバイスは、2 つの業界標準形式である PictBridge および DPOF (Digital
Print Order Format) ファイル形式 1.1 をサポートしているので、印刷する写

真を再選択する必要はありません。

• PictBridge 標準により、印刷の指示はカメラ本体に保存されます。

PictBridge を使用して写真を印刷するには、カメラを PictBridge モードに

して、USB ケーブルを使ってデバイスの前面 USB ポートにカメラを接続

します。

• DPOF 標準では、印刷の説明がファイルとしてメモリ カードに保存され

ます。 写真を DPOF ファイルから印刷するには、カメラからメモリ カー

ドを取り出して、デバイスの適切なスロットに挿入する必要があります。

カメラが指定した写真を印刷するときは、デバイスの印刷設定は適用されま
せん。ページ レイアウトの PictBridge または DPOF 設定と印刷部数が、デバ

イスの設定よりも優先されます。

注記 ただし、写真に印刷用のタグを付ける機能のないデジタル カメラも

あります。 お使いのデジタル カメラが PictBridge 標準または DPOF ファ

イル形式 1.1 をサポートしているかどうかについては、カメラのマニュア

ルを参照してください。

PictBridge 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには

1. デジタル カメラに付属する USB ケーブルを使用して、デバイス前面の

USB ポートにカメラを接続します。

2. カメラの電源をオンにして、PictBridge モードになっていることを確認し

ます。

注記 USB モードを PictBridge モードに変更する方法を確認するに

は、カメラのマニュアルを参照してください。 PictBridge モードの説

明には、カメラによって異なる用語が用いられています。 例えば、一

部のカメラには [デジタル カメラ] の設定と [ディスク ドライブ] 設定が

あります。 このような場合、[デジタル カメラ] の設定が PictBridge モ
ードの設定になります。

DPOF 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには

1. デバイスの適切なスロットにメモリ カードを挿入します。

2. 指示にしたがって、以下のいずれかを実行します。

• DPOF のタグが付いた写真をすべて印刷するには、[OK] を押します。

DPOF のタグが付いた写真がすべて印刷されます。

• 矢印キーを押して [いいえ] を強調表示し、[OK] を押します。

これで、DPOF 印刷が回避されます。
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ストレージ デバイスの接続

キーチェーン ドライブ、ポータブル ハード ドライブ、ストレージ モードに

設定されたデジタル カメラなどのストレージ デバイスは、前面の USB ポー

トに接続できます。 前面の USB ポートはメモリ カード スロットの下にあり

ます。

注記 ストレージ モードに設定されたデジタル カメラは、前面の USB ポ
ートに接続できます。 デバイスはこのモードのカメラを通常のストレー

ジ デバイスとして認識します。 このセクションでは、ストレージ モード

のデジタル カメラをストレージ デバイスと呼びます。

サイズの制限により USB デバイスがこのポートに合わないか、デバイス

のコネクタが 11 mm より短い場合、このポートでデバイスを使用するに

は、USB 延長ケーブルをお買い求めいただく必要があります。 サポート

する USB デバイスの詳細については、サポートされているデバイスを参

照してください。

USB モードをストレージ モードに変更する方法を確認するには、カメラ

のマニュアルを参照してください。 ストレージ モードを表すには、カメ

ラによってさまざまな用語が用いられています。例えば、一部のカメラに
は [デジタル カメラ] の設定と [ディスク ドライブ] 設定があります。 この

ような場合、[ディスク ドライブ] 設定がストレージ モード設定になりま

す。 カメラのストレージ モードが機能しない場合は、カメラのファーム

ウェアのアップグレードが必要な場合があります。 詳細については、カメ

ラに付属のマニュアルを参照してください。

ストレージ デバイスを接続したら、ストレージ デバイスに保存されたファイ

ルを使って以下のことが行えます。

• コンピュータにファイルを転送する

• 写真を表示する (カラー ディスプレイのみ)
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• コントロール パネルを使用して写真を編集する (カラー ディスプレイの

み)
• 写真を印刷する

注意 アクセス中はストレージ デバイスの接続を絶対に切断しないでくだ

さい。 切断してしまうとストレージ デバイスのファイルが損傷するおそ

れがあります。 メモリ カード スロットの横のステータス ランプが点滅し

ていないときだけ、ストレージ デバイスを安全に取り外すことができま

す。

写真の表示

デバイスのカラー ディスプレイに写真を表示することができます。

HP Photosmart ソフトウェア を使用して写真を表示することもできます。

写真の表示 (カラー ディスプレイ モデルのみ)
デバイスのカラー ディスプレイに写真を表示して選択することができます。

写真を表示するには

1. メモリ カードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ

ージ デバイスを前面の USB ポートに接続します。

2. [フォト メニュー] を押します。

[Photosmart Express] メニューが表示されます。 デフォルトでは、[表示

と印刷] が強調表示されます。

3. カラー ディスプレイに見たい写真が表示されるまで矢印キーを押しま

す。

ヒント 矢印キーを押し続けると、すべての写真をすばやく確認するこ
とができます。

コンピュータを使用した写真の表示

デバイスに付属する HP Photosmart ソフトウェア を使用して写真を表示およ

び編集できます。

詳細については、オンスクリーン HP Photosmart ソフトウェア ヘルプ を参

照してください。

コントロール パネルからの写真の印刷

デバイスでは、ファイルをコンピュータに転送することなく、メモリ カード

またはストレージ デバイスから直接写真を印刷することができます。 フチ無

し写真を印刷したり (1 枚の用紙に 1 つ)、複数の写真を 1 枚の用紙に印刷す

ることができます。
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このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• フォト シートを使用した写真の印刷

• パノラマ写真の印刷

• パスポート写真の印刷

• ビデオ アクション (動画) の印刷

フォト シートを使用した写真の印刷

フォト シートを使うと、コンピュータを使わずに直接メモリ カードやストレ

ージ デバイスから写真を選択して印刷を行うことができて便利です。 フォ

ト シートには保存されている写真のサムネイル ビューが表示され、長さは数

ページになることもあります。 各サムネイルにはファイル名、インデックス

番号、日付が表示されています。

フォト シートは、写真の簡単なカタログ作成にも利用できます。

注記 デバイスからアクセスできるのは、JPEG および TIFF 画像ファイル

のみです。 他のタイプのファイルを印刷するには、ファイルをメモリ カ
ードまたはストレージ デバイスからお使いのコンピュータに転送して

HP Photosmart ソフトウェア を使用します。

フォト シートからの写真の印刷には、3 つのステップが必要です。

• メモリ カードまたはストレージ デバイスの写真のフォト シートを印刷

• フォト シートを記入

• フォト シートをスキャン
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フォト シートを印刷するには

1. メモリ カードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ

ージ デバイスを前面の USB ポートに接続します。

2. 適切なディスプレイを選択します。

カラー ディスプレイ モデルの場合

a. [フォト メニュー] を押し、次に [表示と印刷] を選択します。

[OK] を押すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。

b. [OK] を押して、印刷メニューを表示します。

c. 矢印キーを押して [プロジェクト] を選択します。

d. 矢印キーを押して [フォト シート] を選択します。

e. 矢印キーを押して [フォトシートの印刷] を選択し、[OK] を押します。

f. 矢印キーを押して適切な [用紙サイズ] と [用紙の種類] を選択します。

2 行のディスプレイ モデルの場合

a. [フォト メニュー] ボタンを押します。

カードまたはストレージ デバイスで見つかったファイル数を示すメッ

セージが表示されます。

b. [フォト シート] ボタンを押し、矢印キーを押して [印刷] を選択し、

[OK] を押します。
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フォト シートを完了するには

1. フォト シートのサムネイル画像の下にある円を黒いペンか鉛筆で塗りつ

ぶして、印刷する写真を選択します。 写真を 2 部以上印刷する場合は、2
番目または 3 番目の円を塗りつぶします。 選択した各写真は、3 部まで印

刷できます。

ヒント メモリ カードのすべての写真を印刷する場合は、フォト シー

トのステップ 2 のレイアウト オプションの下にある [すべての写真を

選択] の円を塗りつぶします。 各写真が 1 部ずつ印刷されます。

2. フォト シートの ステップ 2 から 円を塗りつぶして、レイアウト スタイル

を 1 つだけ選択します。

注記 フォト シートによる印刷設定よりも詳細な設定が必要な場合

は、コントロール パネルから写真を直接印刷してください。

3. (オプション) 写真に日付と時刻のスタンプを印刷する場合は、フォト シー

トのステップ 2 のレイアウト オプションの下にある [日付スタンプ] の円

を塗りつぶします。

完了したフォト シートをスキャンするには

1. フォト シートの印刷面を下にして、ガラス板の右下隅に合わせてセット

します。 フォトシートの短辺と長辺が、ガラス板の右端と前端に揃って

いることを確認します。 カバーを閉じます。

2. フォト シートをスキャンするときには、そのフォト シートの印刷に使用

したメモリ カードまたはストレージ デバイスがデバイスに装着されてい

ることを確認してください。
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3. フォト メディアをデバイスに挿入していることを確認してください。

4. [フォト メニュー] ボタンを押します。

5. 適切なディスプレイを選択します。

カラー ディスプレイ モデルの場合

a. 矢印キーを押して [表示と印刷] を選択し、[OK] を押します。

b. 矢印キーを押して [プロジェクト] を選択し、[フォト シート] を選択し

ます。

c. 矢印キーを押して [フォトシートのスキャン] を選択し、[OK] を押しま

す。

d. 画面の指示に従って、用紙のサイズと種類を選択し、[OK] を押しま

す。

2 行のディスプレイ モデルの場合

▲ [フォト シート] ボタンを押し、矢印キーを押して [スキャン] を選択

し、[OK] を押します。

デバイスでフォト シートがスキャンされて、選択した写真が印刷されま

す。

パノラマ写真の印刷

メモリ カードまたはストレージ デバイスからは、複数のパノラマ写真を選択

し、印刷できます。

注記 このデバイスでは、複数の写真をつなぎ合わせてパノラマ写真を作
成することはできません。HP Photosmart ソフトウェアなどの別のソフト

ウェア アプリケーションを使用する必要があります。

パノラマ写真を印刷するには

1. メモリ カードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ

ージ デバイスを前面の USB ポートに接続します。

2. [フォト メニュー] を押します。

[Photosmart Express] メニューが表示されます。デフォルトでは、[表示

と印刷] が強調表示されます。

3. [OK] を押して [表示と印刷] を選択します。

[OK] を押すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。

4. 矢印キーを押して、メモリ カードまたはストレージ デバイスの写真をス

クロールします。

5. 印刷する写真が表示されたら、[OK] を押します。

[印刷] メニューが表示されます。

6. 矢印キーを押して [プロジェクト] を強調表示し、[OK] を押します。

[プロジェクト] メニューが表示されます。
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7. 矢印キーを押して [パノラマ印刷] を強調表示し、[OK] を押します。

8. 画面の指示に従い、10 x 30 cm (4 x 12 インチ) のパノラマ フォト用紙を

給紙トレイにセットし、[OK] を押します。

[OK] を押すと、選択した写真が再表示されます。

9. (オプション) 印刷設定を変更するか、印刷する追加の写真を選択します。

選択した写真を複数印刷するには

a. [OK] を押して、選択メニューを表示します。

b. 矢印キーを押して [コピー枚数] を強調表示し、[OK] を押します。

c. 矢印キーを押して部数を増やすか減らし、[OK] を押します。

選択した写真を印刷前に編集するには

a. [OK] を押して、選択メニューを表示します。

b. 矢印キーを押して [編集] を強調表示し、[OK] を押します。

印刷する追加の写真を選択するには

a. 矢印キーを押して、メモリ カードまたはストレージ デバイスの写真を

スクロールします。

b. 印刷する写真が表示されたら、[OK] を押します。

c. [OK] を押して [選択して印刷] を選択します。

d. 印刷する写真ごとに、この操作を繰り返します。

10.印刷設定の変更と写真の選択を終了したら、[OK] を押して選択メニュー

を表示します。

11.矢印キーを押して [選択終了] を強調表示し、[OK] を押します。

[印刷サマリー] 画面が表示されます。

12.矢印キーを押して次のいずれかのオプションを強調表示し、[OK] を押し

ます。

[印刷オプション] 印刷する用紙の種類と、写真に日付と時刻のスタンプを印刷するかど
うかを手動で指定できます。

デフォルトでは、[日付表示] は [オフ] に設定されます。 必要に応じ
て、[新しいデフォルトの設定] オプションを使ってこのデフォルト設
定を変更できます。

[印刷プレビュー]
(カラー ディスプ
レイのみ)

印刷されたページのプレビューを表示します。 印刷前に設定を確認
し、間違いによって用紙やインクを無駄に消費するのを防ぐことがで
きます。

[今すぐ印刷] 選択したサイズとレイアウトで写真を印刷します。
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パスポート写真の印刷

メモリ カードやストレージ デバイスから、パスポート サイズの写真を印刷

できます。 パスポート写真のガイドラインや制限について質問がある場合

は、地域のパスポート発行機関にお問い合わせください。

パスポート写真を印刷するには

1. メモリ カードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ

ージ デバイスを前面の USB ポートに接続します。

[Photosmart Express] メニューが表示されます。デフォルトでは、[表示

と印刷] が強調表示されます。

2. [OK] を押して [表示と印刷] を選択します。

[OK] を押すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。

3. 矢印キーを押して、メモリ カードまたはストレージ デバイスの写真をス

クロールします。

4. 印刷する写真が表示されたら、[OK] を押します。

[印刷] メニューが表示されます。

5. 矢印キーを押して [プロジェクト] を強調表示し、[OK] を押します。

[プロジェクト] メニューが表示されます。

6. 矢印キーを押して [パスポート写真] を強調表示し、[OK] を押します。

7. 矢印キーを押して、印刷するサイズを強調表示し、[OK] を押します。

[OK] を押すと、選択した写真が再表示されます。

8. (オプション) 印刷設定を変更するか、印刷する追加の写真を選択します。

選択した写真を複数印刷するには

a. [OK] を押して、選択メニューを表示します。

b. 矢印キーを押して [コピー枚数] を強調表示し、[OK] を押します。

c. 矢印キーを押して部数を増やすか減らし、[OK] を押します。

選択した写真を印刷前に編集するには

a. [OK] を押して、選択メニューを表示します。

b. 矢印キーを押して [編集] を強調表示し、[OK] を押します。

印刷する追加の写真を選択するには

a. 矢印キーを押して、メモリ カードまたはストレージ デバイスの写真を

スクロールします。

b. 印刷する写真が表示されたら、[OK] を押します。

c. [OK] を押して [選択して印刷] を選択します。

d. 印刷する写真ごとに、この操作を繰り返します。

9. 印刷設定の変更と写真の選択を終了したら、[OK] を押して選択メニュー

を表示します。
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10.矢印キーを押して [選択終了] を強調表示し、[OK] を押します。

[印刷サマリー] 画面が表示されます。

11.矢印キーを押して次のいずれかのオプションを強調表示し、[OK] を押し

ます。

[印刷オプション] 印刷する用紙の種類と、写真に日付と時刻のスタンプを印刷するかど
うかを手動で指定できます。

デフォルトでは、[用紙の種類] は [普通紙] に設定され、 [日付表示]
は [オフ] に設定されます。 必要に応じて、[新しいデフォルトの設
定] オプションを使ってこれらのデフォルト設定を変更できます。

[印刷プレビュー]
(カラー ディスプ
レイのみ)

印刷されたページのプレビューを表示します。印刷前に設定を確認
し、間違いによって用紙やインクを無駄に消費するのを防ぐことがで
きます。

[今すぐ印刷] 選択したサイズとレイアウトで写真を印刷します。

ビデオ アクション (動画) の印刷

[ビデオ アクション プリント] オプションを使用すると、メモリ カードやスト

レージ デバイスのビデオ ファイルから、一連の写真を続けて印刷することが

できます。 このオプションでは、ビデオに表示される順に、ビデオの 9 フレ

ームをまとめて 1 枚の用紙に印刷します。 これらのビデオ フレームはデバイ

スによって自動的に選択されます。

ビデオ アクション (動画) を作成するには

1. メモリ カードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ

ージ デバイスを前面の USB ポートに接続します。

[Photosmart Express] メニューが表示されます。デフォルトでは、[表示

と印刷] が強調表示されます。

2. [OK] を押して [表示と印刷] を選択します。

[OK] を押すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。

3. 矢印キーを押して、メモリ カードまたはストレージ デバイスの写真やビ

デオをスクロールします。

4. 印刷するビデオが表示されたら、[OK] を押します。

[印刷] メニューが表示されます。

5. 矢印キーを押して [プロジェクト] を強調表示し、[OK] を押します。

[プロジェクト] メニューが表示されます。

6. 矢印キーを押して [ビデオ アクション プリント] を強調表示し、[OK] を押

します。

7. 矢印キーを押して、印刷するサイズを強調表示し、[OK] を押します。

8. 矢印キーを押して、印刷する用紙の種類を強調表示し、[OK] を押しま

す。
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9. ビデオが再び表示されたら、[OK] を押して続行します。

10. (オプション) ビデオを編集するか、印刷します。

選択した写真を印刷前に編集するには

a. [OK] を押して、選択メニューを表示します。

b. 矢印キーを押して [編集] を強調表示し、[OK] を押します。

今すぐ印刷するには

▲ [今すぐ印刷] を選択し、[OK] を押します。

コンピュータへの写真の保存

デジタル カメラで写真を撮った後、すぐに印刷することも、コンピュータに

保存することもできます。 写真をコンピュータに保存するには、メモリ カー

ドをデジタル カメラから取り出して、デバイスの適切なメモリ カード スロ

ットに挿入します。

デバイスの前面 USB ポートに、デジタル カメラやキーチェーン ドライブな

どのストレージ デバイスを接続すると、そのデバイスから写真を保存するこ

ともできます。

写真を保存するには

1. メモリ カードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ

ージ デバイスを前面の USB ポートに接続します。

2. [フォト メニュー] を押します。

3. 適切なディスプレイを選択します。

カラー ディスプレイ モデルの場合

a. 矢印キーを押して [名前の変更] を選択します。

b. 矢印キーを押して [コンピュータに転送] を選択し、コンピュータの名

前を選択します。

c. コンピュータの画面に表示される指示に従って、コンピュータに写真
を保存します。

2 行のディスプレイ モデルの場合

a. 矢印キーを押して [写真の転送] を選択し、[OK] を押します。

b. 矢印キーを押して [はい] を選択します。

c. 矢印キーを押して [コンピュータに転送] を選択し、コンピュータの名

前を選択します。

d. コンピュータの画面に表示される指示に従って、コンピュータに写真
を保存します。
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8 ファックス (一部のモデルのみ)
このデバイスを使用して、カラー ファックスを含むファックスの送受信がで

きます。 ファックスを後で送信するように設定したり、短縮ダイヤルを設定

してよく使用するファックス番号にすばやく簡単にファックスを送信するこ
とができます。 コントロール パネルで、解像度や送信するファックスの薄さ

と濃さのコントラストなど、さまざまなファックスのオプションも設定でき
ます。

デバイスが直接コンピュータに接続されている場合は、HP フォト イメージ

ング ソフトウェアを使用して、コントロール パネルからは利用できない方法

でファックスを処理できます。HP フォト イメージング ソフトウェアの詳細

については、HP フォト イメージング ソフトウェアの使用を参照してくださ

い。

注記 ファックス機能を使用する前に、デバイスのファックス機能を正し
く設定しておいてください。 初期セットアップで、コントロール パネル

またはデバイス付属のソフトウェアを使って、既に設定されている場合も
あります。 ファックス機能が正しく設定されているかどうかは、コントロ

ール パネルからファックス セットアップ テストを実行して確かめること

ができます。 ファックス テストを実行するには、[セットアップ] を押

し、[ツール] を選択します。次に [ファックス テストを実行] を選択し、

[OK] を押します。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• ファックスの送信

• ファックスの受信

• ファックス設定の変更

• インターネット経由のファックス

• ファックス設定のテスト

• レポートの使用

• ファックスのキャンセル

ファックスの送信

さまざまな方法でファックスを送信できます。 コントロール パネルを使用す

れば、モノクロまたはカラーでファックスを送信できます。 付属の電話機か

ら手動でファックスを送信することもできます。 この方法では、ファックス

を送信する前に受信者と通話することができます。

基本的なファックスの送信

1 ページまたは複数ページのモノクロ ファックスをコントロール パネルを使

って簡単に送信できます。
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注記 ファックスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する
必要がある場合は、ファックスを送信する前にファックス送受信の確認を
有効にします。

ヒント 電話やダイヤル モニタ機能を使用して、ファックスを手動で送信

することもできます。 この機能では、ダイヤルするペースを指定できま

す。 通話料金をコーリング カードで支払いたいときなど、ダイヤル中に

トーン音に応答する必要があるときに、この機能が役に立ちます。

コントロール パネルから基本的なファックスを送信するには

1. 原稿をセットします。 詳細については、メディアのセットを参照してく

ださい。

注記 複数のページをファックスする場合は、送信する原稿をドキュメ
ント フィーダ トレイにセットします。 ガラス板から複数ページの原

稿をファックス送信することはできません。

2. キーパッドを使ってファックス番号を入力するか、[短縮ダイヤル] または

ワンタッチ短縮ダイヤル ボタンを押して短縮ダイヤルを選択するか、[リ
ダイヤル/ポーズ] を押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。

ヒント 入力するファックス番号間に一定の間隔を加えるには、[リダ

イヤル/ポーズ] を押すか、ディスプレイにダッシュ記号 [-] が表示され

るまで、[記号 (*)] ボタンを繰り返し押します。

3. [ファックス スタート - モノクロ] または [ファックス スタート - カラー]
を押します。

• デバイスが自動ドキュメント フィーダにセットされた原稿を検出する

と、入力した番号にドキュメントが送信されます。

• 装置が自動ドキュメント フィーダにセットされた原稿を検出できない

と、[ガラス板からファクス送信?] メッセージが表示されます。 原稿が

印刷面を下にしてガラス板にセットされていることを確認し、[はい]
を選択します。

ヒント 受信者からの知らせで、送信したファックスの品質に問題があ
ることがわかった場合は、ファックスの解像度やコントラストを変え
てみます。

電話からのファックスの手動送信

電話のダイヤル ボタンのほうがデバイスのコントロール パネルのキーパッド

よりもダイヤルしやすい場合など、同一電話回線上の電話からファックスを
送信することができます。 これを行うには、電話をデバイスの背面にある 2-
EXT ポートに接続します。 ファックスを手動で送信するときは、発信音、音

声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器から聞こえます。 このため、フ

ァックスの送信にコーリング カードが使用しやすくなります。
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受信者側のファックス機の設定状態によって、受信者が電話に出たり、ファ
ックス機が応答する場合があります。 受信者が電話に出たら、ファックスを

送信する前に会話をすることができます。 ファックス機が応答した場合、受

信中のファックス機からトーン音が聞こえてから、そのファックス機に直接
ファックスを送信できます。

電話から手動でファックスを送信するには

1. 原稿をセットします。詳細については、メディアのセットを参照してくだ
さい。

注記 ガラス板に原稿をセットした場合、この機能は使用できませ
ん。 原稿はドキュメント フィーダ トレイにセットしてください。

2. デバイスに接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤルします。

注記 手動でファックスを送信するときは、デバイスのコントロール
パネルのキーパッドは使用しないでください。 受信者の番号をダイヤ

ルするには、電話機のダイヤルを押します。

3. 受信者が応答した場合、ファックスを送信する前に会話をすることができ
ます。

注記 ファックス機が応答すると、受信中のファックス機からファック
スのトーン音が聞こえます。 次の手順に進んで、ファックスを送信し

ます。

4. ファックスを送信する準備ができたら、[ファックス スタート - モノクロ]
または [ファックス スタート - カラー] を押します。

注記 メッセージが表示された場合は、[ファクス送信] を選択し、もう

一度 [ファックス スタート - モノクロ] または [ファックス スタート -
カラー] を押します。

ファックス送信前に受信者と話している場合は、ファックスのトーン音が
聞こえたらファックス機の [スタート] ボタンを押すように、前もって受信

者に知らせてください。

ファックスの送信中は、電話回線は無音になります。 この時点で、受話

器を置くことができます。 ファックス受信が完了した後、受信者と続け

て話をする場合は、電話を切らないでください。

ダイヤル モニタリングを使用したファックス送信

ダイヤル モニタリングを使用すると、通常電話するように、コントロール パ
ネルから番号をダイヤルすることができます。 ファックスをダイヤル モニタ

リングで送信するときは、発信音、音声ガイダンス、その他の音声がデバイ
スのスピーカーから聞こえます。 これにより、ダイヤル中に音声ガイダンス

に応答することも、ダイヤルするペースを指定することもできます。
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ヒント コーリング カードの PIN の入力に時間がかかると、デバイスから

ファックス トーンの送信が開始されてしまい、コーリング カード サービ

ス会社が PIN を認識できない場合があります。 その場合は、短縮ダイヤ

ル番号を使用して、コーリング カードの PIN をあらかじめ登録しておい

てください。

注記 音量をオンにしないと、ダイヤル トーンは聞こえません。

コントロール パネルからダイヤルのモニタ機能を使用してファックスを送信するには

1. 原稿をセットします。詳細については、メディアのセットを参照してくだ
さい。

注記 複数のページをファックスする場合は、送信する原稿を印刷面を
上にしてドキュメント フィーダ トレイにセットします。ガラス板から

複数ページの原稿をファックス送信することはできません。詳細につ
いては、メディアのセットを参照してください。

2. [ファックス スタート - モノクロ] または [ファックス スタート - カラー]
を押します。

• 装置が自動ドキュメント フィーダにセットされた原稿を検出すると、

ダイヤル トーンが聞こえます。

• 装置が自動ドキュメント フィーダにセットされた原稿を検出できない

と、[ガラス板からファクス送信?] メッセージが表示されます。 原稿が

印刷面を下にしてガラス板にセットされていることを確認し、[はい]
を選択します。

3. ダイヤル トーンが聞こえたら、コントロール パネルのキーパッドで番号

を入力します。

4. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。

ヒント コーリング カード PIN を短縮ダイヤルに登録し、コーリング

カードを使ってファックスを送信する場合は、PIN の入力を求めるメ

ッセージに対して [短縮ダイヤル] またはワンタッチ短縮ダイヤル ボタ

ンを押し、PIN を登録した短縮ダイヤル番号を選択します。

受信側のファックス機が応答すると、ファックスが送信されます。

ファックス一斉送信オプションを使用したファックスの送信 (カラー ディスプレイ搭載

モデルのみ)
グループ短縮ダイヤルを設定しなくても、ファックスを複数の受信者に一度
に送信できます。
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注記 このファックスについて指定した受信者の一覧は保存されず、モノ
クロでのファックス送信についてのみ機能します。 同じ受信者一覧に他の

ファックスも送信する場合は、グループ短縮ダイヤル一覧を作成してくだ
さい。 詳細については、ファックス番号の短縮ダイヤル エントリまたは

グループとしての設定を参照してください。

コントロール パネルから複数の受信者にファックスを一斉送信するには

1. [ファックス メニュー] を押し、[ファックスの一斉送信] を選択します。

2. キーパッドを使用してファックス番号を入力するか、矢印キーを押して短
縮ダイヤルを利用します。

注記 最大 20 個のファックス番号を追加できます。

3. [ファックス スタート - モノクロ] を押します。

4. 画面の指示に従って、ドキュメント フィーダ トレイの中央に、原稿を印

刷面が上、上側が先になるようにセットします。詳細については、メディ
アのセットを参照してください。

5. もう一度 [ファックス スタート - モノクロ] を押します。

ファックスの受信

ファックスは、自動で受信することも、手動で受信することもできます。 [自
動応答] オプションをオフにした場合は、手動でファックスを受信する必要が

あります。 [自動応答] オプションをオンにすると (デフォルトの設定)、デバ

イスは [応答呼出し回数] 設定で指定されている呼び出し回数の後、自動的に

着信に応答し、ファックスを受信します (デフォルトの [応答呼出し回数] 設定

は 5 回です)。

デバイスでリーガル サイズの用紙を使用するように設定されていないとき

に、リーガル サイズのファックスを受信すると、デバイスにセットされてい

る用紙に収まるようにファックスのサイズが自動で縮小されます。 [自動縮

小] 機能を無効に設定している場合、デバイスはファックスを 2 ページに印刷

します。

ファックスの手動受信

電話中に接続を維持しながら、通話先の相手からファックスを送ってもらう
ことができます。 これをファックスの手動受信と呼びます。 このセクション

では、ファックスを手動受信する方法について説明します。

次のように設定した電話で、ファックスを手動受信することができます。

• デバイスの 2-EXT ポートに直接接続された電話

• 同じ電話回線上にあるが、デバイスに直接接続されていない電話
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ファックスを手動で受信するには

1. デバイスの電源がオンになっていて、用紙が給紙トレイにセットされてい
ることを確認します。

2. ドキュメント フィーダ トレイから原稿を取り除きます。

3. デバイスが応答する前に、ユーザーが着信に応答できるように、[応答呼

出し回数] を多めに設定します。 または、[自動応答] の設定をオフにし、

デバイスが自動的に受信ファックスに応答しないようにします。

4. 送信者と電話がつながっている場合は、相手のファックス機で [スタート]
を押すように指示します。

5. 送信中のファックス機からファックス トーンが聞こえたら、次の操作を

行います。

a. コントロール パネルの [ファックス スタート - モノクロ] または [ファ

ックス スタート - カラー] を押します。

b. 画面の指示に従って、[ファックス受信] を選択します。

c. デバイスのファックス受信が始まったら、受話器を置くことも、その
まま待機することもできます。 ファックスの転送中、電話回線は無音

になります。

バックアップ ファックス受信のセットアップ

好みとセキュリティ要件に応じて、デバイスが受信したファックスをすべて
保存するか、エラー状態の間に受信したファックスのみを保存するか、どの
ファックスも保存しないかを設定することができます。
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以下の [バックアップ ファクス受信] モードがあります。

[オン] デフォルトの設定です。 [バックアップ ファクス受信] が [オン] の場合、
デバイスは受信したすべてのファックスをメモリに保存します。 こうし
ておけば、メモリに保存されている最近印刷したファックスを最大 8 件
まで再印刷することができます。

注記 メモリが少なくなると、デバイスは新たにファックスを受信する
たびに、印刷済みのファックスを古い順に消去します。 メモリが印刷さ
れていないファックスでいっぱいになると、デバイスは着信ファックス
に応答しなくなります。

注記 きめの細かいカラー写真など、サイズの大きなファックスを受信
した場合は、メモリ容量の制限により、メモリに保存されないことがあ
ります。

[エラーの場合のみ] デバイスは、エラーによってファックスの印刷ができない場合 (用紙切れ
など) にのみ、ファックスをメモリに保存します。 デバイスはメモリの
容量が許す限り、受信したファックスを保存し続けます (メモリがいっぱ
いになると、デバイスは着信ファックスに応答しなくなります)。 エラー
状態が解消すると、メモリに保存されたファックスは自動的に印刷さ
れ、メモリから消去されます。

[オフ] ファックスはメモリにまったく保存されません。 たとえば、セキュリテ
ィ保護のために [バックアップ ファクス受信] をオフにすることができま
す。 印刷できないエラー状態 (用紙切れなど) が発生すると、デバイスは
着信ファックスに応答しなくなります。

注記 [バックアップ ファクス受信] がオンの状態でデバイスの電源をオフ

にすると、デバイスのエラー発生中に受信した印刷待ちのファックスも含
めて、メモリに保存されたファックスはすべて消去されます。 このような

場合は、印刷していないファックスをもう一度送ってもらうように送信者
に依頼してください。 受信したファックス一覧を見るには、[ファクス ロ
グ]を印刷します。 デバイスの電源がオフになっても[ファクス ログ]は削

除されません。

コントロール パネルから、バックアップ ファックス受信を設定するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの詳細設定] を選択し、[バックアップ ファックス受信] を選択

します。

3. 右矢印ボタンを押して [オン]、[エラーの場合のみ]、または [オフ] を選択

します。

4. [OK] を押します。

埋め込み Web サーバでバックアップ ファックス受信を設定するには

▲ [設定] タブを選択し、左枠で [ファックス] を選択し、[詳細] サブタブを選

択し、[バックアップ ファックス受信] ドロップダウン メニューの [オン]
を選択します。
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受信済みファックスのメモリからの再印刷

[バックアップ ファクス受信] モードを [オン] に設定すると、デバイスにエラ

ーがあるかどうかに関係なく、受信したファックスはメモリに保存されま
す。

注記 メモリがいっぱいになると、新たにファックスを受信するたびに、
印刷済みのファックスが古い順に消去されます。 保存されたファックスが

どれも印刷されていない場合、デバイスは、ファックスを印刷するかメモ
リから削除するまで、新たなファックス受信に応答しません。 セキュリテ

ィまたはプライバシー保護のために、メモリ内のファックスを削除するこ
ともできます。

メモリに保存されたファックスの容量に応じて、メモリにまだ保存されてい
れば、最近印刷したファックスを最大 8 件まで再印刷することができます。

たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくしても、ファックスを再印
刷できます。

コントロール パネルから、メモリに保存されているファックスを再印刷するには

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。

2. [セットアップ] を押します。

3. [ツール] を選択し、[メモリ内のファックスを再印刷] を選択します。

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファックスが最初に印刷さ
れます。

4. メモリ内のファックスの印刷を中止する場合は、[キャンセル] を押しま

す。

コントロール パネルから、メモリに保存されたすべてのファックスを削除するには

▲ 使用している機種に応じて、次のいずれかの操作を行います。

• 2 行ディスプレイ： [電源] ボタンを押してデバイスの電源をオフにし

ます。

電源をオフにすると、メモリに保存されているファックスはすべて削
除されます。

• カラー ディスプレイ： [セットアップ] を押し、[ツール] を選択し、[フ
ァックス ログの消去] を選択します。

埋め込み Web サーバでファックス ログを消去するには

▲ [設定] タブを選択し、左枠で [ファックス] を選択し、[オプション] サブタ

ブを選択し、[ファックス ログの消去] の [消去] をクリックします。

別の番号へのファックスの転送

受信したファックスを他のファックス番号に転送するようにデバイスを設定
することができます。 カラー ファックスを受信した場合は、モノクロで転送

されます。
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転送の前に、転送先のファックス番号を確認することをお勧めします。 テス

トでファックスを送信し、転送先のファックス機がファックスを受信できる
か確認してください。

コントロール パネルからファックスを転送するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの詳細設定] を選択し、[モノクロでファックスを転送] を選択

します。

3. [オン - 転送] または [オン - 印刷と転送] が表示されるまで右矢印ボタンを

押し、[OK] を押します。

• ファックスのバックアップ コピーをデバイスで印刷せずに、別の番号

に転送する場合は [オン - 転送] を選択します。

注記 指定されたファックス機に (電源が入っていない場合など) フ
ァックスを転送できない場合は、デバイスでファックスを印刷しま
す。 デバイスが受信ファックスのエラー レポートも印刷するよう

に設定されている場合は、エラー レポートも印刷されます。

• ファックスのバックアップ コピーを印刷し、別の番号に転送もする場

合は [オン - 印刷と転送] を選択します。

4. 指示画面で、転送先ファックス機の番号を入力します。

5. 指示画面で、開始日時と終了日時を入力します。

6. [OK] を押します。

コントロールパネルに [ファクスの転送] が表示されます。

[ファクスの転送] の設定中にデバイスの電源が切れても、デバイスは [フ
ァクスの転送] 設定と電話番号を保存しています。 再び装置の電源が入る

と、[ファクスの転送] 設定は [オン] になっています。

注記 ファックスの転送をキャンセルするには、ディスプレイに [ファ

クスの転送] メッセージが表示されているときに、コントロール パネ

ルの [キャンセル] を押すか、[ファックス転送 (モノクロ)] メニューか

ら [オフ] を選択します。

埋め込み Web サーバを使用してファックスを転送するには

1. [設定] タブをクリックし、左枠の [ファックス] をクリックし、[オプショ

ン] サブタブをクリックします。

2. [ファックスの転送] ドロップダウン メニューから、[オン — 印刷と転送]
または [オン — 転送] を選択します。

3. ボックスに [ファックス転送番号] を入力し、[適用] をクリックします。
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迷惑ファックス番号の拒否

電話会社の発信者 ID サービスに加入すると、特定のファックス番号を拒否し

て、デバイスが今後それらの番号から受信したファックスを印刷しないよう
にすることができます。 ファックスの受信があったとき、デバイスは、その

番号を迷惑ファックス番号リストと比較して、その受信を拒否するべきかど
うかを判断します。 番号が、拒否ファックス番号リストの番号と一致した場

合、ファックスは印刷されません (拒否できるファックス番号の最大数は、モ

デルによって異なります)。

注記 この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。 お住まい

の国/地域でサポートされていない場合、[ファクスの基本設定] メニュー

に [迷惑ファクスを拒否の設定] は表示されません。

迷惑ファックス モードの設定

デフォルトの [迷惑ファクスを拒否] モード設定は [オン] です。 電話プロバイ

ダの発信者 ID サービスに加入していない、またはこの機能を使用したくない

場合は、設定をオフにすることができます。

迷惑ファックス モードを設定するには

▲ 一部の機種には、[迷惑ファックスを拒否] ボタンがあります。使用してい

る機種に応じて、次のいずれかの操作を行います。

• [迷惑ファックスを拒否] ボタン： [迷惑ファックスを拒否] ボタンを押

し、[迷惑ファックスを拒否] オプションを選択し、[オン] または [オ
フ] を選択します。

• カラー ディスプレイ メニュー： [セットアップ] を押し、[基本ファッ

クス メニュー] を選択し、[迷惑ファックスを拒否の設定] を選択し、

[迷惑ファックスを拒否] を選択して、[オン] または [オフ] を選択しま

す。

迷惑ファックス一覧に番号を追加

迷惑ファックス一覧に番号を追加するには 2 通りの方法があります。 発信者

ID 履歴から番号を選択するか、または任意の番号を入力します。 迷惑ファッ

クス一覧にある番号は、[迷惑ファクスを拒否] モードが [オン] にセットされ

ている場合に拒否されます。

発信者 ID 一覧から番号を選択するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの基本設定] を押し、[迷惑ファックスを拒否の設定] を押しま

す。

3. [迷惑リストに番号を追加] を押し、[番号の選択] を押します。
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4. 右矢印ボタンを押して、受信したファックス番号をスクロールします。
拒否するファックス番号が表示されたら、[OK] を押して選択します。

5. [次を選択?] の指示に従って、次のいずれかを行います。

• 迷惑ファックス番号リストに別の番号を追加する場合は、[はい] を押

し、拒否する番号ごとにステップ 4 を繰り返します。

• 終了する場合は、[いいえ] を押します。

拒否する番号を手動で入力するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの基本設定] を押し、[迷惑ファックスを拒否の設定] を押しま

す。

3. [迷惑リストに番号を追加] を押し、[番号の入力] を押します。

4. キーパッドを使ってファックス番号を入力し、[OK] を押します。

受信したファックスのヘッダーに表示されている番号は実際と異なる場合
があるので、ヘッダーの番号ではなく、コントロール パネルのディスプ

レイに表示されるファックス番号を入力してください。

5. [追加しますか？] の指示に従って、次のいずれかを行います。

• 迷惑ファックス番号リストに別の番号を追加する場合は、[はい] を押

し、拒否する番号ごとにステップ 4 を繰り返します。

• 終了する場合は、[いいえ] を押します。

埋め込み Web サーバで拒否する番号を入力するには

▲ [設定] タブを選択し、左枠で [ファックス] を選択し、[ブロック対象ファ

ックス] サブタブを選択し、[ファックス番号] フィールドに拒否する番号

を入力します。 [適用] ボタンをクリックします。

迷惑ファックス一覧から番号を削除

ファックス番号を拒否する必要がなくなった場合は、その番号を迷惑ファッ
クス一覧から削除することができます。

迷惑ファックス番号リストから番号を削除するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの基本設定] を押し、[迷惑ファックスを拒否の設定] を押しま

す。

3. [迷惑リストから番号を削除] を押します。

4. 右矢印ボタンを押して、拒否したファックス番号をスクロールします。
削除するファックス番号が表示されたら、[OK] を押して選択します。

5. [削除しますか？] の指示に従って、次のいずれかを行います。

• 迷惑ファックス番号リストから別の番号を削除する場合は、[はい] を
押し、削除する番号ごとにステップ 4 を繰り返します。

• 終了する場合は、[いいえ] を押します。
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埋め込み Web サーバで迷惑ファックス番号リストから番号を削除するには

▲ 埋め込み Web サーバを開きます。 詳細については、埋め込み Web サー

バを開くにはを参照してください。 [設定] タブをクリックし、左枠で [フ
ァックス] を選択し、[迷惑ファックスを拒否] サブタブをクリックしま

す。次に、拒否する番号を [ファックス番号] フィールドで追加または削除

し、[適用] をクリックします。

拒否するファックス番号のリストの表示

拒否するファックス番号のリストは、埋め込み Web サーバからのみ表示する

ことができます。埋め込み Web サーバを使用するには、ネットワークに接続

している必要があります。

埋め込み Web サーバで拒否するファックス番号リストを表示するには

▲ 埋め込み Web サーバを開きます。詳細については、埋め込み Web サーバ

を開くにはを参照してください。 [設定] タブをクリックし、左枠で [ファ

ックス] を選択し、[迷惑ファックスを拒否] サブタブをクリックします。

ファックス設定の変更

デバイスに付属の [セットアップ ガイド] の手順を実行した後、初期設定を変

更したり、ファックスのその他のオプションを設定したりするには、次の手
順に従います。

ファックスのヘッダーの設定

ファックスのヘッダーを使用すると、すべての送信ファックスの上部に名前
とファックス番号が印刷されます。 デバイス用にインストールしたソフトウ

ェアを使用して、ファックス ヘッダーを設定することをお勧めします。 ここ

に記されているとおり、コントロール パネルからファックスのヘッダーを設

定することもできます。

注記 一部の国または地域では、法令等によりファックスのヘッダー情報
の明記が義務付けられています。

ファックスのヘッダーを設定または変更するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの基本設定] を押し、[ファックスヘッダ] を押します。

3. 数値キーパッドで個人名または会社名を入力し、[OK] を押します。

4. キーパッドを使用してファックス番号を入力し、[OK] を押します。
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埋め込み Web サーバでファックスのヘッダーを設定または変更するには

▲ [設定] タブを選択し、左枠で [ファックス] を選択し、[基本] サブタブを選

択し、[ファックスヘッダ名] および [ファックス番号] を入力します。[適
用] ボタンをクリックします。

応答モード (自動応答) の設定

応答モードでは、デバイスが電話の着信に自動で応答するかどうかを設定し
ます。

• デバイスでファックスに [自動的に] 応答するには、[自動応答] をオンにし

ます。 デバイスが、すべての受信電話とファックスに自動で応答しま

す。

• ファックスに [手動で] 応答するには、[自動応答] をオフにします。 受信

ファックスに応答するには、ユーザーが手動で受信操作をしなければなり
ません。この操作を行わないと、デバイスはファックスを受信しません。

コントロール パネルで応答モードを手動または自動に設定するには

▲ [自動応答] を押して、希望の設定に合わせてランプのオン/オフを切り替え

ます。

[自動応答] ランプが点灯している場合は、デバイスが自動的に応答しま

す。 ランプが点灯していない場合、デバイスは着信への応答を行いませ

ん。

埋め込み Web サーバで応答モードを手動または自動に設定するには

1. 埋め込み Web サーバを開き、[設定] タブをクリックし、左枠から [ファッ

クス] を選択し、[基本] サブタブをクリックします。

2. [その他のファックス基本設定] セクションの [自動応答] ドロップダウン

メニューで [オン] または [オフ] を選択します。

応答までの呼び出し回数の設定

[自動応答] 設定をオンにした場合、デバイスが自動的に着信音に応答するま

での呼び出し回数を指定できます。

[応答呼出し回数] 設定は、特にデバイスと同じ電話回線で留守番電話を使用

している場合に重要です。デバイスが応答する前に留守番電話で応答する必
要があるからです。 デバイスの応答呼出し回数を、留守番電話が応答する回

数よりも多く設定する必要があります。

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少なくし、デバイスの呼び出し回数
をサポートしている最大数に設定します (呼び出しの最大回数は、国/地域に

よって異なります)。 この設定では、留守番電話が電話に応答し、デバイスが

電話回線を監視します。 デバイスがファックス受信音を検出した場合、デバ
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イスはファックスを受信します。 着信が電話の場合は、留守番電話が着信の

メッセージを録音します。

コントロール パネルで応答までの呼び出し回数を設定するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの基本設定] を押し、[応答呼び出し回数] を押します。

3. キーパッドを使用して呼び出し回数を入力するか、左または右矢印ボタン
を押して呼び出し回数を変更します。

4. [OK] を押して設定します。

埋め込み Web サーバで応答までの呼び出し回数を設定するには

1. 埋め込み Web サーバを開き、[設定] タブをクリックし、左枠から [ファッ

クス] を選択し、[基本] サブタブをクリックします。

2. [その他のファックス基本設定] セクションの [応答呼び出し回数] ドロップ

ダウン メニューで回数を選択します。

着信識別応答呼び出し音のパターンの変更

多くの電話会社から、1 本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信識別音

機能が提供されています。 この着信識別サービスでは、番号ごとに異なる呼

び出し音のパターンが割り当てられます。 デバイスが特定の呼び出し音の着

信に応答するように設定することができます。

着信識別音が設定されている電話回線にデバイスを接続する場合は、電話会
社に音声着信の呼び出し音とファックス受信の呼び出し音を、それぞれ別に
割り当ててもらいます。 ファックス番号には、2 回または 3 回の呼び出し音

を割り当てることをお勧めします。 デバイスは、指定した呼び出し音のパタ

ーンを検出したときに、ファックスの受信を開始します。

着信識別サービスを使用していない場合は、デフォルトの呼び出し音パター
ン [全タイプ] を使用してください。

コントロール パネルで着信識別応答呼び出し音のパターンを変更するには

1. デバイスがファックスの呼び出しに自動応答するよう設定されていること
を確認します。

2. [セットアップ] を押します。

3. [ファックスの詳細設定] を押し、[応答呼出し音のパターン] を押します。

4. 右矢印ボタンを押してオプションを選択し、[OK] を押します。

ファックス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、デバイスは
着信に応答して、ファックスを受信します。
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埋め込み Web サーバで応答呼び出し音のパターンを設定するには

▲ [設定] タブをクリックし、左枠で [ファックス] をクリックし、[詳細] サブ

タブをクリックします。次に、[応答呼び出し音のパターン] ドロップダウ

ン メニューで応答呼出し音のパターンを選択し、[適用] ボタンをクリック

します。

ファックスのエラー補正モードの設定

通常、デバイスは、ファックスの送受信時に電話回線上の信号を監視しま
す。 エラー補正の設定がオンになっており、伝送中にエラー信号を検出した

場合、デバイスはファックスの一部の再送信を要求することができます。

ファックスの送受信に問題がある場合や、伝送中のエラーを受け入れる場合
にのみ、エラー補正をオフにしてください。 他の国や地域にファックスを送

信するときや他の国や地域からファックスを受信するとき、または衛星電話
回線を使用しているときに、この設定をオフにすると便利な場合がありま
す。

ファックスのエラー補正モードを設定するには

• 埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続）：  埋め込み Web サーバを開

き、[設定] タブをクリックし、左枠で [ファックス] をクリックします。次

に、[詳細] タブをクリックし、[エラー補正モード] ドロップダウン メニュ

ーで [オン] または [オフ] を選択し、[適用] ボタンをクリックします。

• コントロール パネル： [ファックス メニュー] を押し、[ファックスの詳細

設定] メニューを開き、[エラー解決モード] オプションを使用します。

ダイヤル方式の設定

トーン ダイヤル モードまたはパルス ダイヤル モードに設定するには、次の

手順に従います。 工場出荷時のデフォルトの設定は [トーン] です。 電話回線

でトーン ダイヤルを使用できないことがわかっている場合以外は、この設定

を変更しないでください。

注記 パルス ダイヤル オプションは、一部の国/地域では利用できませ

ん。

ダイヤル方式を設定するには

• 埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続)： 埋め込み Web サーバを開

き、[設定] タブをクリックし、左枠の [ファックス] をクリックします。次

に、[基本事項] タブをクリックし、[トーン回線またはパルス回線] ドロッ

プダウン メニューで選択を行い、[適用] ボタンをクリックします。

• コントロール パネル： [セットアップ] を押し、[ファックスの基本設定]
を押し、[トーン回線またはパルス回線] オプションを使用します。
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リダイヤル オプションの設定

受信側のファックス機が応答しないか、ビジー状態であるためにデバイスが
ファックスを送信できなかった場合、デバイスはビジー リダイヤルまたは応

答なしリダイヤル オプションの設定に応じてリダイヤルします。 このオプシ

ョンのオンとオフを切り替えるには、次の手順に従います。

• ビジー リダイヤル： このオプションをオンにすると、デバイスはビジー

信号を受信した場合に自動的にリダイヤルします。 このオプションの工

場出荷時のデフォルトの設定は [オン] です。

• 応答なしリダイヤル： このオプションをオンにすると、デバイスは受信

側のファックス機が応答しない場合に自動的にリダイヤルします。 この

オプションの工場出荷時のデフォルトの設定は [オフ] です。

リダイヤル オプションを設定するには

• 埋め込み Web サーバ (ネットワーク接続)： 埋め込み Web サーバを開

き、[設定] タブをクリックし、左枠から [ファックス] をクリックし、[詳
細] タブをクリックします。

• コントロール パネル： [セットアップ] を押し、[ファックスの詳細設定]
を押し、[ビジー リダイヤル] または [応答なしリダイヤル] オプションを使

用します。

ファックス速度の設定

ファックスを送受信するときにデバイスと相手のファックス機の間で通信す
る、ファックス速度を設定することができます。 デフォルトのファックス速

度は [はやい] です。

以下のサービスを使用している場合は、必要に応じて、ファックス速度の設
定を遅くします。

• インターネット電話サービス

• PBX システム

• FoIP (Fax over Internet Protocol)
• ISDN (総合デジタル通信網) サービス

ファックスの送受信に問題がある場合は、[ファックス速度] 設定を [標準] ま
たは [おそい] に設定することをおすすめします。 次の表は、使用可能なファ

ックス速度設定の一覧です。

ファックス速度の設定 ファックス速度

[はやい] v.34 (33600 ボー)

[標準] v.17 (14400 ボー)

[おそい] v.29 (9600 ボー)
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コントロール パネルからファックス速度を設定するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [ファックスの詳細設定] を選択し、[ファックス速度] を押します。

3. 矢印キーを使用してオプションを選択し、[OK] を押します。

インターネット経由のファックス
デバイスを使用して、インターネット経由でファックスを送受信できる低コ
スト電話サービスを利用できる場合があります。 この方法は、FoIP(Fax
over Internet Protocol) と呼ばれます。 次のような場合は、(電話会社が提供

する) FoIP サービスを使用しているはずです。

• ファックス番号と一緒に特別のアクセス コードをダイヤルしている

• インターネットに接続する IP コンバータ ボックスがあり、ファックス接

続用のアナログ電話ポートがある

注記 電話コードをデバイスの "1-LINE" と書かれたポートに接続した場合

だけファックスの送受信が可能で、Ethernet ポートは使用できません。

つまり、インターネット接続は、コンバータ ボックス (ファックス接続用

に通常のアナログ電話ジャックを装備) または電話会社経由で行う必要が

あるということです。

一部のインターネット ファックス サービスでは、デバイスが高速

(33600bps) でファックスを送受信していると正常に動作しない場合がありま

す。 インターネット ファックス サービスの使用中に、ファックスの送受信

で問題が起きたら、ファックス速度を遅くしてください。 [ファックス速度]
の設定を [はやい] (デフォルト) から [標準] にすれば、ファックス速度が遅く

なります。 この設定の変更については、ファックス速度の設定 を参照してく

ださい。

また、インターネット ファックスサービスがファックスをサポートしている

か電話会社に確認してください。

ファックス設定のテスト
ファックス設定をテストしてデバイスの状態を調べ、正常にファックス送信
できるように設定されたことを確認することができます。 このテストは、デ

バイスのファックス機能のセットアップが完了した後に実行してください。
テストの内容は次のとおりです。

• ファックスのハードウェアをテストする

• 正しい種類の電話コードがデバイスに接続されていることを確認する

• 電話線が正しいポートに接続されていることを確認する

• ダイヤル トーンを検出する

• アクティブな電話回線を検出する

• 電話回線の接続状態をテストする
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テスト結果は、レポートとしてデバイスから印刷されます。 テストに失敗し

た場合、レポートを参照して、問題の解決方法を確認し、テストを再実行し
てください。

ファックス設定をテストするには

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、デバイスのファックス設定を行いま
す。

2. テストを開始する前に、インク カートリッジとプリントヘッドが取り付

けられていて、フルサイズの用紙が給紙トレイにセットされていることを
確認します。

3. コントロール パネルの [セットアップ] を押します。

4. [ツール] を選択し、[ファックス テストを実行] を選択します。

デバイスのディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが印刷され
ます。

5. レポートの内容を確認します。

• テストにパスしてもファックスの送受信に問題がある場合は、レポー
トに記載されているファックス設定をチェックして、正しく設定され
ているかどうかを確認します。 設定がブランクになっていたり、正し

く設定されていなかったりすると、ファックスの送受信に問題が発生
します。

• テストにパスしなかった場合は、レポートで問題の解決方法を確認し
ます。

レポートの使用

ファックスの送受信のたびに、エラー レポートと確認のレポートを自動印刷

するように、デバイスを設定できます。 必要に応じてシステム レポートを手

動で印刷することもできます。これらのレポートには、デバイスに関する役
に立つシステム情報が含まれています。

デフォルトの設定では、ファックスの送受信に問題があった場合にのみ、デ
バイスでレポートが印刷されます。 送受信するたびに、ファックスの送受信

に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージがコントロール パネルのデ

ィスプレイに表示されます。

ファックス確認レポートの印刷

ファックスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要があ
る場合は、以下の手順に従って、ファックスを送信する前に、ファックス送
受信の確認を有効にします。 [送信] または [送受信] を選択します。

デフォルトのファックス確認設定は、[オフ] です。 つまり、ファックスが送

受信されるたびに確認レポートは印刷されません。 ただし、 送受信のたび
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に、ファックスの送受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージが
コントロール パネルのディスプレイに表示されます。

ファックス送受信の確認を有効にするには

1. [セットアップ] を押します。

2. [レポートの印刷] を押し、[ファックスの確認] を押します。

3. 右矢印ボタンを押して次のいずれかの設定を選択し、[OK] を押します。

[オフ] ファックスの送受信に問題がない時は、ファックス確認レポートを印
刷しません。 これがデフォルト設定値です。

[送信] ファックスの送信ごとにファックス確認レポートを印刷します。

[受信] ファックスの受信ごとにファックス確認レポートを印刷します。

[送受信] ファックスの送受信ごとにファックス確認レポートを印刷します。

ヒント [送信] または [送受信] を選択して、メモリから送信するファッ

クスをスキャンする場合は、ファックスの最初のページの画像を[ファ

クス送信の確認] レポートに含めることができます。 [セットアップ] を
押し、[ファックスの確認] を押し、次に [ファックス送信時] を再び押

します。 [ファクス送信レポートの画像] メニューから [オン] を選択し

ます。

ファックス エラー レポートの印刷

送受信中にエラーが起きたときにレポートを自動印刷するようにデバイスを
設定できます。

ファックス エラー レポートを自動的に印刷するようにデバイスを設定するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [レポートの印刷] を押し、[ファックス エラー レポート] を押します。

3. 右矢印ボタンを押して次のいずれかの設定を選択し、[OK] を押します。

[送受信] ファックス エラーが発生するたびに印刷されます。これがデフォル
ト設定値です。

[オフ] ファックス エラー レポートは印刷されません。

[送信] 送受信エラーが発生するたびに印刷されます。

[受信] 受信エラーが発生するたびに印刷されます。
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ファックス ログの印刷と表示

デバイスが送受信したファックスのログを印刷できます。 ログの各エントリ

には、次の情報が含まれます。

• 送受信の日付と時刻

• 種類 (受信または送信)
• ファックス番号

• 所要時間

• ページスウ

• 送受信の結果 (ステータス)

ログには、コントロール パネルから送信されたファックスと、受信したファ

ックスすべてが表示されます。

埋め込み Web サーバでファックス ログを表示するには

▲ [情報] タブで、左枠の [ログ] をクリックし、[ファックス ログ] サブタブを

クリックします。

ログには、HP フォト イメージング ソフトウェアから送信されたファックス

と、受信したファックスすべてが表示されます。

HP フォト イメージング ソフトウェアでファックス ログを表示するには

1. コンピュータで HP フォト イメージング ソフトウェアを開きます。 詳細

については、HP フォト イメージング ソフトウェアの使用を参照してくだ

さい。

2. 詳細については HP フォト イメージング ソフトウェアのオンスクリーン

ヘルプを参照してください。

ログには、コントロール パネルと HP フォト イメージング ソフトウェアか

ら送信されたファックスと、受信したファックスすべてが表示されます。

コントロール パネルからファックス ログを印刷するには

1. コントロール パネルで [セットアップ] を押します。

2. 矢印キーを押して [レポートの印刷] に移動し、[OK] を押します。

3. 矢印キーを押して [ファックス ログ] に移動し、[OK] を押します。

4. [OK] を再び押してログを印刷します。

レポートの使用 99



ファックスのキャンセル
送受信中のファックスはいつでもキャンセルすることができます。

ファックスをキャンセルするには

▲ 送受信しているファックスを中止するには、コントロール パネルで [キャ

ンセル] を押します。 ファックスの送受信が停止しない場合は、[キャンセ

ル] をもう一度押します。

デバイスは、既に印刷を開始したページをすべて印刷してから、残りのフ
ァックスをキャンセルします。 しばらく時間がかかる場合があります。

番号のダイヤルを中止するには

▲ ダイヤルを中止するには、[キャンセル] を押します。
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9 構成と管理
このセクションは、デバイスを管理する管理者および担当者を対象としてい
ます。 このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• デバイスの管理

• デバイス管理ツールの使用

• 自己診断テスト ページの理解

• ネットワーク設定ページの理解

• ネットワーク オプションの構成

• デバイスのファックス機能のセットアップ (一部のモデルのみ)
• デバイスの構成 (Windows)
• デバイスの構成 (Mac OS)
• デバイスのワイヤレス通信のセットアップ (一部のモデルのみ)
• デバイスの Bluetooth 通信のセットアップ

• ソフトウェアのアンインストールと再インストール

デバイスの管理
• 管理タスクの概要

• デバイスの監視

• デバイスの管理

管理タスクの概要

次の表は、デバイス管理に使用する一般的なツールの一覧です。 手順によっ

ては他の方法もあります。 これらのツールへのアクセスと使用情報について

は、デバイス管理ツールの使用を参照してください。

注記 Mac OS ユーザーは、コントロール パネル、埋め込み Web サー

バ、HP プリンタ ユーティリティをご利用いただけます。 Windows ユー

ザーは、コントロール パネル、埋め込み Web サーバ、プリンタ ドライ

バ、ツールボックス、HP Web Jetadmin、および myPrintMileage をご利

用いただけます。

HP Web Jetadmin ソフトウェアの詳細については、HP Web Jetadmin ソ
フトウェアを開いて付属文書を参照してください。 myPrintMileage の詳

細については、myPrintMileage Web サイトを参照してください。

操作内容... 使用するツール...

 コントロ
ール パネ
ル パーツ

埋め込み
Web サー
バ

ツールボッ
クス
(Windows)

HP プリン
タ ユーテ

HP Web
Jetadmin

myPrint-
Mileage
*
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操作内容... 使用するツール...

ィリティ
(Mac OS)

ソフトウェ
ア

デバイスの監視

サプライ品の
状態

サプライ品と
用紙の使用状
況

   

操作とステー
タス

  

デバイスの管理

デバイスのメ
ンテナンス

  

デバイスのセ
キュリティ

    

スキャナのバ
ルブ時間

    

トレイの設定   

デバイスの音
量または制御
ボタンの音量
の設定

    

アラートと通
知

     

* myPrintMileage がインストールされている場合にのみ使用できます。
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デバイスの監視

このセクションには、デバイスの監視手順が記載されています。

このツールを使用する場合... 次の情報を入手します。

コントロール パネル 処理中のジョブのステータス、デバイスの操
作ステータス、およびインク カートリッジと
プリントヘッドのステータスについての情報
を取得します。

埋め込み Web サーバ • プリンタ ステータス情報： [情報] タブを
クリックし、左枠の利用可能なオプショ
ンをクリックします。

• インク カートリッジとプリントヘッド ス
テータス： [情報] タブをクリックし、左
枠から [インク サプライ] をクリックしま
す。

• 累計インクとメディア使用量： [情報] タ
ブをクリックし、左枠から [使用状況] を
クリックします。

ツールボックス (Windows) インク カートリッジ情報： [推定インク レベ
ル] タブをクリックしてインク レベル情報を
表示し、スクロールして [カートリッジの詳
細] ボタンを表示します。 [カートリッジの詳
細] ボタンをクリックし、交換インク カート
リッジと有効期限に関する情報を表示しま
す。

注記 表示されるインク残量は予測でしかあ
りません。 実際のインク残量とは異なる場合
があります。

HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS) インク カートリッジの情報： [情報とサポー
ト] パネルを開いて、[サプライ品ステータス]
をクリックします。

デバイスの管理

このセクションには、デバイスの管理と設定の変更についての情報が記載さ
れています。

このツールを使用する場合... 操作内容

コントロール パネル • 言語と国/地域： [セットアップ] を押し、[基本
設定] メニューを開きます。

• コントロール パネルの音量：[セットアップ] を
押し、[基本設定] メニューを開きます。

• ファックス音のボリューム： [セットアップ] を
押し、[ファックス音のボリューム] を選択しま
す。

• 自動レポート印刷： [セットアップ] を押し、
[ファックスの詳細設定] メニューを開きます。
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このツールを使用する場合... 操作内容

• ダイヤル方式の設定： [セットアップ] を押し、
[ファックスの基本設定] メニューを開きます。

• リダイヤル オプションの設定：[セットアップ]
を押し、[ファックスの詳細設定] メニューを開
きます。

• デバイスの IP アドレスの表示 (詳細なネットワ
ーク設定の変更を参照)

• 日付と時刻の設定： [セットアップ] を押し、
[ツール] を押して、[日付と時刻] を押します。

• スキャナのバルブ時間の設定： [セットアップ]
を押し、[基本設定] を選択し、[バルブ時間の設
定] を選択します。

埋め込み Web サーバ • 埋め込み Web サーバのパスワードの設定： 
[設定] タブをクリックし、左枠から [セキュリ
ティ] をクリックします。

• トレイ設定の変更： [設定] タブをクリックし、
左枠から [用紙の取り扱い] をクリックします。

• デバイスのメンテナンス作業の実行： [設定] タ
ブをクリックし、左枠から [デバイスサービス]
をクリックします。

• 言語と国/地域： [設定] タブをクリックし、左
枠から [国際] をクリックします。

• ファックス音のボリューム： [設定] タブをクリ
ックし、左枠から [ファックス] をクリックし、
[ファックス音のボリューム] オプションを調整
します。

• ネットワーク構成を設定する： [ネットワーキ
ング] タブをクリックし、左枠のオプションを
クリックします。

• 静的 IP アドレスの設定： [ネットワーキング]
タブをクリックし、[ワイヤ 802.3] または [ワ
イヤレス 802.11] をクリックします。 [IP アド
レス設定] セクションで、[手動 IP] を選択し、
静的 IP アドレスを入力します。 必要に応じ
て、[サブネット マスク] および [デフォルト ゲ
ートウェイ] を入力し、[適用] をクリックしま
す。 詳細については、トラブルシューティン
グ ヒントとリソースを参照してください。

注記 静的 IP アドレスをデバイスに割り当て
ることは、推奨されていません。 ただし、静
的 IP アドレスによってパーソナル ファイアウ
ォールとの競合など設定や印刷問題が解決され
ることもあります。

• ダイレクト デジタル ファイリングの設定 [設
定] タブをクリックし、[ダイレクト デジタル
ファイリング短縮ダイヤル] をクリックしま
す。

• 自動ファックス レポート印刷： [設定] タブを
クリックし、左枠から [ファックス] をクリック
します。 次に [詳細] タブをクリックします。
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このツールを使用する場合... 操作内容

• ダイヤル方式の設定：[設定] タブをクリック
し、左枠から [ファックス] をクリックしま
す。 次に [基本] タブをクリックします。

• リダイヤル オプションの設定： [設定] タブを
クリックし、[ファックス] をクリックします。
[詳細設定] タブをクリックします。

• サプライの注文：  任意のタブで、[サプライの
注文] ボタンをクリックし、画面の指示に従い
ます。

• サポート：  任意のタブで、[サポート] ボタン
をクリックし、画面の指示に従います。

• Bluetooth の設定： [Bluetooth] タブをクリッ
クします。

• 日付と時刻の設定： [設定] タブをクリックし、
左枠の [時間サービス] をクリックし、フィール
ドに必要な値を入力して、[適用] をクリックし
ます。

ツールボックス (Windows) • トレイ設定の変更： [サービス] タブの [用紙の
取り扱い] をクリックします。

• デバイスのメンテナンス作業の実行： [サービ
ス] タブをクリックします。

HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS) • トレイ設定の変更： [用紙の取り扱い] を [プリ
ンタ設定] パネルからクリックします。

• デバイスのメンテナンス作業の実行： [情報と
サポート] パネルを開き、 実行する作業のボタ
ンをクリックします。

デバイス管理ツールの使用
• 埋め込み Web サーバ

• ツールボックス (Windows)
• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)
• ネットワーク プリンタ セットアップ ユーティリティ (Mac OS)
• HP Web Jetadmin ソフトウェア

• HP インスタント サポート

• myPrintMileage

埋め込み Web サーバ

デバイスがネットワークに接続されている場合、埋め込み Web サーバを使用

してコンピュータからステータス情報の表示、設定の変更、およびデバイス
の管理などを行うことができます。

(続き)
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注記 埋め込み Web サーバのシステム必要条件のリストについては、埋

め込み Web サーバの仕様 を参照してください。

パスワードが必要となり、制限される設定もいくつかあります。

インターネットに接続しなくても、埋め込み Web サーバを開いて使用で

きます。ただし、一部の機能は使用できません。

埋め込み Web サーバを開くには

埋め込み Web サーバは、次の方法で開くことができます。

注記 プリンタ ドライバ (Windows) または HP プリンタ ユーティリティ

(Mac OS) から埋め込み Web サーバを開くには、デバイスがネットワーク

に接続され、IP アドレスが割り当てられている必要があります。

• Web ブラウザ：  コンピュータでサポートされている Web ブラウザで、

デバイスに割り当てられている IP アドレスを入力します。

例えば、IP アドレスが 123.123.123.123 の場合、以下のアドレスを Web
ブラウザに入力します。 http://123.123.123.123
デバイスの IP アドレスは、自己診断テスト ページに表示されています。

詳細については、ネットワーク設定ページの理解を参照してください。

埋め込み Web サーバを開いた後、お気に入りに保存すると、後からすば

やく開くことができます。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [プリンタ設定] パネルで、[その

他の設定] をクリックし、[埋め込み Web サーバを開く] ボタンをクリック

します。

埋め込み Web サーバのページ

埋め込み Web サーバには、製品情報を表示したりデバイス設定を変更できる

ページがあります。 ページには、別の E-サービスへのリンクも含まれていま

す。

ページ/ボタン 内容

[情報] ページ デバイス、インク サプライ品と使用状況について
のステータス情報、およびデバイス イベント (エラ
ーなど) のログが表示されます。

[設定] ページ デバイスに構成された設定が表示され、これらの設
定を変更できます。

[ネットワーキング] ページ ネットワーク ステータスとデバイスに構成された
ネットワーク設定が表示されます。 これらのペー
ジは、デバイスがネットワーク接続されている場合
にしか表示されません。 詳細については、ネット
ワーク オプションの構成を参照してください。

[Bluetooth] ページ デバイスに構成された Bluetooth の設定が表示さ
れ、これらの設定を変更できます。
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ページ/ボタン 内容

[サポート] および [サプライの注文] ボタ
ン

[サポート] ボタンは、HP Instant Support、
myPrintMileage などの E-サービスを含む、多くの
サポート サービスを提供します。 詳細について
は、HP インスタント サポートおよび
myPrintMileageを参照してください。

[サプライの注文] ボタンで、サプライ品のオンライ
ン注文に接続できます。

ツールボックス (Windows)
ツールボックスでは、デバイスのメンテナンス情報が提供されます。

注記 コンピュータがシステム要件を満たしている場合、ツールボックス
は、フル インストール オプションを選択してスタータ CD からインスト

ールできます。

ツールボックスを開くには

• HP ソリューション センター で、[設定] メニューをクリックし、[印刷設

定] をポイントして、[プリンタ ツールボックス] をクリックします。

• システム トレイの [HP Digital Imaging Monitor] を右クリックし、[プリン

タ モデル名] をポイントして、[プリンタ ツールボックスの表示] をクリッ

クします。

ツールボックス タブ

ツールボックスには、次のタブが含まれます。

タブ 内容

推定インク レベル • インク量情報： 各カートリッジの予想インク
量が表示されます。

注記 表示されるインク残量は予測でしかあり
ません。 実際のインク残量とは異なる場合が
あります。

• オンライン ショップ：  デバイスの印刷サプラ
イ品をオンラインで注文できる Web サイトに
アクセスできます。

• 電話による注文：  デバイスのサプライ品を注
文するための電話番号が表示されます。 一部
の国/地域では電話番号が表示されません。

• カートリッジの詳細： 取り付けられたインク
カートリッジの注文番号と有効期限が表示され
ます。

情報 プリンタの情報：  myPrintMileage へのリンクが提
供され、デバイス ハードウェアとプリントヘッド

(続き)
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タブ 内容

の状態の情報が表示されます。 [情報] タブには次の
オプションがあります。

• ハードウェア情報

• myPrintmileage (インストールしている場合)

• HP Instant Support (HP インスタント サポー
ト)

• HP プリントヘッドの状態

サービス • PQ (印字品質) 診断ページの印刷：  デバイスの
印字品質に影響を与える問題を診断できま
す。 詳細については、印刷品質診断ページを
印刷するにはを参照してください。

• 自己診断テスト ページの印刷：  デバイスの自
己診断テスト ページを印刷できます。 このペ
ージにはデバイスとサプライ品についての情報
が表示されます。 詳細については、自己診断
テスト ページの理解を参照してください。

• プリント ヘッド位置調整： プリントヘッドの
位置調整についての指示が記載されていま
す。 詳細については、プリントヘッドの位置
を調整するにはを参照してください。

• プリントヘッドのクリーニング： プリントヘ
ッドのクリーニングについての指示が記載され
ています。 詳細については、プリントヘッド
をクリーニングするにはを参照してください。

• ライン フィード キャリブレーション：  ライ
ン フィード キャリブレーションを実行できま
す。 詳細については、ライン フィード キャリ
ブレーションを行うにはを参照してください。

• 用紙の取り扱い：  トレイ ロックを設定し、デ
フォルト トレイを選択できます (トレイ 2 が挿
入されている場合)。 詳細については、トレイ
の設定を参照してください。

HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)
HP プリンタ ユーティリティには、印刷設定の構成、デバイスのキャリブレ

ーション、プリントヘッドのクリーニング、自己診断テスト ページの印刷、

サプライ品のオンライン注文、および Web サイトのサポート情報の検索など

のツールが含まれています。

HP プリンタ ユーティリティを開くには

1. [Finder] の [Go] メニューから、[コンピュータ] を選択します。

2. [ライブラリ] を選択し、[プリンタ] を選択します。

3. [hp] を選択して [ユーティリティ] を選択し、[HP Printer Selector] を選

択します。

4. デバイスを選択して [ユーティリティの起動] をクリックします。
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HP プリンタ ユーティリティのパネル

情報とサポート パネル

• サプライ品詳細：  現在装着されているプリントヘッドとインク カートリ

ッジについての情報が表示されます。

• サプライ製品情報：  インク カートリッジの交換オプションを示します。

• デバイス情報：  デバイスのモデル番号とシリアル番号についての情報が

表示されます。 デバイスの自己診断テスト ページを印刷することもでき

ます。このページにはデバイスとサプライ品についての情報が表示されま
す。詳細については、自己診断テスト ページの理解を参照してくださ

い。

• 印刷品質診断ページ：サプライ製品情報  デバイスの印字品質に影響を与

える問題を診断できます。詳細については、印刷品質診断ページを印刷す
るにはを参照してください。

• クリーニング：プリントヘッドのクリーニングについての指示が記載され
ています。詳細については、プリントヘッドをクリーニングするにはを参
照してください。

• 位置調整：プリントヘッドの位置調整についての指示が記載されていま
す。詳細については、プリントヘッドの位置を調整するにはを参照してく
ださい。

• ライン フィード キャリブレーション： ライン フィード キャリブレーシ

ョンを実行できます。詳細については、ライン フィード キャリブレーシ

ョンを行うにはを参照してください。

• HP サポート：  HP Web サイトにアクセスし、デバイスのサポート、デバ

イスの登録、および使用済みのプリント サプライ品の返品とリサイクル

についての情報を表示できます。

プリンタ設定パネル

• トレイの設定：  トレイのデフォルト用紙タイプとサイズ、およびトレイ

の優先度を設定します。詳細については、トレイの設定を参照してくださ
い。

• その他の設定：  埋め込み Web サーバを起動してネットワーク設定を変更

します。 ネットワーク接続のための IP 設定を行います。

ネットワーク プリンタ セットアップ ユーティリティ (Mac OS)
このツールにより、デバイスのネットワーク設定を行うことができます。 ネ
ットワーク ロケーション名とワイヤレス モードなどのワイヤレス設定、およ
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び TCP/IP アドレス、ルーター、サブネット マスクなどのワイヤ設定を行う

ことができます。

ネットワーク プリンタ セットアップ ユーティリティを開くには

1. [Finder] の [Go] メニューから、[コンピュータ] を選択します。

2. [ライブラリ] を選択し、[プリンタ] を選択します。

3. [hp] を選択して [ユーティリティ] を選択し、[ネットワーク プリンタ セ
ットアップ ユーティリティ] を選択します。

4. 画面の指示に従って、デバイスのネットワーク設定を行います。

HP Web Jetadmin ソフトウェア

HP Web Jetadmin ソフトウェアは、HP と HP 以外のネットワーク周辺機器

のインストール、設定 (個別またはバッチ モードの両方)、ステータスのモニ

タリング (サプライ品のレベルも含む)、リモート診断の実行、トラブルシュ

ーティングなどを行う Web ベースの管理ソリューションです。

このソフトウェアをインストールすると、標準 Web ブラウザを使用してイン

トラネット内ならどこからでもアクセスできます。 詳細およびソフトウェア

のダウンロードについては、www.hp.com/go/webjetadmin を参照してくださ

い。

HP インスタント サポート

HP Instant Support (HP インスタント サポート) は、Web ベースのトラブル

シューティング ツールのスイートです。 印刷問題をすばやく識別、診断、そ

して解決するのに役立ちます。

HP Instant Support (HP インスタント サポート) では、プリンタに関する次の

情報を提供します。

• トラブルシューティングのヒントへの簡単なアクセス： お使いのプリン

タにカスタマイズされたヒントを提供します。

• 特定のプリンタ エラーの解決： お使いのプリンタ固有のエラー メッセー

ジの解決に役立つ情報へすぐにアクセスできます。 問題の説明、および

問題を解決または防止するための推奨事項を参照するには、メッセージ内
のリンクをクリックします。

• プリンタ ドライバ更新の通知：  プリンタ ドライバが更新された場合に通

知します。 HP Instant Support (HP インスタント サポート) のホームペー

ジにメッセージが表示されます。メッセージ内のリンクをクリックする
と、HP Web サイトのダウンロード セクションに直接アクセスします。

• サポート サービスの入手： お使いのプリンタに利用できるサポート サー

ビスのリストが提供されます。

• インクおよびメディアの使用量の管理 (myPrintMileage)：  デバイスのサ

プライ品の使用状況を管理し、予想するのに役立ちます。 
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• お使いのプリンタの自己診断テスト： お使いのプリンタに診断テストを

実行します。 Instant Support (インスタント サポート) ページの [自己ヘル

プ] メニューから [プリンタ] を選択し、プリンタの診断を開始します。

HP Instant Support (HP インスタント サポート) はコンピュータをチェッ

クし、構成されたデバイスのリストが表示されます。 診断するデバイス

を選択すると、HP Instant Support (HP インスタント サポート) によって

作業の手順が示されます。

• HP エクスパート ヘルプ オンライン (アクティブ チャット)：  Web 上で

のリアルタイム チャットを通じて HP サポートからパーソナライズされた

ヘルプがいつでも入手できます。 質問、または問題の説明を送信するだ

けです。 最近のデバイス履歴、システム構成、および試した操作などが

自動的に HP に転送され (承認後)、問題を再度説明する必要がありませ

ん。

• ナレッジ データベース：  HP ナレッジ データベースを使用して、質問の

答えをすばやく見つけることができます。

セキュリティおよびプライバシー

HP Instant Support (HP インスタント サポート) を使用する場合は、プリンタ

の詳細な情報 (シリアル番号、エラー状態、ステータスなど) を HP に送信し

ます。 HP は、お客様のプライバシーを尊重し、この情報を HP Online
Privacy Statement (welcome.hp.com/country/us/en/privacy.html) の規定に従っ

て管理します。

注記 HP に送信されるすべてのデータを確認するには、使用している

Web ブラウザの [表示] メニューから、[ソース] (Internet Explorer または

Opera の場合) または [ページ ソース] (Netscape または Mozilla Firefox の
場合) を選択します。

HP Instant Support (HP インスタント サポート) にアクセスするには

• ツールボックス (Windows)： [情報] タブをクリックし、[HP Instant
Support (HP インスタント サポート)] をクリックします。

• 埋め込み Web サーバ： [サポート] タブをクリックし、[HP Instant
Support (HP インスタント サポート)] をクリックします。

注記 [サポート] ボタンはすべてのページに表示されます。

注記 HP Instant Support (HP インスタント サポート) を開くのに使用し

た Web ページはブックマークを付けないでください。 このサイトにブッ

クマークを付け、そのブックマークを使用してサイトに接続すると、 ペー

ジには現在の情報が表示されません。
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myPrintMileage
myPrintMileage は HP が提供するサービスで、デバイスの使用状況をトラッ

キングおよび予想し、サプライ品注文を計画する手助けとなります。

myPrintMileage を使用するには、以下を実行しなければなりません：

• インターネット接続

• プリンタが接続されていること

myPrintMileage Web サイトでは、使用したインク量、ブラックとカラー イ
ンクのどちらを多く使用するか、および残りのインク量で印刷できる予想ペ
ージ数などの印刷の分析結果を確認できます。

myPrintMileage にアクセスするには

• 埋め込み Web サーバ： [サポート] ボタンをクリックし、

[myPrintMileage] をクリックします。

注記 [サポート] ボタンはすべてのページに表示されます。

• ツールボックス (Windows)： [情報] タブをクリックし、

[myPrintMileage] をクリックして画面の指示に従います。

• Windows タスクバー：  Windows のタスクバーにある [HP Digital
Imaging] アイコンを右クリックし、表示するデバイスを選択し、

[myPrintMileage] をクリックします。

注記 myPrintMileage を開くのに使用した Web ページはブックマークを

付けないでください。このサイトにブックマークを付け、そのブックマー
クを使用してサイトに接続すると、 ページには現在の情報が表示されませ

ん。

自己診断テスト ページの理解

自己診断テスト ページを使用して、次のような作業を行うことができます。

• 現在のデバイス情報、インク カートリッジの状態、およびプリントヘッ

ドの状態を表示する

• 問題のトラブルシューティング

• 両面印刷ユニットなどのオプション アクセサリのインストールを確認す

る

自己診断テスト ページには、最新イベントのログも含まれます。
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HP に連絡する場合は、電話をする前に自己診断テスト ページを印刷すると

役立ちます。

1. プリンタの情報：  デバイス情報 (製品名、モデル番号、シリアル番号、お

よびファームウェア バージョン番号など)、取り付けられているアクセサ

リ (両面印刷ユニットなど)、およびトレイとアクセサリから印刷されたペ

ージ数が表示されます。

2. インク カートリッジの状態：  インクの推定残量レベル (グラフィックス

によって表示)、パーツ番号、およびインク カートリッジの有効期限が表

示されます。

注記 表示されるインク残量は予測でしかありません。 実際のインク

残量とは異なる場合があります。

3. プリント ヘッドの状態：  プリントヘッドの状態、パーツ番号、最初に取

り付けられた日付、およびプリントヘッドの保証期限日、累計インク使用
量が表示されます。 プリントヘッドのステータス オプションは次のとお

りです： 良好、正常、および交換です。 状態が '正常' である場合は印刷

品質を監視する必要がありますが、プリントヘッドを交換する必要はあり
ません。 状態が '交換' である場合は、プリントヘッドを交換する必要があ

ります。プリントヘッドを交換するまで、デバイスは機能しません。

4. イベント ログ：  最近発生したイベントのログが表示されます。
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自己診断テスト ページを印刷するには

• コントロールパネル： [セットアップ] を押し、[レポートの印刷] を選択

し、[セルフテスト レポート] を選択し、[OK] を押します。

• ツールボックス (Windows)： [サービス] タブをクリックし、[自己診断テ

スト ページの印刷] をクリックします。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [デバイス情報] を [情報とサポ

ート] パネルからクリックし、[設定ページの印刷] をクリックします。

ネットワーク設定ページの理解
デバイスがネットワークに接続されている場合は、ネットワーク設定ページ
を印刷してデバイスのネットワーク設定を表示できます。 ネットワーク設定

ページは、ネットワーク接続に関する問題のトラブルシューティングに役立
ちます。 HP に連絡する場合は、電話をする前にこのページを印刷すると役

立ちます。

ネットワーク設定ページ

1. 一般情報：  ネットワークの現在の状態とアクティブな接続タイプに関す

る情報と、埋め込み Web サーバの URL などのそれ以外の情報が表示され

ます。

2. 802.3 ワイヤ：  IP アドレス、サブネット マスク、デフォルト ゲートウェ

イなどのアクティブなワイヤード ネットワーク接続に関する情報と、デ

バイスのハードウェア アドレスが表示されます。
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3. 802.11 ワイヤレス：  IP アドレス、通信モード、ネットワーク名、認証タ

イプ、信号強度などの、アクティブなワイヤレス ネットワーク接続に関

する情報が表示されます。

4. Bluetooth：  デバイスの名前やアドレスなどのアクティブな Bluetooth ワ
イヤレス接続に関する情報と、パスキーが表示されます。

5. SNMP：  現在の SNMP 設定と状態に関する情報が、コミュニティ名設定

も含めて表示されます。

コントロール パネルからネットワーク設定ページを印刷するには

• デバイスに 2 行ディスプレイが搭載されている場合： [セットアップ] ボ
タンを押し、[ネットワーク設定] を選択し、[ネットワーク設定の印刷] を
選択し、[OK] を押します。

• デバイスにカラー ディスプレイが搭載されている場合： [セットアップ]
ボタンを押し、[ネットワーク] を選択し、[ネットワーク設定を表示] を選

択し、[ネットワーク設定ページの印刷] を選択し、[OK] を押します。

チャネル範囲の定義

次の表は、802.11 ワイヤレス チャネル範囲定義の一覧です。

最初の桁数はロケール番号を表します

ロケール 0：  チャンネル 1-11：

• 高パワー 802.11b

• 低パワー 802.11g

ロケール 1：  チャンネル 1-13：

• 低パワー 802.11b

• 低パワー 802.11g

ロケール 2：  チャンネル 1-14：

• 低パワー 802.11b

• 低パワー 802.11g

注記 802.11g はチャンネル 14 には許可されていません。

2 番目の桁数は、アドホック互換モードを表
します

0: アドホック接続ステータス ノミナル

1: アドホックは常に接続されているようにみ
えます

3 番目の桁数はインフラストラクチャ レート
制限を表します

0: 802.11b または 802.11g

1: 802.11b のみ

4 番目の桁数は、アドホック レート制限を表
します

0: 802.11b または 802.11g

1: 802.11b のみ
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ネットワーク オプションの構成

次のセクションで説明する手順に従って、コントロール パネルで のネットワ

ーク設定を管理することができます。 また、埋め込み Web サーバを使用す

るとより詳細なネットワーク設定を行うことができます。この Web サーバは

既存のネットワーク接続を使用して Web ブラウザからアクセスできるネット

ワーク構成およびステータス ツールです。 詳細については、埋め込み Web
サーバを参照してください。

基本的なネットワーク設定の変更

コントロール パネルのオプションを使用して、ワイヤレス接続の設定や管理

を行ったり、さまざまなネットワーク管理タスクを実行したりできます。 こ
のタスクには、ネットワーク設定の表示、ネットワークのデフォルト設定の
復元、ワイヤレスのオン・オフ設定、ネットワーク設定の変更などが含まれ
ます。

ワイヤレス セットアップ ウィザードの使用

ワイヤレス セットアップ ウィザードを使用すると、デバイスへのワイヤレス

接続を簡単に設定したり、管理したりできます。 ワイヤレス接続のセットア

ップ方法およびワイヤレス セットアップ ウィザードの詳細については、デバ

イスのワイヤレス通信のセットアップ (一部のモデルのみ)を参照してくださ

い。

ネットワーク設定の表示と印刷

ネットワーク設定の一覧をコントロール パネルに表示したり、より詳細な構

成ページを印刷することができます。 ネットワーク設定ページには、IP アド

レス、リンク速度、DNS、mDNS など、重要なネットワーク設定が一覧表示

されます。 ネットワーク設定については、ネットワーク設定ページの理解を

参照してください。

1. [セットアップ] ボタンを押します。

2. [ネットワーク] が強調表示されるまで矢印キーを押し、[OK] を押しま

す。

3. 次のいずれかの操作を行います。

• ワイヤード (Ethernet) ネットワークの設定を表示するには、[ネットワ

ーク設定を表示] を選択し、[概要を表示 (有線 LAN の場合)] を選択し

ます。

• ワイヤレス ネットワークの設定を表示するには、[ネットワーク設定を

表示] を押し、[概要を表示 (無線 LAN の場合)] を押します。

• ネットワーク設定ページを印刷するには、[ネットワーク設定を表示]
を選択し、[ネットワーク設定ページの印刷] を選択します。
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ワイヤレスをオンまたはオフに設定する

ワイヤレスはデフォルトでオンに設定されています。ワイヤレスがオンの場
合は、デバイス前面のブルーのインジケータが点灯します。 ワイヤレス ネッ

トワークへの接続を保つには、無線を常にオンにしておく必要があります。
しかし、デバイスが有線ネットワークに接続されていたり、USB で接続され

ている場合は、無線は使用されません。 この場合、無線をオフにしておくこ

とをお勧めします。

1. [セットアップ] ボタンを押します。

2. [ネットワーク] が強調表示されるまで矢印キーを押し、[OK] を押しま

す。

3. ワイヤレスをオンにするには、[ワイヤレス] を選択し、[はい] を選択しま

す。オフにするには、[いいえ] を選択します。

詳細なネットワーク設定の変更

必要に応じて、ネットワークを詳細に設定することができます。 ただし、ネ

ットワーク管理に詳しくない場合は、これらの設定を変更しないでくださ
い。 詳細設定には、[リンク速度]、[IP 設定]、および [メモリ カード セキュリ

ティ] があります。

リンク速度の設定

ネットワーク上でのデータ送信速度を変更することができます。 デフォルト

の設定は [自動] です。

1. [セットアップ] ボタンを押します。

2. [ネットワーク] が強調表示されるまで矢印キーを押し、[OK] を押しま

す。

3. [詳細設定] を選択し、[接続速度] を選択します。

4. リンク速度の横の、お使いのネットワーク機器と一致する番号を押しま
す。

• [1. 自動]
• [2. 10 Mb/sec 全二重通信]
• [3. 10 Mb/sec 半二重通信]
• [4. 100 Mb/sec 全二重通信]
• [5. 100 Mb/sec 半二重通信]
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IP 設定を表示するには

• カラー ディスプレイ： コントロール パネルでデバイスの IP アドレスを

表示するには、[セットアップ] ボタンを押し、[ネットワーク] を選択し、

[ネットワーク設定を表示] を選択します。次に、[概要を表示 (有線 LAN
の場合)] または [概要を表示 (無線 LAN の場合)] を選択します。

• 2 行のディスプレイ： デバイスの IP アドレスを表示するには、ネットワ

ーク設定ページを印刷する必要があります。詳細については、ネットワー
ク設定ページの理解を参照してください。

IP 設定を変更するには

デフォルトの IP 設定は [自動] で、IP 設定を自動的に行いますが、 ネットワ

ーク管理に詳しい場合は、IP アドレス、サブネット マスク、デフォルト ゲ
ートウェイを手動で変更できます。

注意 IP アドレスを手動で割り当てる場合は注意が必要です。 インストー

ル時に無効な IP アドレスを割り当てると、各ネットワーク コンポーネン

トからデバイスに接続できなくなります。

1. [セットアップ] ボタンを押します。

2. [ネットワーク] が強調表示されるまで矢印キーを押し、[OK] を押しま

す。

3. [詳細設定] を選択し、[IP 設定] を選択し、[IP 設定] を選択します。

4. IP 設定の横にある以下の番号を押します。

• [1. IP アドレス]
• [2. サブネットマスク]
• [3. デフォルト ゲートウェイ]

5. 変更する内容を入力し、[OK] をクリックします。

デバイスのファックス機能のセットアップ (一部のモデルの
み)

[セットアップ ガイド] に記載されたすべての手順が完了したら、このセクシ

ョンの説明を読みファックスのセットアップを行ってください。 [セットアッ

プ ガイド] は後で使用できるように保管してください。

このセクションでは、ファックス機能が同じ電話回線上の機器やサービスと
正常に動作するように、デバイスを設定する方法を説明します。
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ヒント ファックス セットアップ ウィザード (Windows) または HP ファ

ックス セットアップ ユーティリティ (Mac OS) を使用して、応答モード

やファックスのヘッダー情報などの重要なファックス設定を簡単に設定す
ることもできます。 デバイス用にインストールしたソフトウェアから、フ

ァックス セットアップ ウィザード (Windows) または HP ファックス セッ

トアップ ユーティリティ (Mac OS) にアクセスできます。 ファックス セ
ットアップ ウィザード (Windows) または HP ファックス セットアップ ユ
ーティリティ (Mac OS) を起動したら、このセクションの手順に従ってフ

ァックスのセットアップを行います。

ファックス機能のセットアップ (パラレル方式の電話システム)
デバイスのファックス機能のセットアップを開始する前に、お住まいの国ま
たは地域でどのタイプの電話システムを使用しているか確認します。 デバイ

スのファックス機能のセットアップの説明は、パラレル方式またはシリアル
方式のどちらの電話方式を使用しているかによって異なります。

• お住まいの国または地域が下記の表になければ、シリアル タイプの電話

方式をご使用のはずです。 シリアル方式の電話の場合、共有する電話機

器 (モデム、電話、留守番電話等) のコネクタの種類が違うため、デバイス

の "2-EXT" ポートに接続することはできません。 電話機器はすべて壁の

電話ジャックに接続してください。

注記 シリアル方式の電話システムを使用する国または地域の場合、デ
バイス付属の電話コードに別の壁プラグが接続している可能性があり
ます。 これにより、デバイスを差し込んでいる壁側のモジュラー ジャ

ックに別の通信装置を接続できます。

• お住まいの国または地域が下記の表にあれば、パラレル タイプの電話方

式をご使用のはずです。 パラレル方式の電話システムの場合、 背面の "2-
EXT" ポートを使用して、共有する電話機器を電話回線に接続することが

できます。

注記 パラレル方式の電話システムの場合は、デバイスに付属の 2 線
式電話コードを使用して、壁の電話ジャックにデバイスを接続するこ
とをお勧めします。

表 9-1  パラレル タイプの電話の国または地域

アルゼンチン オーストラリア ブラジル

カナダ チリ 中国

コロンビア ギリシア インド

インドネシア アイルランド 日本

韓国 南米 マレーシア
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メキシコ フィリッピン ポーランド

ポルトガル ロシア サウジアラビア

シンガポール スペイン 台湾

タイ アメリカ ベネズエラ

ベトナム   

シリアル方式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場合は、
最寄りの電話会社にお問い合わせください。

自宅またはオフィスに合った正しいファックス セットアップの選択

同じ電話回線をデバイスと共有する機器やサービスがある場合、ファックス
を正常に使用するには、それらの機器やサービスの種類を知っておく必要が
あります。 これは、既存のオフィス機器をデバイスに直接接続しなければな

らない場合に重要です。また、正常にファックスを使用するには、ファック
スの設定を一部変更しなければならないこともあります。

自宅またはオフィスに合ったデバイスのセットアップ方法を調べるには、ま
ずこのセクションの質問を最後まで読んで答えてみてください。 そして、1
つ後のセクションにある表から、ご自分の答えに対するセットアップ方法を
選択してください。

以下の質問は必ず順番に読んでお答えください。

1. 電話会社からデジタル加入者線 (DSL) を利用していますか。 (DSL は、

国/地域によっては ADSL と呼ばれています。)
「はい」とお答えの方は ケース B： DSL 環境でのデバイスのセットアッ

プ に進んでください。 ここから先の質問に答える必要はありません。

「いいえ」とお答えの方は、続けて質問にお答えください。

2. 構内交換機 (PBX) システムまたは統合サービス デジタル通信網 (ISDN) シ
ステムを利用していますか。

「はい」とお答えの方は ケース C： PBX 電話システムまたは ISDN 回線

の環境でのデバイスのセットアップ に進んでください。ここから先の質

問に答える必要はありません。

「いいえ」とお答えの方は、続けて質問にお答えください。
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3. 複数の電話番号が与えられ、その電話番号ごとに呼び出し音のパターンを
変えられる、電話会社の着信識別サービスを利用していますか。

「はい」とお答えの方は ケース D： 同じ回線でファックスと着信識別サ

ービスを一緒に利用 に進んでください。ここから先の質問に答える必要

はありません。

「いいえ」とお答えの方は、続けて質問にお答えください。

着信識別サービスを利用しているかどうか不明ですか。 多くの電話会社

から、1 本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信識別音機能が提供さ

れています。

この着信識別サービスでは、電話番号ごとに異なる呼び出し音パターンを
使用します。 シングル呼び出し音、ダブル呼び出し音、トリプル呼び出

し音など、番号によって違う呼び出し音パターンを使用できます。 一方

の電話番号をシングル呼び出し音にして電話用に、もう一方の電話番号を
ダブル呼び出し音にしてファックス用に割り当てることができます。 こ
うしておけば、電話が鳴ったときに電話かファックスかがわかります。

4. 同じ電話番号でデバイスのファックスと電話を一緒に利用しますか。

続けて質問にお答えください。

5. デバイスと同じ電話回線でコンピュータ ダイヤルアップ モデムを使用し

ていますか。

コンピュータ ダイヤルアップ モデムを利用しているかどうか不明です

か。 次のいずれかに当てはまる場合は、コンピュータ ダイヤルアップ モ
デムを利用しています。

• ダイヤルアップ接続でコンピュータのソフトウェア アプリケーション

から直接ファックスを送受信している。

• ダイアルアップ接続でコンピュータから電子メールのメッセージを送
受信している。

• ダイアルアップ接続でコンピュータからインターネットを利用してい
る。

続けて質問にお答えください。

6. 同じ電話番号でデバイスのファックスと留守番電話を一緒に利用します
か。

続けて質問にお答えください。

7. 同じ電話番号でデバイスのファックスと電話会社のボイス メール サービ

スを一緒に利用しますか。

質問にすべて答えたら、次のセクションに進み、適切なファックス セッ

トアップを選択します。

適切なファックス セットアップの選択

これで、同じ電話回線でデバイスと機器やサービスを一緒に利用する場合の
質問はすべて終了です。自宅またはオフィスに合ったセットアップを選択で
きます。
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表の 1 列目から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサービスの組み

合わせを選択してください。 ご使用の電話方式に合わせて、2 列目、3 列目

から適切なセットアップを選択します。 各方法については、この後手順を追

って説明します。

前述の質問にすべて答えたが、どの機器やサービスも利用していなかった場
合は、表の 1 列目から「いいえ」を選択してください。

注記 自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明されて
いない場合は、デバイスを通常のアナログ電話のようにセットアップしま
す。 付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャックに、もう

一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接続しま

す。 他の電話コードを使用している場合は、ファックスの送受信に問題が

発生することがあります。

ファクスと一緒に利用する機
器やサービス

パラレル方式に推奨するファ
クス セットアップ

シリアル方式に推奨するファ
クス セットアップ

いいえ

(すべての質問に「いいえ」と
回答しました。)

ケース A： 単独のファクス回
線 (電話の着信なし)

シリアル方式のファックスの
セットアップ のお住まいの国
に関する記述を参照してくだ
さい。

DSL サービス

(質問 1 のみに「はい」と回答
しました。)

ケース B： DSL 環境でのデバ
イスのセットアップ

シリアル方式のファックスの
セットアップ のお住まいの国
に関する記述を参照してくだ
さい。

PBX または ISDN システム

(質問 2 のみに「はい」と回答
しました。)

ケース C： PBX 電話システ
ムまたは ISDN 回線の環境で
のデバイスのセットアップ

シリアル方式のファックスの
セットアップ のお住まいの国
に関する記述を参照してくだ
さい。

着信識別サービス

(質問 3 のみに「はい」と回答
しました。)

ケース D： 同じ回線でファッ
クスと着信識別サービスを一
緒に利用

シリアル方式のファックスの
セットアップ のお住まいの国
に関する記述を参照してくだ
さい。

電話

(質問 4 のみに「はい」と回答
しました。)

ケース E： 電話とファックス
を一緒に利用する

シリアル方式のファックスの
セットアップ のお住まいの国
に関する記述を参照してくだ
さい。

電話とボイスメールサービス

(質問 4 および 7 のみに「は
い」と回答しました。)

ケース F： 電話とファックス
とボイスメール サービスを一
緒に利用する

シリアル方式のファックスの
セットアップ のお住まいの国
に関する記述を参照してくだ
さい。

コンピュータ ダイヤルアッ
プ モデム

(質問 5 のみに「はい」と回答
しました。)

ケース G： 同じ回線でファッ
クスとコンピュータ モデムを
一緒に利用する (電話の着信
なし)

適用できません。

電話とコンピュータ ダイヤル
アップ モデム

ケース H： 電話とファックス
とコンピュータ モデムを一緒
に利用する

適用できません。
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ファクスと一緒に利用する機
器やサービス

パラレル方式に推奨するファ
クス セットアップ

シリアル方式に推奨するファ
クス セットアップ

(質問 4 および 5 のみに「は
い」と回答しました。)

電話と留守番電話

(質問 4 および 6 のみに「は
い」と回答しました。)

ケース I： 電話とファックス
と留守番電話を一緒に利用す
る

適用できません。

電話とコンピュータ ダイヤル
アップ モデムと留守番電話

(質問 4 、 5 および 6 のみに
「はい」と回答しました。)

ケース J： 電話とファックス
とコンピュータ モデムと留守
番電話を一緒に利用する

適用できません。

電話とコンピュータ ダイヤル
アップ モデムとボイスメール
サービス

(質問 4 、 5 および 7 のみに
「はい」と回答しました。)

ケース K： 電話とファックス
とコンピュータ ダイヤルアッ
プ モデムとボイス メールを
一緒に利用する

適用できません。

ケース A： 単独のファクス回線 (電話の着信なし)

電話を受け付けない単独の電話回線を利用し、この電話回線に他の機器を何
も接続しない場合は、次のようにデバイスを設定します。

図 9-1  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続する

(続き)
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単独のファクス回線の環境にデバイスをセットアップするには

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。 この専用

電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なり
ます。

2. [自動応答] の設定をオンにします。

3. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更しま

す。

4. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、[応答呼出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に

デバイスが自動応答します。 デバイスは、ファクス受信トーンを送信側ファ

ックスに対して発信し、ファックスを受信します。

ケース B： DSL 環境でのデバイスのセットアップ

電話会社の DSL サービスを利用し、デバイスに機器を接続しない場合は、次

のように壁側のモジュラージャックとデバイスの間に DSL フィルタを取り付

けます。 デバイスが電話回線で正しく通信することができるように、DSL フ
ィルタでデバイスを妨害する可能性のあるデジタル信号を除去します(DSL
は、国/地域によっては ADSL と呼ばれています。)

注記 DSL を利用しているのにこの DSL フィルタを取り付けないと、デ

バイスでファックスを送受信できなくなります。

図 9-2  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 DSLプロバイダから支給された DSL (または ADSL) フィルタおよびコ
ード
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3 デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続する

DSL 環境でデバイスをセットアップするには

1. DSL フィルタは、DSL プロバイダから入手してください。

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタの空いているポ

ートに、もう一方の端をデバイス背面の 1-LINE というラベルの付いたポ

ートに接続します。

注記 付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、ファ

ックス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電話コード
は、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。

付属の電話コードは 1 本なので、このセットアップでは追加の電話コ

ードが必要になる場合があります。

3. DSL フィルタの追加の電話コードを壁側のモジュラージャックに接続しま

す。

4. ファックス テストを実行します。

ケース C： PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのデバイスのセットアップ

PBX または ISDN コンバータ/ターミナル アダプタを使用している場合、次

の指示に従ってください。

• PBX または ISDN コンバータ/ターミナル アダプタを使用している場合

は、ファックスおよび電話用のポートにデバイスが接続されていることを
確認してください。 また、ターミナル アダプタがお住まいの国/地域に対

応したスイッチ タイプに設定されていることも確認してください。

注記 ISDN システムの中には、ユーザーが特定の電話機器に応じてポ

ートを設定できるようになっているものがあります。 たとえば、電話

と G3 規格のファックスに 1 つのポートを割り当て、多目的用に別の

ポートを割り当てることができます。 ISDN コンバータのファックス/
電話ポートに接続すると問題が発生する場合は、多用途向けのポート
を使用してみてください。このポートには "multi-combi" などのラベル

が付いている場合があります。

• PBX システムを使用している場合は、電話の呼び出し音をオフにしま

す。

注記 多くのデジタル PBX システムでは、電話の呼び出し音が工場出

荷時の設定で「オン」になっています。 電話の呼び出し音は、ファッ

クス送信の妨害となり、デバイスでファックスの送受信ができなくな
ります。 電話の呼び出し音をオフにする方法については、PBX システ

ム付属のマニュアルを参照してください。

(続き)
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• PBX システムを使用している場合は、ファックス番号をダイヤルする前

に外線番号をダイヤルします。

• 付属のコードで 壁側のモジュラー ジャックとお使いのデバイスを正しく

接続します。 接続していない場合、ファックスを正しく行うことはでき

ません。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コー
ドとは異なります。 付属の電話コードでは短すぎる場合、お近くの電器

店からカプラーを購入して延長することができます。

ケース D： 同じ回線でファックスと着信識別サービスを一緒に利用

1 本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出し音の

パターンを変える、電話会社の着信識別サービスを利用している場合は、次
のようにデバイスを設定します。

図 9-3  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続する

着信識別サービスの環境でデバイスをセットアップするには

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

2. [自動応答] の設定をオンにします。
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3. [着信識別] 設定を変更して、電話会社がお使いのファックス番号に指定し

た呼び出し音のパターンに合わせます。

注記 デバイスの工場出荷時の設定では、すべての呼び出し音パターン
に応答するよう設定されています。 [着信識別] がファックス番号に割

り当てられていた呼出し音のパターンと一致するように設定しない
と、デバイスが電話とファックスの両方の呼び出し音に応答してしま
ったり、まったく応答しなくなったりすることがあります。

4. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更しま

す。

5. ファックス テストを実行します。

デバイスでは、[着信識別] 設定で選択した呼び出し音のパターンの着信に対

して、[応答呼出し回数] 設定で選択した呼び出し回数の後に自動応答しま

す。デバイスは、ファックス受信トーンを送信側ファックスに対して発信
し、ファックスを受信します。

ケース E： 電話とファックスを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線にオフィス機
器 (またはボイスメールサービス) を何も接続しない場合は、次のようにデバ

イスを設定します。

図 9-4  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続する

3 電話機 (オプション)
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電話とファックスの共有回線環境にデバイスをセットアップするには

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

2. 次のいずれかの操作を行います。

• パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイスの背面の
2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取り、このポート

に電話を接続します。

• シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続されたデバイスのケ
ーブルの一番先に電話を直接接続します。

3. ここで、デバイスでのファックス呼び出し音の応答方法を、自動または手
動に決めます。

• 着信に [自動] で応答する設定の場合は、デバイスがすべての着信に応

答し、ファックスを受信します。 この場合、デバイスではファックス

と電話を区別できません。着信が電話であると思われる場合、デバイ
スが着信に応答する前に自分で応答する必要があります。 デバイスで

着信を自動的に受信するには、[自動応答] 設定をオンにします。

• ファックスを [手動] で受信する設定の場合は、ファックス受信に直接

応答しなければ、デバイスでファックスを受信できません。 手動で着

信に応答するようにデバイスを設定するには、[自動応答] をオフにし

ます。

4. ファックス テストを実行します。

デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファックス機からの
ファックス トーンが聞こえた場合は、手動でファックスに応答します。

ケース F： 電話とファックスとボイスメール サービスを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、電話会社のボイスメールサ
ービスも利用する場合は、次のようにデバイスを接続します。

注記 ファックスと同じ電話番号でボイス メール サービスを利用している

場合、ファックスを自動受信することはできません。 ファックスを手動で

受信する必要があります。つまり、受信ファックスの着信に応答するため
にその場にいる必要があります。 これ以外にファックスを自動受信するに

は、電話会社に問い合わせて着信識別を利用するか、ファックス専用の別
回線を取得してください。
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図 9-5  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

ボイスメールサービスの環境でデバイスをセットアップするには

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

2. [自動応答] の設定をオフにします。

3. ファックス テストを実行します。

ファックス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファック
スを受信できません。

ケース G： 同じ回線でファックスとコンピュータ モデムを一緒に利用する (電話の着

信なし)

電話を受け付けないファックス回線を利用し、この回線にコンピュータ モデ

ムを接続する場合は、次のようにデバイスをセットアップします。
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注記 コンピュータにダイヤルアップ モデムがある場合、コンピュータの

ダイヤルアップ モデムはデバイスと電話回線を共有します。 モデムとデ

バイスを同時に使用することはできません。 たとえば、コンピュータのダ

イヤルアップ モデムを使用して電子メールを送信したりインターネットに

アクセスしたりしている最中に、デバイスのファックス機能を使用するこ
とはできません。

• コンピュータのダイヤルアップ モデム環境でデバイスをセットアップす

るには

• コンピュータの DSL/ADSL モデム環境でのデバイスのセットアップ

コンピュータのダイヤルアップ モデム環境でデバイスをセットアップするには

1 つの電話回線をファックスの送信とコンピュータのダイヤルアップ モデム

に使用している場合は、次の手順に従ってデバイスをセットアップします。

図 9-6  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

3 モデム搭載コンピュータ

コンピュータ ダイヤルアップ モデムの環境でデバイスをセットアップするには

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取

ります。

2. コンピュータ (コンピュータのダイヤルアップ モデム) の背面と壁側のモ

ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。 そのコードを壁

側のモジュラー ジャックから抜き、デバイスの背面の 2-EXT と書かれて

いるポートに差し込みます。

第 9 章

130 構成と管理



3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

4. モデムのソフトウェアで、ファックスをコンピュータに自動受信するよう
設定している場合は、その設定を解除してください。

注記 モデムのソフトウェアで自動ファックス受信の設定を解除しない
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。

5. [自動応答] の設定をオンにします。

6. (オプション) [応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更しま

す。

7. ファックス テストを実行します。

電話が鳴ると、[応答呼出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に

デバイスが自動応答します。デバイスは、ファックス受信トーンを送信側フ
ァックスに対して発信し、ファックスを受信します。

コンピュータの DSL/ADSL モデム環境でのデバイスのセットアップ

DSL 回線があり、その電話回線を使用してファックスを送信する場合は、次

の手順に従ってファックスをセットアップします。

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL スプリッター

デバイスに付属の電話ジャックの片方の端を、デバイス背部の 1-LINE
ポートに接続します。 コードのもう一方の端を DSL/ADSL フィルタに
接続します。

4 コンピュータ

デバイスのファックス機能のセットアップ (一部のモデルのみ) 131



5 コンピュータの DSL/ADSL モデム

注記 パラレル スプリッター (カプラーとも呼ぶ) を購入する必要がありま

す。 パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11
ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがあ

る 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル

スプリッターは使用しないでください。

コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップするには

1. DSL フィルタは、DSL プロバイダから入手してください。

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、もう一方の

端をデバイス背面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記 付属のコードで DSL フィルタとデバイス背面を接続しないと、

ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電話コ
ードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。

3. DSL フィルタをパラレル スプリッターに接続します。

4. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

5. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

6. ファックス テストを実行します。

電話が鳴ると、[応答呼出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に

デバイスが自動応答します。デバイスは、ファックス受信トーンを送信側フ
ァックスに対して発信し、ファックスを受信します。

ケース H： 電話とファックスとコンピュータ モデムを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線にコンピュー
タ モデムも接続する場合は、次のようにデバイスをセットアップします。

注記 コンピュータ モデムが電話回線をデバイスと共有しているので、モ

デムとデバイスの両方を同時に使用することはできません。 たとえば、コ

ンピュータ モデムを使用して電子メールを送信したりインターネットにア

クセスしたりしている最中に、デバイスのファックス機能を使用すること
はできません。

• 電話とファックスとコンピュータ ダイヤルアップ モデムを一緒に利用す

る

• 電話とファックスとコンピュータの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する
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電話とファックスとコンピュータ ダイヤルアップ モデムを一緒に利用する

電話回線をファックスと電話の両方に使用する場合は、次の手順に従ってフ
ァックスをセットアップします。

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセットア
ップする方法は 2 種類あります。 はじめる前に、コンピュータの電話ポート

が 1 つか 2 つかを確認してください。

• コンピュータに 1 つの電話ポートしかない場合、以下に示すようにパラレ

ル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラ

レル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが

2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2 線式

の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッ

ターは使用しないでください。)

図 9-7  パラレル スプリッターの例

• コンピュータの電話ポートが 1 つある場合は、次の手順に従ってデバイス

をセットアップします。

図 9-8  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 デバイス背面の 1-LINE ポートに差し込まれているデバイス付属の電
話コード

3 パラレル スプリッター

4 コンピュータ

5 電話
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電話ポートが 1 つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセットアップする

には

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取

ります。

2. コンピュータ (コンピュータのダイヤルアップ モデム) の背面と壁側のモ

ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。 コードを壁側の

モジュラー ジャックから切断し、パラレル スプリッターに差し込みま

す。

3. パラレル スプリッターの電話コードを、デバイス背面の 2-EXT というラ

ベルの付いたポートに接続します。

4. 電話をパラレル スプリッターに接続します。

5. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

6. モデムのソフトウェアで、ファックスをコンピュータに自動受信するよう
設定している場合は、その設定を解除してください。

注記 モデムのソフトウェアで自動ファックス受信の設定を解除しない
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。

7. ここで、デバイスでのファックス呼び出し音の応答方法を、自動または手
動に決めます。

• 着信に [自動] で応答する設定の場合は、デバイスがすべての着信に応

答し、ファックスを受信します。この場合、デバイスではファックス
と電話を区別できません。着信が電話であると思われる場合、デバイ
スが着信に応答する前に自分で応答する必要があります。デバイスで
着信を自動的に受信するには、[自動応答] 設定をオンにします。

• ファックスを [手動] で受信する設定の場合は、ファックス受信に直接

応答しなければ、デバイスでファックスを受信できません。手動で着
信に応答するようにデバイスを設定するには、[自動応答] をオフにし

ます。

8. ファックス テストを実行します。

注記 コンピュータの背面に電話ポートが 2 つある場合には、パラレル ス
プリッターを使用する必要はありません。 電話はコンピュータのダイヤル

アップ モデムの“OUT”ポートに差し込むことができます。

デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファックス機からの
ファックス トーンが聞こえた場合は、手動でファックスに応答します。
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電話回線を電話、ファックス、およびコンピュータのダイヤルアップ モデム

に使用する場合は、次の手順に従ってファックスをセットアップします。

電話とファックスとコンピュータの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する

コンピュータに DSL/ADSL モデムがある場合は、次の手順に従います。

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルタ

4 デバイスに付属の電話コード

5 DSL/ADSL モデム

6 コンピュータ

7 電話

注記 パラレル スプリッター (カプラーとも呼ぶ) を購入する必要がありま

す。パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11
ポートが 2 つあります。前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがあ

る 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル

スプリッターは使用しないでください。

デバイスのファックス機能のセットアップ (一部のモデルのみ) 135



コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップするには

1. DSL フィルタは、DSL プロバイダから入手してください。

注記 DSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフィスの

他の場所にある電話は、追加の DSL フィルタに接続する必要がありま

す。そうしないと、電話をかけたときにノイズが発生します。

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、もう一方の

端をデバイス背面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記 付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、ファ

ックス機能が正常に動作しない場合があります。 この専用電話コード

は、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。

3. パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイスの背面の 2-
EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取り、このポートに電話

を接続します。

4. DSL フィルタをパラレル スプリッターに接続します。

5. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

6. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

7. ファックス テストを実行します。

電話が鳴ると、[応答呼出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に

デバイスが自動応答します。デバイスは、ファックス受信トーンを送信側フ
ァックスに対して発信し、ファックスを受信します。

ケース I： 電話とファックスと留守番電話を一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話番号で留守番電話
も応答する場合は、次のようにデバイスを設定します。

図 9-9  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 付属の電話コードを使用して、デバイス背面の 1-LINE ポートに接続しま
す。

3 留守番電話
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4 電話機 (オプション)

電話とファックスと留守番電話を一緒に利用する環境でデバイスをセットアップする
には

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取

ります。

2. 留守番電話のコードを壁側モジュラー ジャックから抜き、デバイスの背

面の 2-EXT と書かれているポートに差し込みます。

注記 デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファック
スからのファックス トーンが留守番電話に記録されてしまい、デバイ

スでファックスを受信できないことがあります。

3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

4. (オプション) 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて

留守番電話の背面にある "OUT" ポートに電話をつなぐこともできます。

注記 留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留守番電話と電
話の両方をデバイスに接続するためにパラレル スプリッター (カプラ

ーとも呼ぶ) を購入して使用します。 これらの接続には、標準の電話

コードを使用できます。

5. [自動応答] の設定をオンにします。

6. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

7. デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートして

いる最大数に設定します (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なり

ます)。
8. ファックス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音して
おいた応答メッセージが再生されます。 この間、デバイスは呼び出し音を監

視し、ファックス トーンを待機しています。 ファックス受信トーンを検出す

ると、デバイスはファックス受信トーンを発信し、ファックスを受信しま
す。ファックス トーンが検出されないと、デバイスは回線の監視を中止し、

留守番電話は音声メッセージを録音できます。

(続き)
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ケース J： 電話とファックスとコンピュータ モデムと留守番電話を一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線にコンピュー
タ モデムと留守番電話も接続する場合は、次のようにデバイスをセットアッ

プします。

注記 コンピュータ ダイヤルアップ モデムが電話回線をデバイスと共有し

ているので、モデムとデバイスの両方を同時に使用することができませ
ん。たとえば、コンピュータのダイヤルアップ モデムを使用して電子メー

ルを送信したりインターネットにアクセスしたりしている最中に、デバイ
スのファックス機能を使用することはできません。

• 電話とファックスとコンピュータ ダイヤルアップ モデムと留守番電話を

一緒に利用する

• 電話とファックスとコンピュータ DSL/ADSL モデムと留守番電話を一緒

に利用する

電話とファックスとコンピュータ ダイヤルアップ モデムと留守番電話を一緒に利用す

る

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスを設定する
方法は 2 種類あります。はじめる前に、コンピュータの電話ポートが 1 つか

2 つかを確認してください。

• コンピュータに 1 つの電話ポートしかない場合、以下に示すようにパラレ

ル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入する必要があります(パラ

レル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが

2 つあります。前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2 線式

の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッ

ターは使用しないでください。)

図 9-10  パラレル スプリッターの例
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• コンピュータの電話ポートが 1 つある場合は、次の手順に従ってデバイス

をセットアップします。

図 9-11  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッターに接続している電話コード

3 パラレル スプリッター

4 電話機 (オプション)

5 留守番電話

6 モデム搭載コンピュータ

7 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

電話ポートが 1 つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセットアップする

には

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取

ります。

2. コンピュータ (コンピュータのダイヤルアップ モデム) の背面と壁側のモ

ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側
のモジュラー ジャックから抜き、デバイスの背面の 2-EXT と書かれてい

るポートに差し込みます。

3. 留守番電話のコードを壁側モジュラー ジャックから抜き、デバイスの背

面の 2-EXT と書かれているポートに差し込みます。

注記 デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファック
スからのファックス トーンが留守番電話に記録されてしまい、デバイ

スでファックスを受信できないことがあります。
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4. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

5. (オプション) 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて

留守番電話の背面にある "OUT" ポートに電話をつなぐこともできます。

注記 留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留守番電話と電
話の両方をデバイスに接続するためにパラレル スプリッター (カプラ

ーとも呼ぶ) を購入して使用します。これらの接続には、標準の電話コ

ードを使用できます。

6. モデムのソフトウェアで、ファックスをコンピュータに自動受信するよう
設定している場合は、その設定を解除してください。

注記 モデムのソフトウェアで自動ファックス受信の設定を解除しない
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。

7. [自動応答] の設定をオンにします。

8. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

9. デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートして

いる最大数に設定します(呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なり

ます)。
10.ファックス テストを実行します。

注記 2 つの電話ポートを持つコンピュータを使用している場合は、パ

ラレル スプリッターは必要ありません。 留守番電話をコンピュータ背

面の“OUT”ポートに差し込むことができます。

電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音して
おいた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼び出し音を監
視し、ファックス トーンを待機しています。ファックス受信トーンを検出す

ると、デバイスはファックス受信トーンを発信し、ファックスを受信しま
す。ファックス トーンが検出されないと、デバイスは回線の監視を中止し、

留守番電話は音声メッセージを録音できます。
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電話とファックスとコンピュータ DSL/ADSL モデムと留守番電話を一緒に利用する

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルタ

4 デバイス背面の 1-LINE ポートに接続されているデバイス付属の電話
コード

5 DSL/ADSL モデム

6 コンピュータ

7 留守番電話

8 電話機 (オプション)

注記 パラレル スプリッター (カプラーとも呼ぶ) を購入する必要がありま

す。パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11
ポートが 2 つあります。前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがあ

る 2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル

スプリッターは使用しないでください。
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コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップするには

1. DSL/ADSL フィルタは、DSL/ADSL プロバイダから入手してください。

注記 DSL/ADSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフ

ィスの他の場所にある電話は、追加の DSL/ADSL フィルタに接続する

必要があります。そうしないと、電話をかけたときにノイズが発生し
ます。

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL/ADSL フィルタに、もう

一方の端をデバイス背面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続し

ます。

注記 付属のコードで DSL/ADSL フィルタとデバイスを接続しない

と、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電
話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なりま
す。

3. DSL/ADSL フィルタをスプリッターに接続します。

4. 留守番電話のコードを壁側モジュラー ジャックから抜き、デバイス背面

の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

注記 デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファック
スからのファックス トーンが留守番電話に記録されてしまい、デバイ

スでファックスを受信できないことがあります。

5. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

6. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

7. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

8. デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートされ

ている最大数に設定します。

注記 呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。

9. ファックス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定した回数だけ呼び出し音が鳴った後にアンサーフォンが
応答し、録音されている応答メッセージを再生します。 この間、デバイスは

呼び出し音を監視し、ファックス トーンを待機しています。 ファックス着信

トーンを検出すると、デバイスはファックス受信トーンを発信し、ファック
スを受信します。ファックス トーンが検出されないと、デバイスは回線の監

視を中止し、留守番電話が音声メッセージを録音できるようになります。

同じ電話回線を電話とファックスに使用しており、コンピュータの DSL モデ

ムがある場合は、次の手順に従ってファックスをセットアップします。
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ケース K： 電話とファックスとコンピュータ ダイヤルアップ モデムとボイス メール

を一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線でコンピュー
タ ダイヤルアップ モデムも利用して電話会社のボイスメール サービスも利

用する場合は、次のようにデバイスを設定します。

注記 ファックスと同じ電話番号でボイス メール サービスを利用している

場合、ファックスを自動受信することはできません。ファックスを手動で
受信する必要があります。つまり、受信ファックスの着信に応答するため
にその場にいる必要があります。これ以外にファックスを自動受信するに
は、電話会社に問い合わせて着信識別を利用するか、ファックス専用の別
回線を取得してください。

コンピュータ ダイヤルアップ モデムが電話回線をデバイスと共有しているの

で、モデムとデバイスの両方を同時に使用することができません。 たとえ

ば、コンピュータ ダイヤルアップ モデムを使用して電子メールを送信したり

インターネットにアクセスしたりしている場合、デバイスをファックスには
使用できません。

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセットア
ップする方法は 2 種類あります。はじめる前に、コンピュータの電話ポート

が 1 つか 2 つかを確認してください。

• コンピュータに 1 つの電話ポートしかない場合、以下に示すようにパラレ

ル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入する必要があります(パラ

レル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが

2 つあります。前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2 線式

の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッ

ターは使用しないでください)。

図 9-12  パラレル スプリッターの例
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• コンピュータの電話ポートが 2 つある場合は、下記の手順でデバイスをセ

ットアップしてください。

図 9-13  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続する

3 モデム搭載コンピュータ

4 電話

電話ポートが 2 つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセットアップする

には

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取

ります。

2. コンピュータ (コンピュータのダイヤルアップ モデム) の背面と壁側のモ

ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側
のモジュラー ジャックから抜き、デバイスの背面の 2-EXT と書かれてい

るポートに差し込みます。

3. 電話をコンピュータ ダイヤルアップ モデムの背面の "OUT" ポートにつな

ぎます。

4. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接

続します。

注記 付属のコードで壁側のモジュラー ジャックとデバイスを接続し

ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な
ります。

5. モデムのソフトウェアで、ファックスをコンピュータに自動受信するよう
設定している場合は、その設定を解除してください。

注記 モデムのソフトウェアで自動ファックス受信の設定を解除しない
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。
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6. [自動応答] の設定をオフにします。

7. ファックス テストを実行します。

ファックス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファック
スを受信できません。

シリアル方式のファックスのセットアップ

シリアル方式の電話システムを使用してファックス用にデバイスをセットア
ップする方法の詳細については、お住まいの国/地域のファックス構成専用

Web サイトを参照してください。

オーストリア www.hp.com/at/faxconfig

ドイツ www.hp.com/de/faxconfig

スイス(フランス語) www.hp.com/ch/fr/faxconfig

スイス(ドイツ語) www.hp.com/ch/de/faxconfig

イギリス www.hp.com/uk/faxconfig

フィンランド www.hp.fi/faxconfig

デンマーク www.hp.dk/faxconfig

スウェーデン www.hp.se/faxconfig

ノルウェイ www.hp.no/faxconfig

オランダ www.hp.nl/faxconfig

ベルギー (オランダ語) www.hp.be/nl/faxconfig

ベルギー (フランス語) www.hp.be/fr/faxconfig

ポルトガル www.hp.pt/faxconfig

スペイン www.hp.es/faxconfig

フランス www.hp.com/fr/faxconfig

アイルランド www.hp.com/ie/faxconfig

イタリア www.hp.com/it/faxconfig

デバイスの構成 (Windows)
デバイスを直接コンピュータに接続することも、ネットワーク上で他のユー
ザとデバイスを共有することもできます。
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注記 インストール プログラムを実行するには、お使いのコンピュータに

Microsoft Internet Explorer 6.0 がインストールされていなければなりませ

ん。

また、Windows 2000、Windows XP、または Windows Server 2003 にプ

リンタ ドライバをインストールするには、管理者権限がなければなりませ

ん。

デバイスをセットアップする際、HP ではソフトウェアをインストールした後

でデバイスを接続するようお勧めしています。これは、インストール プログ

ラムにより設定が簡単になるためです。 ただし、ケーブルを最初に接続した

場合は、ソフトウェアのインストール前にデバイスを接続するにはを参照し
てください。

直接接続

USB ケーブルを使用して、デバイスをお使いのコンピュータに直接接続でき

ます。

注記 デバイス ソフトウェアをインストールして Windows を実行してい

るコンピュータにデバイスを接続した場合、デバイス ソフトウェアを再イ

ンストールしなくても USB ケーブルを使用して同じコンピュータに別の

デバイスを接続できます。

デバイスを設定する際、HP ではソフトウェアをインストールした後でデバイ

スを接続するようお勧めします。これは、インストール プログラムにより設

定が簡単になるためです。ただし、ケーブルを最初に接続した場合は、ソフ
トウェアのインストール前にデバイスを接続するにはを参照してください。

デバイス接続前にソフトウェアをインストールするには (推奨)
1. 実行中のアプリケーションをすべて終了します。

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニューが自動的に起

動します。 CD メニューが自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセ

ットアップ アイコンをダブルクリックします。

3. CD メニューで [インストール] をクリックし、画面の指示に従って操作し

ます。

4. 画面の指示に従って、デバイスの電源を入れ、USB ケーブルを使用して

デバイスをコンピュータに接続します。 コンピュータ画面に [新しいハー

ドウェアの検出] ウィザードが表示され、[プリンタ] フォルダにデバイス

のアイコンが作成されます。
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注記 デバイスを使用する必要があるときに、後から USB ケーブルを接

続することもできます。

ローカル共有ネットワークとして知られている単純なネットワークを使用
して、デバイスを別のコンピュータと共有することもできます。 詳細につ

いては、ローカル共有ネットワークでデバイスを共有するにはを参照して
ください。

ソフトウェアのインストール前にデバイスを接続するには

デバイス ソフトウェアのインストール前にデバイスをコンピュータに接続し

た場合、画面に [新しいハードウェアの検出] ウィザードが表示されます。

注記 デバイスの電源を入れた場合は、インストール プログラム実行中に

デバイスの電源を切ったり、ケーブルをデバイスから外さないでくださ
い。 これに従わないとインストール プログラムが完了しません。

1. [新しいハードウェアの検出] ダイアログ ボックスにプリンタ ドライバを

検索する方法が示されたら、[詳細] オプションを選択して [次へ] をクリッ

クします。

注記 [新しいハードウェアの検出]ウィザードでドライバの自動検索が

実行されないようにしてください。

2. ドライバ位置を指定するチェックボックスを選択し、それ以外のチェック
ボックスがチェックされていないことを確認します。

3. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD メニューが表示された場

合は、CD メニューを閉じます。

4. スタータ CD のルート ディレクトリの場所を指定し (D: など)、[OK] をク

リックします。

5. [次へ] をクリックし、画面の指示に従います。

6. [完了] をクリックして [新しいハードウェアの検出] ウィザードを閉じま

す。 ウィザード が自動的に インストール プログラムを開始します (時間

がかかることがあります)。
7. インストール プロセスを完了します。

注記 ローカル共有ネットワークとして知られている単純なネットワーク
を使用して、デバイスを別のコンピュータと共有することもできます。詳
細については、ローカル共有ネットワークでデバイスを共有するにはを参
照してください。

ローカル共有ネットワークでデバイスを共有するには

ローカル共有ネットワークでは、デバイスは選択したコンピュータ (サーバ)
の USB コネクタに直接接続され、他のコンピュータ (クライアント) と共有

されます。
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注記 ローカル接続されたデバイスを共有する場合は、最新のオペレーテ
ィング システムを使用しているコンピュータをサーバとして使用してくだ

さい。 例えば、Windows XP を実行しているコンピュータと別のバージョ

ンの Windows を実行しているコンピュータがある場合、Windows XP を
実行しているコンピュータをサーバとして使用します。

この構成は、小規模なグループの場合や使用量が少ない場合にのみ使用し
てください。 多くのユーザーが共有デバイスに印刷すると、接続されてい

るコンピュータの速度は遅くなります。

共有されるのは印刷機能だけです。 スキャン、コピー、およびファックス

機能は共有されません。

1. [スタート] をクリックして [設定] をクリックし、[プリンタ] または [プリ

ンタと FAX] をクリックします。

-または-
[スタート] をクリックして [コントロール パネル] をクリックし、[プリン

タ] をダブルクリックします。

2. デバイスのアイコンを右クリックして [プロパティ] をクリックしてから

[共有] タブをクリックします。

3. デバイスを共有するためのオプションを選択し、デバイスの共有名を入力
します。

4. 他のバージョンの Windows を使用するクライアント コンピュータとデバ

イスを共有するには、[追加ドライバ] をクリックして、それぞれのバージ

ョンのドライバをインストールできます。 スタータ CD が CD ドライブ

に挿入されていなければなりません。

ネットワーク接続

デバイスにネットワーク機能がある場合、デバイスをネットワークに直接接
続してネットワーク環境で共有できます。 このタイプの接続では、埋め込み

Web サーバを使用してネットワーク上のどこからでもデバイスを管理できま

す。

注記 インストール プログラムを実行するには、お使いのコンピュータに

Microsoft Internet Explorer 6.0 がインストールされていなければなりませ

ん。
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お使いのタイプのネットワークにインストール オプションを選択します：

• クライアント/サーバ・ネットワーク：  ネットワークに専用プリント サー

バとして機能しているコンピュータがある場合、デバイス ソフトウェア

をサーバにインストールし、デバイス ソフトウェアをクライアント コン

ピュータにインストールします。 詳細については、ネットワークにデバ

イスをインストールするにはおよびデバイス ソフトウェアをクライアン

ト コンピュータにインストールするにはを参照してください。 この方法

では、デバイスのすべての機能を共有することはできません。 クライア

ント コンピュータでは、デバイスによる印刷のみ実行できます。

• ピア ツー ピア ネットワーク：  ピア ツー ピア ネットワークがある場合

(専用プリント サーバのないネットワーク)、デバイスを使用するコンピュ

ータにソフトウェアをインストールします。 詳細については、ネットワ

ークにデバイスをインストールするにはを参照してください。

また、Windows で [プリンタの追加] ウィザードを使用すると、両方のタイプ

のネットワークでネットワーク プリンタに接続することもできます。 詳細に

ついては、[プリンタの追加] を使用してプリンタ ドライバをインストールす

るにはを参照してください。

ネットワークにデバイスをインストールするには

次のようなネットワーク シナリオでは、以下の手順を使用してデバイス ソフ

トウェアをインストールします。

ピア ツー ピア ネットワークがある場合 (専用プリント サーバのないネットワ

ーク)
1. デバイスのネットワーク ポートから保護カバーを取り外し、デバイスを

ネットワークに接続します。

2. プリンタ サーバとして機能するコンピュータ システム上で実行中のサー

ドパーティ製のファイアウォールおよびアプリケーションをすべて閉じま
す。

3. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニューが自動的に起

動します。 CD メニューが自動的に起動しない場合、コンピュータの CD
ドライブを開き、[Setup.exe] をダブルクリックします。

4. CD メニューで [インストール] をクリックし、画面の指示に従います。

5. [接続の種類] 画面で [ワイヤード ネットワーク/ワイヤレス] を選択し、[次
へ] をクリックします｡

6. 画面の指示に従って、インストールを完了します。

注記 Windows クライアント コンピュータとデバイスを共有するには、

デバイス ソフトウェアをクライアント コンピュータにインストールする

にはおよびローカル共有ネットワークでデバイスを共有するにはを参照し
てください。 
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デバイス ソフトウェアをクライアント コンピュータにインストールするには

プリント サーバとして機能しているコンピュータにプリンタ ドライバをイン

ストールすると、印刷機能を共有できます。 ネットワーク デバイスを使用す

る個々の Windows ユーザーは、それぞれのコンピュータ (クライアント) に
ソフトウェアをインストールする必要があります。

クライアント コンピュータは、次の方法でデバイスに接続できます。

• [プリンタ] フォルダで、[プリンタの追加] アイコンをダブルクリックし、

ネットワーク インストールに関する説明に従います。詳細については、

[プリンタの追加] を使用してプリンタ ドライバをインストールするにはを

参照してください。

• ネットワーク上のデバイスの位置を参照し、[プリンタ] フォルダにプリン

タをドラッグします。

• デバイスを追加し、ネットワーク上の INF ファイルからソフトウェアをイ

ンストールします。 スタータ CD の INF ファイルは、CD のルート ディ

レクトリに格納されています。

[プリンタの追加] を使用してプリンタ ドライバをインストールするには

1. [スタート] をクリックして [設定] をクリックし、[プリンタ] または [プリ

ンタと FAX] をクリックします。

-または-
[スタート] をクリックして [コントロール パネル] をクリックし、[プリン

タ] をダブルクリックします。

2. [プリンタの追加] をダブルクリックし、[次へ] をクリックします。

3. [ネットワーク プリンタ] または [ネットワーク プリンタ サーバ] を選択し

ます。

4. [次へ] をクリックします。

5. 次のいずれかの操作を行います。

共有デバイスのネットワーク パスまたはキュー名を入力し、[次へ] をクリ

ックします。 プリンタ モデルを選択するプロンプトが表示されたら、[デ
ィスク使用] をクリックします。

[次へ] をクリックし、共有プリンタの一覧からデバイスを選択します。

6. [次へ] をクリックし、画面の説明に従ってインストールを完了します。

デバイスの構成 (Mac OS)
USB ケーブルを使用して一台の Macintosh コンピュータにデバイスを接続す

ることも、ネットワーク上で他のユーザとデバイスを共有することもできま
す。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• ネットワークまたは直接接続用のソフトウェアをインストールするには

• ローカル共有ネットワークでデバイスを共有するには
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ネットワークまたは直接接続用のソフトウェアをインストールするには

1. USB ケーブルを使用してデバイスをコンピュータに接続します。

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 デスクトップの CD アイコ

ンをダブルクリックし、設定アイコンをダブルクリックします。 また、

スタータ CD でインストーラ フォルダを検索することもできます。

3. [ソフトウェアのインストール] をクリックし、画面の指示に従います。

4. 必要に応じて、デバイスを別の Macintosh コンピュータ ユーザと共有し

ます。

• 直接接続：  デバイスを別の Macintosh コンピュータ ユーザと共有し

ます。 詳細については、ローカル共有ネットワークでデバイスを共有

するにはを参照してください。

• ネットワーク接続の場合：  ネットワーク上でデバイスを使用する個々

の Macintosh ユーザーは、それぞれのコンピュータ (クライアント) に
デバイス ソフトウェアをインストールする必要があります。

ローカル共有ネットワークでデバイスを共有するには

デバイスを直接接続した場合でも、ローカル共有ネットワークとして知られ
ている単純なネットワークを使用して、デバイスを別のコンピュータと共有
することもできます。この構成は、小規模なグループの場合や使用量が少な
い場合にのみ使用してください。多くのユーザーが共有デバイスに印刷する
と、接続されているコンピュータの速度は遅くなります。

Mac OS 環境でデバイスを共有するための基本的な必要条件：

• Macintosh コンピュータは TCP/IP によりネットワーク上で通信しなけれ

ばならず、IP アドレスがなければなりません。 (AppleTalk はサポートさ

れていません。)
• 共有されるデバイスは、ホスト Macintosh コンピュータ上の内蔵 USB ポ

ートに接続されていなければなりません。

• 共有デバイスを使用するホスト Macintosh コンピュータとクライアント

Macintosh コンピュータの両方にデバイス共有ソフトウェアがインストー

ルされ、デバイス ドライバまたはデバイス PPD がインストールされてい

なければなりません。 (インストール プログラムを実行して、デバイス共

有ソフトウェアと関連のヘルプ ファイルをインストールできます。)
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USB デバイス共有についての詳細は、Apple Web サイト (www.apple.com)、
またはコンピュータの Apple Macintosh Help を参照してください。

Mac OS を実行中のコンピュータでデバイスを共有するには

1. デバイスに接続されているすべての Macintosh コンピュータ (ホストおよ

びクライアント) のプリンタ共有をオンにします。 使用している OS のバ

ージョンに応じて、次のいずれかの操作を行います。

• Mac OS 10.3： [システム環境設定] を開き、[プリントとファックス]
をクリックし、[プリンタをほかのコンピュータと共有する] チェック

ボックスをオンにします。

• Mac OS 10.4： [システム環境設定] を開き、[プリントとファックス]
をクリックし、[共有] タブをクリックし、[これらのプリンタをほかの

コンピュータと共有する] チェック ボックスをオンにし、共有するプ

リンタを選択します。

2. ネットワーク上の他の Macintosh コンピュータ (クライアント) から印刷

するには、次の手順に従います。

a. 印刷するドキュメントで、[ファイル] をクリックし、[用紙設定] を選

択します。

b. [対象プリンタ] の横にあるドロップダウン メニューで、[共有プリン

タ] を選択し、使用するデバイスを選択します。

c. [用紙サイズ] を選択し、[OK] をクリックします。

d. ドキュメントで、[ファイル] をクリックし、[プリント] を選択しま

す。

e. [プリンタ] の横にあるドロップダウン メニューで、[共有プリンタ] を
選択し、使用するデバイスを選択します。

f. 必要に応じて追加の設定を行い、[プリント] をクリックします。

デバイスのワイヤレス通信のセットアップ (一部のモデルの
み)

デバイスのワイヤレス通信は、次のいずれかの方法でセットアップすること
ができます。

ワイヤレス通信モード インフラストラク
チャ

アドホック*

コントロール パネル

ネットワーク ケーブル

詳細については、ワイヤレス ネットワークでデバ
イスをセットアップするには (Mac OS)またはイン
ストール プログラムを使用してワイヤレス通信を
セットアップするには (Windows)を参照してくださ
い。
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SecureEasySetup (SES)

詳細については、SecureEasySetup (SES) を使用
してワイヤレス通信をセットアップするにはを参照
してください。

 

* アドホック ネットワークは、スタータ CD のワイヤレス接続ユーティリテ

ィを使用してセットアップすることができます。

注記 問題が発生した場合は、ワイヤレス通信に関連する問題の解決 を参

照してください。

ワイヤレス接続でデバイスを使用するには、スタータ CD からインストー

ル プログラムを最低 1 回実行して、ワイヤレス接続を作成しなければな

りません。

デバイスがネットワーク ケーブルを使用してネットワーク接続されていな

いことを確認します。

送信デバイスには内蔵 802.11 機能があるか、または 802.11 ワイヤレス

カードがインストールされていなければなりません。

デバイスとデバイスを使用するコンピュータは、同じサブネット上にある
必要があります。

デバイス ソフトウェアをインストールする前に、ネットワークの設定を確認

しておいてください。 システム管理者に問い合わせるか、または以下の作業

を行います：

• ネットワークのネットワーク名または Service Set Identifier (SSID) と通信

モード (インフラストラクチャまたはアドホック) を、ネットワークのワイ

ヤレス アクセス ポイント (WAP) の構成ユーティリティ、またはコンピュ

ータのネットワーク カードから取得します。

• ネットワークで使用する暗号化タイプを見つけます (Wired Equivalent
Privacy (WEP) など)。

• ワイヤレス デバイスのセキュリティ パスワード、または暗号化キーを見

つけます。

802.11 ワイヤレス ネットワーク設定の理解

ネットワーク名 (SSID)
デフォルトでは、デバイスはワイヤレス ネットワーク名、または "hpsetup"
という名前の Service Set Identifier (SSID) を探します。 お使いのネットワー

クには、異なる SSID があることがあります。 
 

通信モード

(続き)
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通信モードには 2 つのオプションがあります：

• アドホック：  アドホック ネットワーク上では、デバイスはアドホック通

信モードに設定され、WAP を使用しないでその他のワイヤレス デバイス

と直接通信します。

アドホック ネットワーク上のデバイスはすべて次のとおりでなければな

りません：

• 802.11 互換

• 通信モードがアドホックである

• 同じネットワーク名 (SSID) である

• 同じサブネットと同じチャンネル上にある

• 同じ 802.11 セキュリティ設定がある

• インフラストラクチャ (推奨)：  インフラストラクチャ ネットワークで

は、デバイスはインフラストラクチャ通信モードに設定され、デバイスが
ワイヤードかワイヤレスかに関係なく、デバイスは WAP を通じてネット

ワーク上の他のデバイスと通信します。 WAP は一般的には、小さなネッ

トワーク上でルーター、またはゲートウェイとして機能します。

セキュリティ設定

注記 デバイスで利用可能な設定については、ネットワーク設定ページの
理解を参照してください。

ワイヤレス セキュリティの詳細については、www.weca.net/opensection/
pdf/whitepaper_wi-fi_security4-29-03.pdf を参照してください。

• ネットワーク認証：  デバイスの出荷時のデフォルト設定は 'Open' で、こ

れは認証や暗号化にセキュリティを必要としません。 他には

'OpenThenShared'、'Shared'、'WPA-PSK' (Wi-Fi® Protected Access Pre-
Shared Key) などの値があります。

WPA はネットワーク上のデータ保護のレベルと、既存および将来の Wi-
Fi ネットワークのアクセス コントロールを向上させます。 802.11 基準の

オリジナルのネイティブ セキュリティ機構である、WEP の既存の弱点に

対応しています。
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WPA2 は第二世代の WPA セキュリティで、認証を受けたユーザしかワイ

ヤレス ネットワークにアクセスできないようにして、企業や Wi-Fi ユーザ

に高レベルの安全を提供します。

• データの暗号化：

• Wired Equivalent Privacy (WEP) では、あるワイヤレス デバイスから

別のワイヤレス デバイスにラジオ波上で送信するデータを暗号化する

ことで、セキュリティを提供します。 WEP 対応のネットワーク上の

デバイスは、WEP キーを使用してデータを暗号化します。 ネットワ

ークで WEP を使用している場合、使用する WEP キーを知っている必

要があります。

• WPA では暗号化に、Temporal Key Integrity Protocol (TKIP) を現在使

用可能な標準 Extensible Authentication Protocol (EAP) タイプの 1 つ
と共に使用し、802.1X 認証を採用しています。

• WPA2 によって新しい暗号化スキームである Advanced Encryption
Standard (AES) が提供されます。 AES は 暗号文ブロック連鎖モード

(CCM) で定義され、Independent Basic Service Set (IBSS) をサポート

して、アドホック モードで動作しているクライアント ワークステーシ

ョン間のセキュリティを可能にします。

コントロール パネルとワイヤレス セットアップ ウィザードを使用してワイヤレス通信

をセットアップするには

ワイヤレス セットアップ ウィザードを使用すると、デバイスへのワイヤレス

接続を簡単に設定したり、管理したりできます。

注記 この方法を使用するには、ワイヤレス ネットワークがセットアップ

および実行されている必要があります。

1. デバイス ハードウェアをセットアップします (デバイスに付属のセットア

ップ ガイドまたはセットアップ ポスターを参照)。
2. コントロール パネルの [セットアップ] ボタンを押します。

3. 矢印ボタンを押して [ネットワーク] に移動し、[OK] を押します。

4. 矢印ボタンを押して [ウィザード] に移動し、[OK] を押します。

5. 画面の指示に従って、セットアップを完了します。

インストール プログラムを使用してワイヤレス通信をセットアップするには
(Windows)

この方法では、ネットワークがセットアップおよび実行されている必要があ
ります。

1. デバイス ハードウェアを設定します (セットアップ ガイドを参照)。
2. デバイスのネットワーク ポートから保護カバーを取り外します。

3. コンピュータで実行中のアプリケーションをすべて終了します。
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4. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。CD のメニューが自動的に起

動します。 CD が自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセットアッ

プ アイコンをダブルクリックします。

5. CD メニューで [インストール] をクリックし、画面の指示に従って操作し

ます。

6. [接続の種類] 画面で [ワイヤレス] を選択し、[次へ] をクリックします｡

注記 デバイスが検出できなかった場合は、一時的にネットワーク ケ
ーブルを使用してデバイスと通信し、デバイスのワイヤレス設定を構
成することもできます。

ワイヤレス接続を確立できない場合は、次の手順に従って一時的にプリンタをネ
ットワークに接続します。

a. Ethernet ケーブルを使用してデバイスをネットワークに一時的に接続

します。

b. 画面に表示される指示に従って、ケーブルを取り外します。

7. [ネットワーク名 (SSID) の選択] 画面で、[検出されたワイヤレス ネットワ

ーク名 (SSID) の選択] をクリックしてワイヤレス ネットワークを選択す

るか、[ワイヤレス ネットワークの指定] をクリックして新しいネットワー

ク名を入力します。

8. 新しいネットワーク名の入力を選択した場合は、コントロール パネルで

ネットワーク名を入力し、[完了] を押します。

注記 入力した SSID が見つからない場合は、セキュリティ情報を指定

するよう求められます。 ネットワークで暗号化を使用していない場

合、セットアップは SSID を確認してから処理を続行します。

9. 名前を指定したネットワークにデバイスが接続できない場合は、画面の指
示に従って適切な WEP キーまたは WPA パスフレーズをキーパッドで入

力し、[完了] を押します。

注記 作業が終了したら、Ethernet ケーブルを取り外します。
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SecureEasySetup (SES) を使用してワイヤレス通信をセットアップするには

お使いのワイヤレス ルータが SES 互換の場合は、SES を使用してセットア

ップする以下の指示を参照してください。

注記 この方法を使用するには、SecureEasySetup とのワイヤレス アクセ

ス ポイントが必要です。 アクセス ポイントは SecureEasySetup モード

に設定します。 詳細については、アクセス ポイントのマニュアルを参照

してください。

1. ワイヤレス ルータの SES ボタンを押します。

2. 2 分以内に、[セットアップ] を押します。 2 行ディスプレイのデバイスの

場合は、[ネットワーク] を選択し、[ワイヤレス セットアップ ウィザード]
を選択し、[SecureEasySetup] を選択して、画面の指示に従います。

3. 2 分ほど待ってから、デバイスの自己診断テスト ページを印刷し、SES
設定がルータのワイヤレス設定と一致していることを確認します。

注記 接続が確立できない場合は、デバイスのネットワーク設定をリセ
ットするか、ワイヤレス設定を変更して、この手順を繰り返す必要が
あります。 詳細については、ワイヤレス通信に関連する問題の解決を

参照してください。

4. コンピュータで実行中のアプリケーションをすべて終了します。

5. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。CD のメニューが自動的に起

動します。CD が自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセットアッ

プ アイコンをダブルクリックします。

6. CD メニューで [インストール] をクリックし、画面の指示に従って操作し

ます。

7. [接続の種類] ダイアログで [ワイヤード ネットワーク/ワイヤレス] を選択

し、画面の指示に従います。
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ワイヤレス ネットワークでデバイスをセットアップするには (Mac OS)
1. デバイス ハードウェアを設定します (セットアップ ガイドを参照)。
2. AirPort カードがコンピュータにインストールされていることを確認して

ください。

3. コンピュータで実行中のアプリケーションをすべて終了します。

4. [ユーティリティ] フォルダから [AirPort Setup Assistant] を開きます。

ワイヤレス ネットワーク上での設定の詳細については、AirPort の説明書

を参照してください。

5. アドホック ネットワークの場合は、メニュー バーで [AirPort] アイコンを

クリックし、[Computer to Computer Networks] で [hpsetup] を選択し

ます。 ワイヤレス ネットワークの場合は、[AirPort] アイコンをクリック

し、[その他] をクリックしてネットワークに参加します。

6. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。CD のメニューが自動的に起

動します。CD が自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセットアッ

プ アイコンをダブルクリックします。

7. CD メニューで [ソフトウェアのインストール] をクリックし、画面の指示

に従って操作します。

8. [接続の種類] 画面で、ワイヤレス ネットワーク オプションを選択し、[完
了] をクリックします。

9. [ネットワーク プリンタ セットアップ ユーティリティ] の画面上の指示に

従います。これは自動的に起動してプリンタ ドライバをインストールし

ます。

ワイヤレス通信をオフにするには

コントロール パネルで、[セットアップ] を押し、[ネットワーク メニュー] を
選択し、[ワイヤレス] を選択し、[オン] または [オフ] を選択します。

ワイヤレス ネットワークでのノイズの減少ガイドライン

以下のヒントは、ワイヤレス ネットワークでのノイズの発生を減少するのに

役立ちます。

• 無線シグナルを混乱させる原因となることがあるため、ワイヤレス デバ

イスをファイル キャビネットなどの大きな金属性の物体や電子レンジや

コードレス電話などそれ以外の電磁デバイスから離しておきます。

• 大きな石造構造やそれ以外の建築構造は無線波を吸収してシグナル強度を
弱めることがあるため、ワイヤレス デバイスをこれらの構造から離して

おきます。

• インフラストラクチャ ネットワークでは、WAP をネットワーク上のワイ

ヤレス デバイス間の中心位置に置きます。

• ネットワーク上のワイヤレス デバイスをすべて至近距離に置きます。
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ワイヤレス ネットワークのセキュリティ保証ガイドライン

• ハードウェア アドレスを WAP に追加するには

• その他のガイドライン

ハードウェア アドレスを WAP に追加するには

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で、WAP を通じてネットワークへ

アクセスできるデバイスの MAC アドレス (ハードウェア アドレスとも呼ばれ

る) のリストを WAP で構成します。

ネットワークにアクセスしようしているデバイスのハードウェア アドレスが

WAP にない場合、WAP はネットワークへのデバイスのアクセスを拒否しま

す。

WAP が MAC アドレスをフィルタすると、デバイスの MAC アドレスは

WAP の容認された MAC アドレスのリストに追加されなければなりません。

1. ネットワーク設定ページを印刷します。 ネットワーク設定ページの詳細

については、ネットワーク設定ページの理解を参照してください。

2. WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウェア アドレスを

容認された MAC アドレスのリストに追加します。

その他のガイドライン

ワイヤレス ネットワークをセキュアに保つには、以下のガイドラインに従い

ます：

• パスワードには最低 20 のランダム文字を使用します。 WPA パスワード

では、63 文字まで使用できます。

• よくある語句、簡単な文字の順序 (すべて 1 など)、および個人的にわかり

やすい情報は、パスワードには使用しないでください。 大文字と小文

字、数字、そして許可されている場合には句読点などの特殊文字から構成
された、ランダムな文字列を常に使用してください。

• パスワードは定期的に変更します。

• アクセス ポイントやワイヤレス ルータへの管理者アクセス用にメーカー

から提供されたデフォルト パスワードは変更します。 管理者名を変更で

きるルータもあります。

• アクセス ポイントやルータは、窓の近くではなく、部屋の中央に置きま

す。

• ワイヤレス上での管理者アクセスは、できればオフにします。 こうする

と、構成を変更する場合にはワイヤ Ethernet 接続を使用してルータに接

続する必要があります。
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• できれば、ルータへのインターネット上のリモート管理者アクセスはオフ
にします。 Remote Desktop を使用して、ルータで起動しているコンピュ

ータへ暗号化された接続を行い、インターネット上でアクセスしているロ
ーカル コンピュータから構成変更を行うことができます。

• 他者の'ワイヤレス ネットワークへ間違って接続することを防ぐため、推

奨されていないネットワークへ自動的に接続する設定をオフにします。
これは、Windows XP ではデフォルトで無効にされています。

デバイスの Bluetooth 通信のセットアップ

HP Bluetooth ワイヤレス プリンタ アダプタを使うと、Bluetooth デバイスか

らケーブルで接続せずに、ドキュメントを印刷できます。 デバイス前面の

USB ポートに HP Bluetooth アダプタを差し込むだけで、PDA やカメラ付き

携帯電話などの Bluetooth デバイスから印刷できます。 Bluetooth テクノロジ

を使用して、コンピュータからデバイスに印刷することもできます。

コントロール パネルからデバイスの Bluetooth 通信をセットアップするには

1. HP Bluetooth アダプタを前面の USB ポートに挿入します (下図を参照)。

2. Bluetooth デバイスには、互いに通信して接続を確立するときに、アドレ

スを交換するものがあります。 また、Bluetooth デバイスによっては、接

続時に他のデバイスの名前を表示するものがあります。 デバイスの名前

としてデフォルト名を表示しない場合は、デバイス名を変更できます。

必要に応じて、以下の操作を行います。

デバイスのアドレスを見つけるには

a. [セットアップ] を押します。

b. [Bluetooth] を選択し、[デバイスのアドレス] を選択します。 デバイス

のアドレスが表示されます。この情報は読み取り専用です。

c. アドレスをオールインワン デバイスに入力するには、Bluetooth デバ

イスに同梱されている指示に従って操作してください。
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デバイス名をデフォルトから変更するには

a. [セットアップ] を押します。

b. [Bluetooth] を選択し、[デバイス名] を選択します。

注記 お使いのデバイスには、出荷時に [Officejet L7XXX Series]
という名前が設定されています。

c. キーパッドを使って新しい名前を入力します。

d. デバイスの名前を入力したら、[OK] を押します。

デバイスに接続して印刷するときに、入力した名前が Bluetooth デバ

イスに表示されます。

3. [OK] を押して、セットアップ メニューを終了します。

埋め込み Web サーバでデバイスの Bluetooth 通信をセットアップするには

▲ 埋め込み Web サーバを開き、[Bluetooth] タブをクリックし、各セクショ

ンの必須フィールドを設定し、[適用] をクリックします。

埋め込み Web サーバでデバイス名をデフォルトから変更するには

▲ 埋め込み Web サーバを開き、[Bluetooth] タブをクリックし、[デバイス

名] フィールドに新しい名前を入力し、[適用] をクリックします。

Bluetooth によるデバイスの接続

Bluetooth 接続でも、USB 接続と同じ多くの印刷機能を利用できます。 たと

えば、デバイスの状態やインク カートリッジの推定インク残量を確認するこ

とができます。

注記 Bluetooth で使用可能な唯一のソフトウェア機能は、印刷です。

Bluetooth 接続で、スキャンとソフトウェアによるファックスの送受信を

行うことはできません。 ただし、単独でのコピーとファックス機能は使用

できます。

Windows での Bluetooth によるデバイスの接続

デバイスに接続するには、Windows XP を実行し、Microsoft Bluetooth プロ

トコル スタックまたは Widcomm/Broadcom Bluetooth プロトコル スタック

のどちらかをインストールしておく必要があります。 コンピュータに

Microsoft スタックと Widcomm/Broadcom スタックの両方をインストールす
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ることは可能ですが、デバイスへの接続に使用できるのはどちらか 1 つのみ

です。

• Microsoft スタック： お使いのコンピュータに Windows XP Service
Pack 2 がインストールされていれば、Microsoft Bluetooth プロトコル ス
タックもインストール済みです。 外部 Bluetooth アダプタは Microsoft ス
タックにより自動的にインストールされます。 お使いの Bluetooth アダプ

タが Microsoft スタックに対応しているのにアダプタが自動的にインスト

ールされない場合は、Microsoft スタックが元々コンピュータに入ってい

ないことが考えられます。 Bluetooth アダプタの Microsoft スタックへの

対応状況については、アダプタ付属のマニュアルをご確認ください。

• Widcomm/Broadcom スタック： Bluetooth 内蔵の HP コンピュータをご

使用の場合、または HP Bluetooth アダプタをすでにインストールしてい

る場合は、Widcomm/Broadcom スタックもインストール済みです。 HP
コンピュータに HP Bluetooth アダプタを差し込んで使用している場合、

アダプタは Widcomm/Broadcom スタックにより自動的にインストールさ

れます。

Microsoft スタックによりインストールおよび印刷を行うには

注記 コンピュータにデバイス ソフトウェアがインストールされているこ

とを確認します。 このソフトウェアをインストールする目的は、

Bluetooth 接続のためのプリンタ ドライバを使用できるようにしておくた

めです。 このソフトウェアがすでにインストールされている場合は、再イ

ンストールの必要はありません。 デバイスに対して USB 接続と

Bluetooth 接続の両方を使用する場合は、最初に USB 接続をインストール

します。 詳細については、直接接続を参照してください。 USB 接続を使

用しない場合は、[接続タイプ] 画面で [このコンピュータに直接接続] を選

択します。 更に、[デバイスを今すぐ接続] 画面で、[デバイスをお使いの

コンピュータに接続できない...] の横のチェックボックスを選択します。

1. HP Bluetooth アダプタをデバイス前面の USB ポートに接続します。

2. 外部 Bluetooth アダプタを使用する場合は、コンピュータが起動してお

り、Bluetooth アダプタをコンピュータの USB ポートに接続していること

を確認します。 Service Pack 2 搭載の Windows XP がインストールされ

ている場合は、Bluetooth ドライバも自動的にインストールされます。

Bluetooth プロファイルの選択画面が表示されたら、[HCRP] を選択しま

す。

コンピュータに Bluetooth が内蔵されている場合は、コンピュータが起動

していることを確認します。

3. Windows のタスク バーで [スタート]、[プリンタと FAX] の順にクリック

します。

4. [プリンタの追加] アイコンをダブルクリックします。

5. [次へ] をクリックし、次に [Bluetooth プリンタ] を選択します。
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6. 画面に表示される指示に従って、インストールを行います。

7. 目的のプリンタで印刷を行います。

Widcomm/Broadcom スタックによりインストールおよび印刷を行うには

1. コンピュータにデバイス ソフトウェアがインストールされていることを

確認します。

2. HP Bluetooth アダプタを前面の USB ポートに接続します。

3. デスクトップまたはタスクバーの [My Bluetooth Places] アイコンをクリ

ックします。

4. [範囲内のデバイスの検索 ] をクリックします。

5. 使用可能なデバイスが検出されたら、デバイスの名前をダブルクリックし
てインストールを完了します。

6. 目的のデバイスで印刷を行います。

Mac OS での Bluetooth によるデバイスの接続

デバイスを Bluetooth 内蔵の Mac に接続するか、外部 Bluetooth アダプタを

取り付けることができます。

Bluetooth を使用してインストールおよび印刷を行うには

注記 Mac Bluetooth は OS で有効にする必要があります。 確認するに

は、[システム環境設定] を開き、[ネットワーク] をクリックし、[ネットワ

ーク ポート構成] を選択し、[Bluetooth] がオンになっていることを確認

します。

1. コンピュータにデバイス ソフトウェアがインストールされていることを

確認します。

2. HP Bluetooth アダプタをデバイス前面の USB ポートに接続します。

3. コントロール パネルの [電源] ボタンを押してデバイスの電源を切り、も

う一度ボタンを押して電源を入れます。

4. コンピュータに HP Bluetooth アダプタを接続し、アダプタの電源を入れ

ます。 コンピュータにアダプタ付属のソフトウェアがインストールされ

ていることを確認します。 コンピュータに Bluetooth が内蔵されている場

合は、コンピュータの電源だけを入れてください。

5. [プリンタ設定ユーティリティ] を開きます。

6. [プリンタ一覧] で、[追加] をクリックします。

デバイスの検索が開始されます。

7. 使用している Mac OS のバージョンに応じて、次のいずれかの操作を行い

ます。

▲ Mac OS 10.3： プルダウン メニューから [Bluetooth] を選択します。

▲ Mac OS 10.4： [デフォルト ブラウザ] タブで、接続の種類として

[Bluetooth] が選択されていることを確認します。
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8. プルダウン メニューから [Bluetooth] を選択します。 オールインワン デ
バイスを選択し、[追加] をクリックします。

デバイス一覧にオールインワン デバイスが追加されます。

9. 目的のデバイスで印刷を行います。

デバイスの Bluetooth のセキュリティ設定

コントロール パネルのメニューまたは埋め込み Web サーバのいずれかで、

次のデバイスのセキュリティ設定を有効にすることができます。

• Bluetooth デバイスからデバイスで印刷しようとすると、パスキー認証を

要求します。

• 通信範囲内にある Bluetooth デバイスでのデバイスの表示/非表示を切り替

えます。

パスキーを使用した Bluetooth デバイスの認証

デバイスのセキュリティ レベルを [高] または [低] に設定できます。

• [低]： デバイスはパスキーを要求しません。 通信範囲内のすべての

Bluetooth デバイスから印刷できます。

注記 デフォルトのセキュリティ設定は [低] です。 低レベル セキュリ

ティでは、認証が要求されません。

• [高]： デバイスは、Bluetooth デバイスが印刷ジョブを送信するのを許可

する前に、パスキーを要求します。 パスキーは 1～4 文字で数字のみで構

成する必要があります。

注記 デバイスでは、出荷時にあらかじめ 4 つのゼロのパスキー

"0000" が定義されています。

コントロール パネルでデバイスがパスキー認証を要求するように設定するには

1. [セットアップ] を押します。

2. [Bluetooth] を選択し、[パスキー] を選択します。

3. キーパッドを使って新しいパスキーを入力します。

4. パスキーを入力したら、[OK] を押します。

5. [セキュリティ レベル] を選択し、[高] を選択します。

6. [OK] を押します。

セキュリティ レベルが高い場合、認証が必要です。

これで、デバイスにパスキー認証が設定されます。
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埋め込み Web サーバでデバイスがパスキー認証を要求するように設定するには

▲ 埋め込み Web サーバを開き、[Bluetooth] タブをクリックし、[パスキー]
セクションに新しいパスキーを入力し、[セキュリティ レベル] セクション

で [高] をクリックし、[適用] をクリックします。

Bluetooth デバイスでのデバイスの表示/非表示を設定するには

デバイスを Bluetooth デバイスで表示できるようにする (パブリック) か、す

べてに非表示 (プライベート) にするように設定できます。

• [表示する]： 範囲内のどの Bluetooth デバイスからでも、デバイスを使っ

て印刷できます。

• [表示しない]： オールインワン デバイスのデバイス アドレスを記憶して

いる Bluetooth デバイスだけが印刷できます。

注記 お使いのデバイスには、出荷時にデフォルトのアクセス レベル [表
示する] が設定されています。

コントロール パネルからデバイスを非表示に設定するには

1. コントロール パネルの [セットアップ] を押します。

2. [Bluetooth] を押し、[表示] を押します。

3. 矢印ボタンを使用して [表示しない] を選択し、[OK] を押します。

オールインワン デバイスは、デバイス アドレスを記憶していない

Bluetooth デバイスからは利用できません。

埋め込み Web サーバからデバイスを非表示に設定するには

▲ 埋め込み Web サーバを開き、[Bluetooth] タブをクリックし、[表示] セク

ションの [表示しない] を選択し、[適用] をクリックします。

埋め込み Web サーバでの Bluetooth 設定のリセット

デバイスの Bluetooth 設定を工場出荷時のデフォルトにリセットするには、

次の手順に従います。

1. 埋め込み Web サーバを開き、[Bluetooth] タブをクリックします。

2. [Bluetooth のリセット] セクションで [Bluetooth のリセット] をクリック

し、[適用] をクリックします。

ソフトウェアのアンインストールと再インストール
インストールが不完全な場合、またはソフトウェア インストール画面で指示

される前に USB ケーブルをコンピュータに接続した場合は、ソフトウェアを

アンインストールしてから再インストールする必要があります。 デバイスの

アプリケーション ファイルをコンピュータから単に削除するだけでは不十分

です。 デバイス付属のソフトウェアをインストールしたときに追加されたア
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ンインストール ユーティリティを使って、該当するファイルを正しく削除し

てください。

ソフトウェアのアンインストール方法は、Windows コンピュータの場合は 3
種類、Macintosh コンピュータの場合は 1 種類あります。

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールする方法、その 1
1. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 ソフトウェア

の再インストールが完了するまで、デバイスをコンピュータに接続しない
でください。

2. [電源] ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。

3. Windows タスクバーで、[スタート] をクリックし、[プログラム] または

[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP] を選択し、[Officejet
Pro L7XXX Series] を選択して、[アンインストール] をクリックします。

4. 画面上の指示に従って操作してください。

5. 共有ファイルを削除するかどうか尋ねられたら、[いいえ] をクリックしま

す。

共有ファイルを削除すると、これらのファイルを使用する他のプログラム
が動作しなくなってしまう可能性があります。

6. コンピュータを再起動します。

7. ソフトウェアを再インストールするには、コンピュータの CD-ROM ドラ

イブにデバイスのスタータ CD を挿入し、画面の指示に従います。デバイ

ス接続前にソフトウェアをインストールするには (推奨)も参照してくださ

い。

8. ソフトウェアのインストールが完了したら、デバイスをコンピュータに接
続します。

9. [電源] ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。

デバイスを接続し、電源を入れると、すべてのプラグ アンド プレイ イベ

ントが完了するまでに数分待たなければならないこともあります。

10.画面上の指示に従って操作してください。

ソフトウェアのインストールが完了したら、Windows システム トレイに

[HP Digital Imaging Monitor] アイコンが表示されます。

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールする方法、その 2

注記 この方法は、Windows の [スタート] メニューで [アンインストー

ル] が利用できない場合に使用します。
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1. Windows タスクバーで、[スタート] をクリックし、[設定] を選択し、[コ
ントロール パネル] を選択して、[プログラムの追加と削除] をクリックし

ます。

-または-
[スタート] をクリックして [コントロール パネル] をクリックし、[プログ

ラムと機能] をダブルクリックします。

2. [HP Officejet Pro All-in-One Series] を選択し、[変更と削除] または [ア
ンインストールと変更] をクリックします。

画面上の指示に従って操作してください。

3. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。

4. コンピュータを再起動します。

注記 コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュータとの接続
を解除することが重要です。 ソフトウェアの再インストールが完了す

るまで、デバイスをコンピュータに接続しないでください。

5. コンピュータの CD-ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を挿入し、

セットアップ プログラムを起動します。

6. 画面上の指示に従って操作します。デバイス接続前にソフトウェアをイン
ストールするには (推奨)も参照してください。

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールする方法、その 3

注記 この方法は、Windows の [スタート] メニューで [アンインストー

ル] が利用できない場合に使用します。

1. コンピュータの CD-ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を挿入し、

セットアップ プログラムを起動します。

2. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。

3. [アンインストール] を選択して、画面上の指示に従って操作します。

4. コンピュータを再起動します。

注記 コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュータとの接続
を解除することが重要です。ソフトウェアの再インストールが完了す
るまで、デバイスをコンピュータに接続しないでください。

5. デバイスのセットアップ プログラムをもう一度起動します。

6. [インストール] を選択します。

7. 画面上の指示に従って操作します。デバイス接続前にソフトウェアをイン
ストールするには (推奨)も参照してください。

Macintosh コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールするには

1. [HP デバイス マネージャ] を起動します。

2. [情報と設定] をクリックします。
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3. プルダウン メニューから [HP AiO ソフトウェアのアンインストール] を選

択します。

画面上の指示に従って操作してください。

4. ソフトウェアのアンインストールが完了したら、コンピュータを再起動し
ます。

5. ソフトウェアを再インストールするには、コンピュータの CD-ROM ドラ

イブにデバイスのスタータ CD を挿入します。

6. デスクトップで、CD-ROM を開き、[HP All-in-One インストーラ] をダブ

ルクリックします。

7. 画面上の指示に従って操作します。デバイス接続前にソフトウェアをイン
ストールするには (推奨)も参照してください。
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10 保守とトラブルシューティング
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• サポートされているインク カートリッジ

• インク カートリッジの交換

• プリントヘッドのメンテナンス

• 印刷サプライ品の保管

• デバイスのクリーニング

• トラブルシューティング ヒントとリソース

• 印刷上の問題の解決

• 印刷品質の不良と予期しないプリント結果

• 給紙の問題の解決

• コピーの問題の解決

• スキャンの問題の解決

• ファックスの問題の解決

• 写真 (メモリ カード) の問題の解決

• 本体の管理に関する問題の解決

• インストールの問題のトラブルシューティング

• メディア詰まりの除去

サポートされているインク カートリッジ

利用可能なインク カートリッジは、国/地域によって異なります。 インク カ
ートリッジにはさまざまなサイズがあります。 お使いのデバイスでサポート

されているインク カートリッジの一覧については、自己診断テスト ページを

印刷し、インク カートリッジの状態セクションの情報をお読みください (詳
細については、自己診断テスト ページの理解を参照してください)。

カートリッジ番号は次の場所で確認できます。

• セルフ テスト診断ページ (自己診断テスト ページの理解を参照)。
• 交換するインク カートリッジのラベル。

• [Windows]： 双方向通信を行っている場合は、[ツールボックス] の [推定

インク レベル] タブをクリックし、[カートリッジの詳細] ボタンが表示さ

れるまでスクロールします。次に、[カートリッジの詳細] をクリックしま

す。

• Mac OS： HP プリンタ ユーティリティの [情報とサポート] パネルの [サ
プライ製品情報] をクリックし、[市販サプライ品情報] をクリックしま

す。
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注記 カートリッジのインクは、デバイスとカートリッジの準備を行う初
期化プロセスと、プリンタのノズルをきれいに保ち、インクの流れをスム
ーズにするプリントヘッドサービスを含むさまざまな印刷プロセスに使用
されます。 また、カートリッジ使用後インクが少しカートリッジに残りま

す。詳細については、www.hp.com/go/inkusage を参照してください。

インク カートリッジの交換

予想インク量はツールボックス (Windows)、HP プリンタ ユーティリティ

(Mac OS)、または埋め込み Web サーバから確認できます。 これらのツール

の使用情報については、デバイス管理ツールの使用 を参照してください。 自
己診断テスト ページを印刷してこの情報を表示することもできます (自己診

断テスト ページの理解を参照)。

注記 表示されるインク残量は予測でしかありません。 実際のインク残量

とは異なる場合があります。

カートリッジをパッケージから取り出したら、すぐに取り付けてくださ
い。 カートリッジをプリンタから長時間外したままにしないでください。

お使いのプリンタと使用するインク カートリッジについては、サプライ品

を参照してください。

インク カートリッジを交換するには

1. インク カートリッジ カバーをゆっくりと開きます。
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2. 交換の必要なインク カートリッジを、親指と人差し指ではさんで手前に

引き、取り外します。

3. パッケージから新しいインク カートリッジを取り出します。

4. カートリッジをカラーコードされたスロットに揃え、カートリッジをスロ
ットに挿入します。 正しく接するようにカートリッジをしっかりと押し

下げます。

5. インク カートリッジ カバーを閉じます。

プリントヘッドのメンテナンス
印刷された文字が完全でないときや、プリント結果から点や行が抜けている
ときは、インク ノズルが詰まっているか、プリントヘッドのクリーニングが

必要です。

プリント結果が落ちた場合は、以下の順序で該当のステップを完了します：

1. プリントヘッドの状態を確認します。 詳細については、プリントヘッド

の状態を確認するにはを参照してください。

2. きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。 問題の部分を確

認し、推奨された操作を行います。 詳細については、印刷品質診断ペー

ジを印刷するにはを参照してください。

3. プリント ヘッド コンタクトを手動でクリーニングします。 詳細について

は、プリントヘッドをクリーニングするにはを参照してください。

4. クリーニングを行っても問題が解決しない場合は、プリントヘッドを交換
します。 詳細については、プリントヘッドを交換するにはを参照してく

ださい。

注意 プリントヘッドを改造したために生じた製品の損傷については、
HP は責任を負いかねます。
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プリントヘッドの状態を確認するには

以下のいずれかの方法を使用して、プリントヘッドの状態を確認します。 プ
リントヘッドのどれかの状態があまりよくない場合は、メンテナンス機能の
いずれかを実行するか、またはプリントヘッドをクリーニングします。

• 自己診断テスト ページの印刷：  きれいな白い用紙に自己診断テスト ペー

ジを印刷し、プリントヘッドの状態セクションを確認します。 詳細につ

いては、自己診断テスト ページの理解を参照してください。

• 埋め込み Web サーバ： 埋め込み Web サーバを開きます。 詳細について

は、埋め込み Web サーバを開くにはを参照してください。 [情報] タブを

クリックし、左枠の [インク サプライ品] をクリックします。

• ツールボックス (Windows)： ツールボックスを開きます。 詳細について

は、ツールボックスを開くにはを参照してください。 [情報] タブをクリッ

クし、[プリントヘッド状態] をクリックします。

印刷品質診断ページを印刷するには

印字品質診断ページを使用して、製品の印字品質に影響を与える問題を診断
します。 これにより、印刷出力を改善するためにメンテナンス ツールを実行

する必要があるかどうかを判断できます。 診断ページには、インク量情報や

プリントヘッドの状態も表示されます。

• コントロールパネル： [セットアップ] ボタンを押し、[レポートの印刷] を
選択し、[印刷品質ページ] を選択して [OK] を押します。

• 埋め込み Web サーバ： [設定] タブをクリックし、左枠の [デバイス サー

ビス] をクリックします。次に、[印刷品質] セクションのドロップダウン

リストから [PQ (印刷品質) 診断ページを印刷する] を選択し、[診断を実行

する] をクリックします。

• ツールボックス (Windows)： [サービス] タブをクリックし、[PQ (印字品

質) 診断ページの印刷] をクリックして画面の指示に従います。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [PQ (印刷品質) 診断ページを印

刷する] を [情報とサポート] パネルからクリックします。
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1 プリンタの情報： 本製品の情報 (製品モデル番号、シリアル番号、およびファームウェア
バージョン番号など)、トレイと両面印刷ユニットから印刷されたページ数、インクの残
量についての情報やプリントヘッドの状態が表示されます。

2 テスト パターン 1：  線が直線でなかったりつながっていない場合は、プリントヘッドの
位置調整を行います。 詳細については、プリントヘッドの位置を調整するにはを参照し
てください。

3 テスト パターン 2：  色のついたブロックのどれかに細い白線がある場合は、プリントヘ
ッドのクリーニングを行います。詳細については、プリントヘッドをクリーニングするに
はを参照してください。

4 テスト パターン 3：  矢印の向いている箇所に濃い線や白のギャップがある場合は、ライ
ン フィード キャリブレーションを行います。 詳細については、ライン フィード キャリ
ブレーションを行うにはを参照してください。

プリントヘッドの位置を調整するには

プリントヘッドを交換するたびに、最高の印字品質を得るためにプリントヘ
ッドの位置調整が自動的に行われます。 ただし、印刷ページでプリントヘッ
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ドが位置調整されていないように見える場合は、手動で調整プロセスを開始
できます。

• コントロールパネル： [セットアップ] ボタンを押し、[ツール] を選択し、

[プリンタ位置の調整] を選択し、[OK] を押します。 調整が終了したら、

[OK] を押して続行します。

• 埋め込み Web サーバ： [設定] タブをクリックし、左枠で [デバイス サー

ビス] をクリックします。次に、[印刷品質] セクションのドロップダウン

リストから [プリントヘッドのアライニング] を選択し、[診断を実行する]
をクリックします。

• ツールボックス (Windows)： [サービス] タブをクリックし、[プリントヘ

ッドの位置調整] をクリックして画面の指示に従います。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [位置調整] を [情報とサポート]
パネルからクリックします。

ライン フィード キャリブレーションを行うには

• コントロールパネル： [セットアップ] ボタンを押し、[ツール] を選択し、

[改行を校正する] を選択し、[OK] を押します。

• 埋め込み Web サーバ： [設定] タブをクリックし、左枠で [デバイス サー

ビス] をクリックし、[印刷品質] セクションのドロップダウン リストから

[改行を校正する] を選択し、[診断を実行する] をクリックします。

• ツールボックス (Windows)： [サービス] タブをクリックし、[ラインフィ

ードのキャリブレーション] をクリックして画面の指示に従います。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [ラインフィードのキャリブレー

ション] を [情報とサポート] パネルからクリックします。

プリントヘッドをクリーニングするには

注記 クリーニングにはインクが使用されるため、プリントヘッドのクリ
ーニングは必要な場合しか行わないでください。

クリーニングには最高 3.5 分間かかります。 処理中に雑音が発生すること

があります。

• コントロールパネル：[セットアップ] ボタンを押し、[ツール] を選択し、

[プリントヘッドのクリーニング] を選択します。

• 埋め込み Web サーバ： [デバイス設定] タブをクリックし、左枠で [デバ

イス サービス] をクリックします。次に、[印刷品質] セクションのドロッ

プダウン リストから [プリントヘッドのクリーニング] を選択し、[診断を

実行する] をクリックします。

• ツールボックス (Windows)： [サービス] タブをクリックし、[プリントヘ

ッドのクリーニング] をクリックして画面の指示に従います。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [クリーニング] を [情報とサポ

ート] パネルからクリックします。
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プリントヘッド コンタクトを手動でクリーニングするには

プリントヘッドを取り付けた後、印刷が行われないことを示すメッセージが
コントロール パネルに表示される場合があります。 このメッセージが表示さ

れた場合は、プリントヘッドおよびデバイス内の電気コンタクトのクリーニ
ングを行います。

注意 電気コンタクトのクリーニングは、プリントヘッドをクリーニング
した後でしか行わないでください。 電気コンタクトには、破損しやすい電

子部品が装着されています。詳細については、プリントヘッドをクリーニ
ングするにはを参照してください。

1. 上部カバーを開きます。

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、[OK] ボタンを 5 秒間押し

続けます。 キャリッジが止まるのを待ち、電源コードをプリンタから外

します。

3. プリントヘッド ラッチを上げます。

4. コントロール パネルのメッセージに対応するプリントヘッドのハンドル

を持ち上げて、プリントヘッドをスロットから引き出します。
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5. きれいで乾いた柔らかな糸くずのない布を用意します。 コーヒー フィル

タ用紙やメガネのレンズ クリーニング用紙などが適しています。

注意 水を使用しないでください。

6. プリントヘッドの電気コンタクトを拭きますが、ノズルには触れないでく
ださい。

注記 電気コンタクトは小さな銅色の正方形で、プリントヘッドの片面
にかたまっています。

ノズルは、プリントヘッドの別の面にあります。 ノズルにはインクが

見えます。

注意 ノズルに触れると、損傷することがあります。 また、インクは

衣類に染みをつけます。

7. クリーニング後、プリントヘッドを紙かペーパー タオルの上に置きま

す。 ノズルが上を向き、用紙に触れていないことを確認してください。
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8. 本体内のプリントヘッド スロットの電気コンタクトを、清潔で乾燥し

た、柔らかい糸くずのない布でクリーニングします。

9. 電源コードを接続し、本体の電源を入れます。 コントロール パネルに

は、プリントヘッドがないと表示されているはずです。

10.プリントヘッドを対応するカラーで色分けされているスロットに挿入しま
す (プリントヘッドのラベルがプリントヘッド ラッチの色と一致しなけれ

ばなりません)。 正しく接するようにプリント ヘッドをしっかりと押し下

げます。

11.プリントヘッド ラッチを前面に引き出し、ラッチが正しく挿入されるよ

う押し下げます。 ラッチを閉じるには、多少力を加える必要がありま

す。

12.必要に応じて、残りのプリントヘッドにも前述のステップを繰り返しま
す。

13.上部カバーを閉じます。

14.コントロール パネルにメッセージが表示されたままの場合は、前述の手

順で、メッセージに対応するプリントヘッドのクリーニングを行います。

15.コントロール パネルにメッセージが表示されたままの場合は、メッセー

ジに対応するプリントヘッドを交換します。

16.本体がプリントヘッドを初期化し、位置調整ページを印刷するのを待ちま
す。 ページが印刷されない場合は、プリントヘッドの位置を手動で調整

します。詳細については、プリントヘッドの位置を調整するにはを参照し
てください。

プリントヘッドを交換するには

注記 お使いのプリンタと使用するプリントヘッドについては、サプライ
品 を参照してください。

1. 上部カバーを開きます。

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、[OK] ボタンを 5 秒間押し

続けます。 キャリッジが止まるのを待ちます。
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3. プリントヘッド ラッチを上げます。

4. プリントヘッドのハンドルを持ち上げて、プリントヘッドをスロットから
引き出します。

5. プリントヘッドを取り付ける前に、プリントヘッドをパッケージに入れた
まま、上下に少なくとも 6 回振ります。
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6. 新しいプリント ヘッドをパッケージから取り出し、オレンジ色の保護キ

ャップを取ります。

注意 キャップを取り外した後でプリントヘッドを振らないでくださ
い。

7. プリントヘッドを対応するカラーで色分けされているスロットに挿入しま
す (プリントヘッドのラベルがプリントヘッド ラッチの色と一致しなけれ

ばなりません)。正しく接するようにプリント ヘッドをしっかりと押し下

げます。

8. プリントヘッド ラッチを前面に引き出し、ラッチが正しく挿入されるよ

う押し下げます。ラッチを閉じるには、多少力を加える必要があります。

9. 上部カバーを閉じます。

10.本体がプリントヘッドを初期化し、位置調整ページを印刷するのを待ちま
す。ページが印刷されない場合は、プリントヘッドの位置を手動で調整し
ます。詳細については、プリントヘッドの位置を調整するにはを参照して
ください。

印刷サプライ品の保管
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• インク カートリッジの保管

• プリントヘッドの保管

インク カートリッジの保管

インク カートリッジは、デバイス内に長期間置いておくことができます。イ

ンク カートリッジを取り外す場合は、ジッパー付きのビニール袋など、密封

された容器に保管してください。

プリントヘッドの保管

プリントヘッドは、デバイス内に長期間置いておくことができます。プリン
トヘッドを取り外す場合は、ジッパー付きのビニール袋など、密封された容
器に保管してください。
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デバイスのクリーニング
このセクションでは、本体を最高の状態に保つための方法について説明しま
す。 必要に応じてこれらの保守手順を実行してください。

スキャナ ガラス、ADF カバーの保護シート、または ADF フレームのほこり

や汚れにより、パフォーマンスが低下したり、スキャンの品質が低下した
り、コピーを特定のページ サイズに合わせるなどの特殊機能の正確さが損な

われたりすることがあります。

スキャナ ガラスのクリーニング

スキャナ ガラスをクリーニングするには

1. 本体の電源をオフにします。

2. ADF を持ち上げます。

3. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くずのない布で
ガラスをクリーニングします。 乾いた、柔らかい、糸くずのない布でガ

ラスの水分を拭き取ります。

注意 スキャナ ガラスのクリーニングにはガラス用洗剤以外使用しな

いでください。 研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などを含む

洗剤は使用しないでください。これらの成分は、スキャナ ガラスを傷

める可能性があります。 また、イソプロピル アルコールの使用も避け

てください。ガラス面に縞模様が残ることがあります。

注意 ガラス用洗剤をガラス面に直接吹き付けないでください。 ガラ

ス用洗剤を多く吹き付けると、洗剤が本体内に入り、スキャナを傷め
ることがあります。

4. ADF を閉じて、デバイスの電源を入れます。
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自動ドキュメント フィーダ (ADF) のクリーニング

ADF は、その使用量や用紙の種類に応じて定期的なクリーニングが必要で

す。 ADF を週に数回使用する場合は、月 1 回のクリーニングを推奨しま

す。 お使いの製品に適したクリーニング計画を立ててください。

スキャンした文書に縞模様が入る場合、ADF フレームをクリーニングすると

問題が解決することがあります。

ADF をクリーニングするには

1. 本体の電源をオフにします。

2. ADF を持ち上げます。

3. ADF の裏側にある ADF フレームの位置を確認します。
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4. ADF フレーム リリース ボタンを押します。

5. ADF フレームを取り外します。

第 10 章

182 保守とトラブルシューティング



6. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くずのない布
で ADF フレームをクリーニングします。 ADF フレーム内側の白いストリ

ップを含め、透明フィルムの両側をクリーニングします。

注意 ガラス用洗剤以外は使用しないでください。 研磨剤、アセト

ン、ベンゼン、四塩化炭素などを含む洗剤は使用しないでください。
これらの成分は、ADF フレームを傷める可能性があります。 また、イ

ソプロピル アルコールの使用も避けてください。縞模様が残ることが

あります。

7. 次の手順に従って ADF フレームを取り付けます。

a. ADF 保護シートを持ち上げ、ADF フレームを取り付け穴に差し込みま

す。
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b. ADF フレームを保護シートの下にスライドさせ、カチッと音がするま

で押し込みます。

注意 ADF が正常に動作するためには、ADF フレームを保護シートの

下にする必要があります。

8. ADF を閉じて、デバイスの電源を入れます。

ADF 保護シートをクリーニングするには

1. 本体の電源をオフにします。

2. ADF を持ち上げます。

3. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くずのない布
で、白い ADF 保護シートをクリーニングします。 保護シートを軽く拭い

て汚れを落とします。シートを強くこすらないでください。

4. 乾いた、柔らかい、糸くずのない布で保護シートの水分を拭き取ります。

注意 保護シートを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは使
用しないでください。
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5. 上記の手順でシートの汚れが十分に落ちない場合は、イソプロピル (消毒

用) アルコールを使用して上記の手順を繰り返します。 湿らせた布で保護

シートに残ったアルコールを完全に拭き取った後、乾いた、柔らかい、糸
くずのない布で保護シートの水分を拭き取ります。

6. ADF を閉じて、デバイスの電源を入れます。

外側のクリーニング

注記 本体のクリーニングを行う前に、電源をオフにした後、電源コード
をコンセントから抜きます。

柔らかい、糸くずのない布で、ケースのほこり、シミ、汚れなどを拭き取り
ます。 本体の外側はクリーニングの必要がありません。 本体の内側やコント

ロール パネルを濡らさないようにしてください。

トラブルシューティング ヒントとリソース

印刷問題を解決するには、以下のヒントとリソースを使用します。

• 用紙詰まりは、本体に詰まったメディアの除去を参照してください。

• 用紙が曲がったり持ち上がってしまうなどの給紙の問題は、給紙の問題の
解決 を参照してください。

• 電源ランプがオンで点滅していない。 本体に初めて電源を入れた場合、

プリントヘッドの取り付け後、初期化に約 12 分間かかります。

• コンピュータ画面にエラー メッセージが表示されていない。

• 電源コードとそれ以外のケーブルが正しく機能し、本体にしっかりと接続
されていることを確認します。 本体が正しく機能している交流 (AC) 電源

にしっかりと接続され、電源が入っていることを確認します。 電圧の要

件については、電気仕様を参照してください。

• メディアがトレイに正しくセットされ、本体内部に詰まっていない。

• プリントヘッドとインク カートリッジが、色分けされたスロットに正し

く取り付けられている。 正しく接するようにプリント ヘッドとインク カ
ートリッジをしっかりと押し下げてください。 各プリントヘッドからオ

レンジ色の保護キャップを取り外してあることを確認します。

• プリントヘッド ラッチとカバーがすべて閉じられている。

• 後部アクセス パネルまたはオプションの両面印刷ユニットがしっかりと

固定されている。

• 梱包テープと梱包材が取り外してある。

• 自己診断テスト ページを印刷できる。詳細については、自己診断テスト

ページの理解を参照してください。
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• 本体が現在のプリンタ、またはデフォルトのプリンタとして設定されてい
る。 Windows では、[プリンタと FAX] フォルダで本体を通常使うプリン

タに設定します。 Mac OS では、プリンタ設定ユーティリティで本体をデ

フォルトとして設定します。 詳細は、コンピュータ付属のマニュアルを

参照してください。

• Windows 起動中のコンピュータで [印刷の一時停止] が選択されていな

い。

• タスクの実行中に、実行しているプログラム数が多すぎない。 タスクを

再試行する前に、使っていないプログラムを閉じるか、またはコンピュー
タを再起動します。

• 有線ネットワークに静的 IP アドレス、ワイヤレス ネットワークに動的

IP アドレスを使用することも、その逆も可能です。 詳細については、IP
設定を変更するにはを参照してください。

静的 IP アドレスを設定するには 
1. 埋め込み Web サーバを開き、[ネットワーク] タブをクリックし、左枠か

ら [ワイヤード (802.3)] または [ワイヤレス (802.11)] を選択し、[IP 設定]
サブタブをクリックします。

2. [手動 IP] を選択し、静的 IP アドレスを [IP アドレス] ボックスに入力しま

す。

3. 必要に応じて [サブネット マスク] と [デフォルト ゲートウェイ] に値を入

力し、[適用] をクリックします。

注意 IP アドレスを変更すると、内蔵サーバとの現在の接続が中断するこ

とがあります。

印刷上の問題の解決
• デバイスの電源が突然切れる

• コントロール パネルのディスプレイにエラー メッセージが表示される

• デバイスが応答しない (何も印刷されない)
• デバイスがプリントヘッドを受け付けない

• 印刷するのに長時間かかる

• 空白ページまたはページの一部だけが印刷される

• ページの一部が印刷されない、または正しくない

• テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない

• ページの半分が印刷された後、用紙が排出される
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デバイスの電源が突然切れる

電源と電源の接続を確認します

正しく機能している交流 (AC) 電源に本体がしっかりと接続されていることを

確認します。電圧の要件については、電気仕様を参照してください。

コントロール パネルのディスプレイにエラー メッセージが表示される

修復不可能なエラーが生じました

ケーブルをすべて (電源コード、ネットワーク ケーブル、USB ケーブルな

ど) 外し、約 20 秒間待ってからケーブルを再接続します。 問題が続くようで

あれば、最新のトラブルシューティング情報、または製品の修正と更新を
HP Web サイト (www.hp.com/support) で見つけてください。

デバイスが応答しない (何も印刷されない)
本体がワイヤレス通信をサポートしている場合、ワイヤレス通信に関連する
問題の解決も参照してください。

デバイス設定の確認

詳細については、トラブルシューティング ヒントとリソースを参照してくだ

さい。

プリントヘッドの初期化を確認します

プリントヘッドを取り付けた場合、または交換した場合、数枚の位置調整ペ
ージが印刷され、プリントヘッドの位置調整が自動的に行われます。 このプ

ロセスには約 12 分間かかります。 このプロセスが完了するまで、自動位置

調整ページしか印刷できません。

デバイス ソフトウェアのインストールの確認

本体の電源が入っていないときに印刷すると、通常はコンピュータ画面に警
告メッセージが表示されます。警告メッセージが表示されない場合は、デバ
イス ソフトウェアが正しくインストールされていない可能性があります。 こ
れを解決するには、デバイス ソフトウェアを完全にアンインストールした

後、再インストールします。 詳細については、ソフトウェアのアンインスト

ールと再インストールを参照してください。
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ケーブル接続の確認

• ネットワーク/USB ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確

認します。

• 本体がネットワークに接続されている場合は、以下を確認します。

• 本体後部のリンク ランプを確認します。

• 本体の接続に電話線を使っていないことを確認します。

• ネットワーク ハブ、スイッチ、またはルーターが正しく作動していま

す。

ネットワーク環境のための本体の設定の確認

正しいデバイス ドライバとプリンタ ドライバ ポートを使用していることを

確認します。 ネットワーク接続の詳細については、デバイスの構成

(Windows)、デバイスの構成 (Mac OS)、またはネットワーク ベンダーから提

供された文書を参照してください。

コンピュータにパーソナル ファイアウォール ソフトウェアがインストールされている

かどうかの確認

パーソナル ソフトウェア ファイアウォールはセキュリティ プログラムで、

コンピュータを侵入から保護します。 ただし、ファイアウォールはコンピュ

ータと本体の通信を妨げることがあります。 本体との通信に問題が生じた場

合は、ファイアウォールを一時的に無効にしてみます。 問題が解決しない場

合は、ファイアウォールは通信問題の原因ではありません。 ファイアウォー

ルを再度有効にします。

ファイアウォールを無効にすることで本体と通信できる場合は、本体に静的
IP アドレスを割り当て、ファイアウォールを再度有効にすると、問題が解決

することがあります。詳細については、IP 設定を変更するにはを参照してく

ださい。

デバイスがプリントヘッドを受け付けない

プリントヘッド ラッチを確認する

プリント ヘッドのラッチが正しく閉じていることを確認します。

プリントヘッドの確認

• プリント ヘッドが色分けされているスロットに正しく挿入されているこ

とを確認します。詳細については、プリントヘッドを交換するにはを参照
してください。

• プリントヘッドを取り外してオレンジ色の保護キャップがプリントヘッド
からはがされていることを確認します。

第 10 章

188 保守とトラブルシューティング



プリント ヘッドをクリーニングする

プリントヘッドのクリーニング手順を完了します。 詳細については、プリン

トヘッドのメンテナンスを参照してください。

プリントヘッドの取り外しと本体の電源オフ

プリントヘッドを取り外した後、本体の電源を切り、約 20 秒間待ってからプ

リントヘッドを取り付けずに本体の電源を入れます。 本体が再起動したら、

プリントヘッドを再度取り付けます。

印刷するのに長時間かかる

システム設定を確認します

コンピュータが、本製品を使用するための最低限のシステム必要条件を満た
していることを確認します。 詳細については、システム要件を参照してくだ

さい。

デバイス ソフトウェアの設定の確認

印刷品質で [ベスト] または [最大 dpi] が選択されていると、印刷速度は遅く

なります。 印刷速度を上げるには、デバイス ドライバで別の印刷設定を選択

します。 詳細については、プリント設定の変更を参照してください。

無線ノイズがないか確認します

本体がワイヤレス接続されていて印刷速度が遅い場合、無線シグナルが弱い
可能性があります。 詳細については、ワイヤレス ネットワークでのノイズの

減少ガイドラインを参照してください。

空白ページまたはページの一部だけが印刷される

インク カートリッジが空になっていないか確認します

コントロール パネルで、使用中のカートリッジのインクの残量が少なくなっ

ていないか、または空になっていないかどうかを確認します。 ツールボック

ス (Windows)、HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)、または自己診断テス

ト ページ (自己診断テスト ページの理解を参照) でインクの残量を確認でき

ます。 モノクロ テキストを印刷中に空白のページが印刷された場合、ブラッ

ク カートリッジが空の場合があります。 詳細については、インク カートリ

ッジの交換を参照してください。

プリントヘッド ラッチを確認する

プリント ヘッドのラッチが正しく閉じていることを確認します。
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プリントヘッドの確認

• プリント ヘッドが色分けされているスロットに正しく挿入されているこ

とを確認します。詳細については、プリントヘッドを交換するにはを参照
してください。

• プリントヘッドを取り外してオレンジ色の保護キャップがプリントヘッド
からはがされていることを確認します。

プリント ヘッドをクリーニングする

プリントヘッドのクリーニング手順を完了します。詳細については、プリン
トヘッドのメンテナンスを参照してください。

プリントヘッドの取り外しと本体の電源オフ

プリントヘッドを取り外した後、本体の電源を切り、約 20 秒間待ってからプ

リントヘッドを取り付けずに本体の電源を入れます。 本体が再起動したら、

プリントヘッドを再度取り付けます。

ページの一部が印刷されない、または正しくない

プリントヘッドの確認

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。

余白設定の確認

文書の余白設定が本体の印刷可能領域を超えていないことを確認します。 詳
細については、最小余白の設定を参照してください。

カラー印刷設定を確認します

プリント ドライバで [グレースケールで印刷] が選択されていないことを確認

します。

本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認

高電磁界 (USB ケーブルなどにより生成) により、プリント結果が若干歪む場

合があります。 本体を電磁界の元から離します。 電磁界の影響を最小化する

ため、3m 以内の USB ケーブルを使用することをお勧めします。

テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない

メディアがセットされている方法を確認します

メディアの縦と横方向の用紙ガイドがメディアの束にぴったりと合い、トレ
イにセットされたメディアが多すぎないことを確認します。 詳細について

は、メディアのセットを参照してください。
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メディア サイズを確認します

• 文書サイズが使用中のメディアより大きい場合、ページがはみ出すことが
あります。

• プリンタ ドライバで選択したメディア サイズとトレイにセットされてい

るメディアのサイズが一致していることを確認してください。

余白設定の確認

ページの端からテキストまたはグラフィックスがはみ出す場合は、文書のマ
ージン設定が、本体の印刷可能領域以内であることを確認します。詳細につ
いては、最小余白の設定を参照してください。

ページの向き設定を確認します

アプリケーションで選択したメディアのサイズおよびページの方向がプリン
タ ドライバでの設定と一致していることを確認します。詳細については、プ

リント設定の変更を参照してください。

本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認

高電磁界 (USB ケーブルなどにより生成) により、プリント結果が若干歪む場

合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響を最小化する
ため、3m 以内の USB ケーブルを使用することをお勧めします。

前述の解決策でも問題が解決しない場合、アプリケーションが印刷設定を正
しく解釈できないことにより問題が生じている場合があります。 特定のヘル

プについては、リリース ノートで既知のソフトウェアの競合がないか確認す

るか、アプリケーションのマニュアルを参照するか、ソフトウェアの製造元
にお問い合わせください。

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される

インク カートリッジの確認

インク カートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消された

可能性があります。 インク カートリッジを交換し、印刷ジョブを本体に再送

信します。詳細については、インク カートリッジの交換を参照してくださ

い。

印刷品質の不良と予期しないプリント結果
• 印刷品質が不良

• 無意味な文字が印刷される

• インクがにじむ

• テキストまたはグラフィックスに印字ムラが出る

• 印字が薄いか色が鮮やかでない

• カラーが白黒で印刷される

• 間違った色で印刷される
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• 印刷結果のカラーがにじむ

• 色が正しい位置に印刷されない

• テキストまたはグラフィックスの線やドットが欠落している

印刷品質が不良

プリントヘッドとインク カートリッジを確認する

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。

用紙品質の確認

用紙が湿っていたり粗すぎる場合があります。 メディアが HP 仕様を満たし

ていることを確認し、再度印刷してみます。 詳細については、印刷メディア

の選択を参照してください。

本体にセットされているメディアのタイプの確認

• セットしたメディアのタイプがトレイにサポートされていることを確認し
ます。 詳細については、サポートされたメディアの仕様の理解を参照し

てください。

• プリント ドライバで、使用するメディアがセットされたトレイを選択し

ていることを確認します。

本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認

高電磁界 (USB ケーブルなどにより生成) により、プリント結果が若干歪む場

合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響を最小化する
ため、3m 以内の USB ケーブルを使用することをお勧めします。

無意味な文字が印刷される

印刷中のジョブが中断されると、本体がジョブの残りを認識しない場合があ
ります。

印刷ジョブをキャンセルし、本体がレディー状態に戻るのを待ちます。 プリ

ンタがレディー状態に戻らない場合は、ジョブをキャンセルしてから待ちま
す。 本体がレディーになったら、ジョブを再度送信します。 コンピュータが

ジョブを再試行するようプロンプトが表示されたら、[キャンセル] をクリッ

クします。

ケーブル接続の確認

本体とコンピュータが USB ケーブルで接続されている場合、ケーブル接続が

不良なために問題が生じることがあります。

ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確認します。 問題が解決

しない場合は本体の電源を切り、本体からケーブルを外してから本体の電源
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を入れ、プリンタ スプーラから残りのジョブを削除します。 電源ランプが点

滅せずにオンになったら、ケーブルを再度接続します。

文書ファイルの確認

文書ファイルが損傷していることがあります。 同じアプリケーションから他

の文書を印刷できる場合は、文書のバックアップ コピーを使用して印刷して

ください (バックアップされている場合)。

インクがにじむ

印刷設定の確認

• インク量を多く使用する文書を印刷している場合、プリント結果を扱う前
に十分乾燥するようにしてください。 OHP フィルムの場合は特に注意し

てください。 プリンタ ドライバで [ベスト] 印刷品質を選択し、インクの

乾燥時間を増やして、詳細設定 (Windows) またはインク機能 (Mac OS) の
インク量を使用してインクの彩度を減らします。 ただし、インク彩度を

減らすとプリント結果が洗い流されたような品質になる場合があります。

• リッチでブレンドされたカラーのあるカラー文書は、[ベスト] 印刷結果を

使用して印刷した場合にシワがよる場合があります。 [ノーマル] などの別

の印刷モードを使用してみるか、または鮮やかなカラーのある文書印刷用
にデザインされた HP プレミアム用紙を使用してみます。詳細について

は、プリント設定の変更を参照してください。

メディア タイプの確認

メディアの種類によっては、インクをうまく受け入れないものがあります。
このような種類のメディアでは、インクが乾くのに時間がかかり、インクが
にじむ場合があります。詳細については、印刷メディアの選択を参照してく
ださい。

テキストまたはグラフィックスに印字ムラが出る

メディア タイプの確認

一部のメディアは、本製品での使用に適していません。詳細については、印
刷メディアの選択を参照してください。

プリントヘッドの確認

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。
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印字が薄いか色が鮮やかでない

印刷モードの確認

プリンタ ドライバの [エコノト] モードまたは [高速] モードでは、すばやく印

刷でき、ドラフトの印刷に適しています。 よりよい結果を得るには、[ノーマ

ル] または [ベスト] を選択します。詳細については、プリント設定の変更を

参照してください。

用紙タイプ設定の確認

OHP フィルムまたは他の特殊なメディアに印刷する場合は、プリント ドライ

バで対応するメディア タイプを選択してください。 詳細については、特殊な

用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Windows)を参照して

ください。

カラーが白黒で印刷される

印刷設定の確認

プリンタ ドライバで [グレースケールで印刷] が選択されていないことを確認

します。

間違った色で印刷される

印刷設定の確認

プリンタ ドライバで [グレースケールで印刷] が選択されていないことを確認

します。

プリントヘッドの確認

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。

印刷結果のカラーがにじむ

インク カートリッジの確認

インク カートリッジが改造されていないことを確認します。 再充填の処理、

および適合しないインクの使用によって、複雑な印刷システムに混乱が生
じ、結果的に印刷品質が低下したり、さらに本体やプリントヘッドの故障の
原因となったりする可能性があります。 再充填したインク カートリッジは保

証またはサポートの対象となりません。 注文の詳細については、HP サプラ

イ品とアクセサリを参照してください。
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プリントヘッドの確認

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。

色が正しい位置に印刷されない

プリントヘッドの確認

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。

画像の配置の確認

ソフトウェア アプリケーションのズーム機能または印刷プレビュー機能を使

用して、グラフィックスが配置されている間隔を確認してください。

テキストまたはグラフィックスの線やドットが欠落している

プリントヘッドの確認

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認
し、推奨された操作を行います。詳細については、印刷品質診断ページを印
刷するにはを参照してください。

給紙の問題の解決

用紙詰まりの解決についての情報は、本体に詰まったメディアの除去 を参照

してください。

オプションのトレイ 2 を挿入できない

• トレイを再度挿入します。 トレイが本体の開口部と合っていることを確

認します。

• 用紙詰まりを確認します。 詳細については、本体に詰まったメディアの

除去を参照してください。

別の給紙問題が発生した場合

メディアがプリンタまたはトレイにサポートされていない場合

本体および使用中のトレイでサポートされているメディアのみを使用しま
す。詳細については、サポートされたメディアの仕様の理解を参照してくだ
さい。
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メディアがトレイから供給されない

• トレイにメディアがセットされていることを確認します。詳細について
は、メディアのセットを参照してください。 メディアをセットする前

に、扇状に広げます。

• セットしているメディア サイズに対して、用紙ガイドがトレイの正しい

位置に設定されていることを確認します。 ガイドが用紙の束にきつすぎ

ずにぴったりと合っていることも確認します。

• トレイのメディアが丸まっていないことを確認します。 丸まっている方

向と逆の向きに曲げて真っ直ぐにします。

• トレイが完全にセットされていることを確認します。少数しか使用できな
い特殊なメディアの場合は、同じサイズの用紙の上にその特殊メディアを
置いて、トレイにセットします。 (トレイがいっぱいになっていると、給

紙がうまく行われるメディアもあります。)
• トレイ 2 (オプション) が正しく取り付けられていることを確認します。

メディアが正しく排出されない

• 排紙トレイの拡張部が引き出されていることを確認します。排紙トレイが
引き出されていないと、印刷ページが本体から落下することがあります。

• 余分なメディアは排紙トレイから取り除いてください。 トレイにセット

できる枚数には制限があります。

ページが曲がっている

• トレイにセットされたメディアが用紙ガイドと合っていることを確認しま
す。 必要に応じてトレイを本体から引き出し、メディアを正しくセット

して用紙ガイドがきちんと合っていることを確認します。

• 後部アクセス パネル、または両面印刷ユニットが正しく取り付けられて

いることを確認します。

• 印刷中は本体にメディアをセットしないでください。
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一度に 2 枚以上給紙される

• メディアをセットする前に、扇状に広げます。

• セットしているメディア サイズに対して、用紙ガイドがトレイの正しい

位置に設定されていることを確認します。ガイドが用紙の束にきつすぎず
にぴったりと合っていることも確認します。

• トレイに用紙がセットされすぎていないことを確認します。

• トレイが完全にセットされていることを確認します。少数しか使用できな
い特殊なメディアの場合は、同じサイズの用紙の上にその特殊メディアを
置いて、トレイにセットします。 (トレイがいっぱいになっていると、給

紙がうまく行われるメディアもあります。)
• 本体にトレイ 2 (オプション) を再度取り付けるときは、ゆっくりと挿入し

ます。 用紙の束がセットされた状態で急にトレイを挿入すると、用紙が

本体内ですべって持ち上がり、用紙が詰まることや、一度に 2 枚以上給紙

されることがあります。

• 最高のパフォーマンスと効率を実現するには、HP メディアを使用してく

ださい。

コピーの問題の解決
以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、サポートお
よび保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。

コピーが排出されない

• 電源の確認

電源コードがしっかりと接続され、本体の電源がオンになっていることを
確認します。

• 本体のステータスの確認

• デバイスで別のジョブが実行されている可能性があります。 コントロ

ール パネルのディスプレイで、ジョブのスタータスを確認します。 実
行中のジョブがある場合は、そのジョブが終了するまで待ちます。

• デバイスで紙詰まりが発生している可能性があります。用紙が詰まっ
ていないかどうかを確認します。メディア詰まりの除去を参照してく
ださい。

• トレイの確認

メディアがセットされていることを確認します。詳細については、メディ
アのセットを参照してください。
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何もコピーされない

• トレイの確認

• ADF を使用してコピーしている場合は、原稿が正しくセットされてい

ることを確認します。 詳細については、自動ドキュメント フィーダ

(ADF) への原稿のセットを参照してください。

• スキャナ ガラスからコピーしている場合は、ADF に何もセットされて

いないことを確認します。

• メディアの確認

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない (メディアが

湿っている、メディアが粗いなど) 可能性があります。詳細については、

印刷メディアの選択を参照してください。

• 設定の確認

コントラストの設定が明るすぎる可能性があります。 コントロール パネ

ルの[コピー] ボタンを使用し、明るさを低くしてコピーを作成します。

間違った原稿がコピーされた

トレイの確認

スキャナ ガラスからコピーしている場合は、ADF に何もセットされていない

ことを確認します。

原稿の一部がコピーされない、または薄い

• メディアの確認

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない (メディアが

湿っている、メディアが粗いなど) 可能性があります。詳細については、

印刷メディアの選択を参照してください。

• 設定の確認

品質の設定が [はやい] (ドラフト品質のコピーが作成されます) になってい

ると、原稿の一部がコピーされないことや、コピーが薄くなることがあり
ます。 設定を [標準] または [高画質] に変更します。

• 原稿の確認

• コピーの正確さは、原稿の品質やサイズによって異なります。 [コピ

ー] メニューを使用してコピーの明るさを調整します。 原稿が明るす

ぎる場合、コントラストを調整しても、原稿の一部がコピーされない
ことがあります。

• 背景に色が付いていると、前景が背景に混ざることや、背景の影が原
稿と異なることがあります。
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サイズが小さくなる

• コントロール パネルの拡大/縮小などのコピー機能が、スキャンした画像

を縮小するように設定されている可能性があります。 コピー機能のサイ

ズの設定が原寸になっていることを確認します。

• HP フォト イメージング ソフトウェアが、スキャンした画像を縮小するよ

うに設定されている可能性があります。 必要に応じて設定を変更しま

す。 詳細については HP フォト イメージング ソフトウェアのオンスクリ

ーン ヘルプを参照してください。

コピーの品質が悪い

• コピーの品質を高めるための手順の実行

• 品質の良い原稿を使用します。

• メディアを正しくセットします。メディアが正しくセットされていな
いと、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭にコピーされないことが
あります。詳細については、印刷メディアの選択を参照してくださ
い。

• 原稿を保護するキャリア シートを使用します。

• 本体の確認

• ADF が正しく閉じられていない可能性があります。

•  必要に応じて、スキャナ グラス、ADF 保護シート、ADF ウィンドウ

をクリーニングします。詳細については、デバイスのクリーニングを
参照してください。

正しくコピーされない

• 縦方向の白いまたはかすれたしま模様

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない (メディアが

湿っている、メディアが粗いなど) 可能性があります。詳細については、

印刷メディアの選択を参照してください。

• 明るすぎる、または暗すぎる

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。

• 不要な線

必要に応じて、スキャナ グラス、ADF 保護シート、ADF フレームをクリ

ーニングします。詳細については、デバイスのクリーニングを参照してく
ださい。

• 黒い点または縞が現れる

インク、接着剤、修正液、またはゴミがスキャナ ガラスまたは ADF 保護

カバーに付着している可能性があります。本体をクリーニングしてみま
す。詳細については、デバイスのクリーニングを参照してください。
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• テキストがはっきりしない

• コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。

• デフォルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。 設
定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するように設
定を変更します。 詳細については、コピー設定の変更を参照してくだ

さい。

• テキストまたはグラフィックスにムラがある

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。

• 斜めまたはゆがんでコピーされる

• ADF 給紙トレイにセットされているメディアの量が多すぎないことを

確認します。

• ADF のメディア幅アジャスタがメディアの端にぴったりと合っている

ことを確認します。

• 大きなものモノクロ文字がまだらで、なめらかでない

デフォルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。設定を
確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するように設定を変更
します。詳細については、コピー設定の変更を参照してください。

• ライト グレーからミディアム グレーの部分にざらざらしたまたは白い横

線が現れる

デフォルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。設定を
確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するように設定を変更
します。詳細については、コピー設定の変更を参照してください。

エラー メッセージが表示される

“原稿をセットし直した後、ジョブを再ロードしてください”

[OK] ボタンを押し、残りの原稿 (最大 50 枚) を ADF にセットし直します。

詳細については、メディアのセットを参照してください。

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される

インク カートリッジの確認

インク カートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消された

可能性があります。インク カートリッジを交換し、印刷ジョブを本体に再送

信します。詳細については、インク カートリッジの交換を参照してくださ

い。

スキャンの問題の解決
以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、サポートお
よび保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。
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注記 コンピュータからスキャンを開始している場合は、ソフトウェアの
ヘルプにあるトラブルシューティング情報を参照してください。

スキャナが動作しない

• 原稿の確認

原稿が正しくセットされていることを確認します。 詳細については、ス

キャナのガラス板への原稿のセットを参照してください。

• 本体の確認

一定時間操作が行われずに本体がパワーセーブ モードに入っていたた

め、処理が再開されるまで時間がかかっている可能性があります。 本体

が [準備完了] 状態になるまで待ちます。

スキャンに時間がかかりすぎる

• 設定の確認

• 解像度の設定が高すぎると、スキャンに時間がかかり、作成されるフ
ァイルのサイズも大きくなります。 スキャンまたはコピーで良い結果

を得るには、解像度を必要以上高く設定しないようにします。 解像度

の設定を低くするとスキャンの速度が向上します。

• TWAIN 経由で画像を取得する場合は、原稿をモノクロでスキャンする

ように設定を変更すると、問題が解決することがあります。 詳細につ

いては、TWAIN プログラムのオンスクリーン ヘルプを参照してくだ

さい。

• 本体のステータスの確認

スキャンの前に印刷ジョブまたはコピー ジョブを送信した場合は、スキ

ャナがビジー状態でなければ、スキャンが開始されます。 ただし、その

場合は、印刷またはコピーとスキャンとでメモリが共有されるため、スキ
ャンの速度が遅くなる可能性があります。
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文書の一部またはテキストがスキャンされない

• 原稿の確認

• 原稿が正しくセットされていることを確認します。 詳細については、

原稿のセットを参照してください。

• 原稿を ADF からスキャンした場合は、スキャナ ガラスから直接スキ

ャンしてみます。詳細については、スキャナのガラス板への原稿のセ
ットを参照してください。

• 背景に色が付いていると、前景の画像が背景に混ざることがありま
す。 原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をスキャンした

後に画像を強調してみます。

• 設定の確認

• メディアのサイズがスキャン原稿に対して十分であることを確認しま
す。

• HP フォト イメージング ソフトウェアを使用している場合、HP フォ

ト イメージング ソフトウェアのデフォルトの設定が、現在行おうとし

ているタスクとは別のタスクを自動的に行うように設定されている可
能性があります。 プロパティを設定する手順については、HP フォト

イメージング ソフトウェアのオンライン ヘルプを参照してください。

テキストを編集できない

• 設定の確認

• OCR ソフトウェアがテキストを編集するように設定されていることを

確認します。

• 原稿をスキャンするとき、編集可能なテキストが生成される文書の種
類を選択します。 テキストがグラフィックスと認識されると、テキス

トに変換されません。

• OCR プログラムに、OCR タスクを実行しないワードプロセッシング

プログラムがリンクされている可能性があります。 プログラムのリン

クの詳細については、製品ソフトウェアのヘルプを参照してくださ
い。

• 原稿の確認

• OCR の場合、原稿を ADF にセットするときは、原稿の先頭を前にし

て、読み取り面を上に向ける必要があります。原稿が正しくセットさ
れていることを確認します。詳細については、原稿のセットを参照し
てください。

• 文字間の狭いテキストは OCR プログラムによって認識されない可能

性があります。 OCR プログラムで変換するテキストの文字が失われ

ていたり、つながったりしていると、たとえば、"rn" が "m" と認識さ

れる場合があります。
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• OCR プログラムの正確さは、画像の品質、テキストのサイズ、原稿の

構造、スキャン自体の品質によって異なります。 原稿の画像の品質が

良いことを確認してください。

• 背景に色が付いていると、前景の画像と必要以上に混ざることがあり
ます。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をスキャンし
た後に画像を強調してみます。 原稿に対して OCR 操作を実行する場

合、原稿上の色付きのテキストは適切にスキャンされません。

エラー メッセージが表示される

• “TWAIN ソースを有効にできません”または“画像の取得中にエラーが発

生しました”

• デジタル カメラや別のスキャナなど、本体以外のデバイスから画像を

取得している場合、そのデバイスが TWAIN に準拠していることを確

認します。 TWAIN に準拠していないデバイスは、デバイス ソフトウ

ェアと連携しません。

• USB デバイス ケーブルを使用してコンピュータ背面の正しいポートに

接続していることを確認します。

• 正しい TWAIN ソースが選択されていることを確認します。 ソフトウ

ェアで、ファイル メニューの スキャナの選択 を選択します。

• “原稿をセットし直した後、ジョブを再開してください”

[OK] ボタンを押し、残りの原稿 (最大 50 枚) を ADF にセットし直しま

す。詳細については、メディアのセットを参照してください。

スキャンした画像の品質が良くない

原稿が二次的な写真または画像である

新聞や雑誌などの印刷された写真は、細かなドットで元の写真を再現する方
法が使用されているため、品質が低下しています。 多くの場合、インクのド

ットは、画像のスキャンや印刷を行うとき、または画像を画面上に表示する
ときに不要なパターンを生み出す可能性があります。 以下の方法で問題が解

決しない場合は、現在よりも品質の良い原稿を使用する必要があります。

• パターンを削除するには、スキャン後に画像のサイズを縮小してみます。

• スキャンした画像を印刷し、品質が改善されるかどうかを確認します。

• 解像度と色の設定がスキャン ジョブの種類に適していることを確認しま

す。

• 最良の結果を得るには、スキャンには ADF ではなく、フラットベッド型

スキャナを使用します。
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• 原稿の裏面のテキストや画像がスキャンされる

薄いメディアまたは透明度の高いメディアに印刷されている両面原稿は、
裏側のテキストまたは画像が表面に透け、スキャナに取り込まれることが
あります。

• 印刷した方が画質が良い

画面に表示される画像は、スキャンの質を必ずしも正確に表現していると
は限りません。

• コンピュータ モニタの設定を調整して、使用する色数 (グレーのレベ

ル数) を増やしてみます。 Windows コンピュータでこの調整を行うに

は、通常、Windows のコントロール パネルの [画面] を使用します。

• 解像度と色の設定を調整してみます。

• スキャンした画像がゆがんでいる (曲がっている)
原稿が正しくセットされていない可能性があります。 原稿を ADF にセッ

トするときは必ずメディア ガイドを使用してください。詳細について

は、原稿のセットを参照してください。

• スキャンした画像に汚れ、線、縦の白いストライプなどの問題がある

• スキャナ ガラスが汚れていると、最適な鮮明度の画像が得られませ

ん。デバイスのクリーニングを参照してクリーニングを実施します。

• スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性があります。

• グラフィックスが原稿と異なって見える

グラフィックスの設定が実行中のスキャン ジョブの種類に適していない

可能性があります。 グラフィックスの設定を変更してみてください。

• スキャンの質を高めるための手順の実行

• ADF ではなく、フラットベッド型スキャナを使用してスキャンを実行

します。

• 質の良い原稿を使用します。

• メディアを正しくセットします。 メディアが正しくセットされていな

いと、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭にスキャンされないこと
があります。詳細については、原稿のセットを参照してください。

• スキャンしたページの用途に応じてソフトウェアの設定を調整しま
す。

• 原稿を保護するキャリア シートを使用します。

• スキャナ ガラスをクリーニングします。詳細については、スキャナ ガ
ラスのクリーニングを参照してください。

第 10 章

204 保守とトラブルシューティング



正しくスキャンされない

• 空白ページ

• 原稿の裏表が逆にセットされている可能性があります。原稿が正しく
セットされていることを確認します。詳細については、原稿のセット
を参照してください。

• フラットベッド型スキャナからスキャンするときに空白ページが作成
される場合は、原稿が正しくセットされていることを確認してくださ
い。 フラットベッド型スキャナでは、原稿の表を下に向け、原稿の左

上隅をスキャナ ガラスの右下隅に合わせてセットします。 また、

ADF に何もセットされていないことを確認します。

• 明るすぎる、または暗すぎる

• 設定を調整してみます。 正しい解像度と色設定を必ず使用してくださ

い。

• 原稿が非常に明るい (または暗い) か、色の付いた用紙に印刷されてい

る可能性があります。

• 不要な線

スキャナ ガラスにインク、接着剤、修正液、またはゴミが付着している

可能性があります。スキャナ ガラスをクリーニングしてみてください。

詳細については、デバイスのクリーニングを参照してください。

• 黒い点または縞

• スキャナ ガラスにインク、接着剤、修正液、またはゴミが付着してい

るか、スキャナ ガラスに汚れまたは傷があるか、ADF 保護シートが汚

れている可能性があります。スキャナ ガラスと保護シートをクリーニ

ングしてみてください。詳細については、デバイスのクリーニングを
参照してください。クリーニングしても問題が解決しない場合は、必
要に応じて、スキャナ ガラスまたは ADF 保護シートを交換します。

• スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性があります。

• テキストが鮮明でない

設定を調整してみます。 解像度と色の設定が正しいことを確認してくだ

さい。

• サイズが小さくなる

HP ソフトウェアが、スキャンした画像を縮小するように設定されている

可能性があります。 設定の変更方法の詳細については、製品ソフトウェ

アのヘルプを参照してください。

ネットワーク フォルダにスキャンできない (ダイレクト デジタル ファイリング) 

注記 ダイレクト デジタル ファイリング機能は、Windows の Active
Directory をサポートしていません。
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• 本体がネットワーク上で正しく設定されていない

本体が適切に設定され、ネットワークに接続されていることを確認しま
す。 本体に対して PING コマンドを実行し、本体が応答することを確認

します。

• ネットワーク フォルダが正しく設定されていない

• サーバ上にフォルダが作成されていることを確認します。 詳細につい

ては、使用しているオペレーティング システムのマニュアルを参照し

てください。

• フォルダ名に A ～ Z (大文字または小文字) と数字の 1 ～ 9 以外が使用

されていないことを確認します。

• いくつかの一般的な句読点もサポートされています。 ただし、アクセ

ント文字や特殊文字はフォルダ名に使用しないでください。

• フォルダが共有され、ユーザーがフォルダの読み取りと書き込みの両
方を実行できることを確認します。詳細については、使用しているオ
ペレーティング システムのマニュアルを参照してください。

• フォルダ名が EWS に正しい形式で入力されていること、ユーザー名

とパスワードが正しく入力されていることを確認します。 詳細につい

ては、EWS の情報を参照してください。

• ディスクがいっぱい

フォルダが存在するサーバのディスクに十分な空き領域があることを確認
します。

• 割り当てられたプレフィックスとサフィックスを使用して一意のファイル
名を作成できない

同じプレフィックスとサフィックスで作成できるのは最大 9,999 ファイル

です。 フォルダに多くのファイルをスキャンしている場合は、プレフィ

ックスを変更します。

• ファイルのプレフィックスが正しく設定されていない

フォルダ名に A ～ Z (大文字または小文字) と数字の 1 ～ 9 以外が使用さ

れていないことを確認します。ただし、アクセント文字や特殊文字はフォ
ルダ名に使用しないでください。 ファイル名のプレフィックスにサポー

トされていない文字が使用されていると、ファイルの作成時にその文字が
正しく表示されません。

• サーバ名を解決できない

セットアップ時に指定したサーバ名を特定の IP アドレスに解決できない

と、ネットワーク フォルダへの送信に失敗することがあります。 ダイレ

クト デジタル ファイリング機能を設定するときは、以下を必ず行ってく

ださい。

• 完全修飾 DNS 名を使用します。

• 本体で DNS サーバが正しく設定されていることを確認します。

• ヒント DNS の設定を最近変更した場合は、本体の電源をいったん

オフにした後、再びオンにします。
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ファックスの問題の解決
このセクションでは、ファックスのセットアップに関するトラブルシューテ
ィングについて説明します。 ファックスが正しくセットアップされていない

と、ファックスの送信、ファックスの受信またはその両方で問題が発生する
可能性があります。

ファックスに問題がある場合、ファックス テスト レポートを印刷して、本体

の状態を確認できます。 本体でファックスが正しくセットアップされていな

い場合、テストに失敗します。 このテストは、デバイスのファックス機能の

セットアップが完了した後に実行してください。 詳細については、ファック

ス設定のテストを参照してください。

テストに失敗した場合、レポートを参照して、問題の解決方法を確認してく
ださい。 詳細については、ファックス テストに失敗したを参照してくださ

い。

ファックス テストに失敗した

ファックス テストを実行して失敗した場合、レポートを調べてエラーの基本

情報を確認します。 詳細については、レポートでテストのどの部分で失敗し

たか確認し、このセクションの該当トピックで対処方法をご確認ください。

• 「ファックス ハードウェア テスト」に失敗した

• 「ファックスが壁側電話ジャックに接続完了」テストに失敗した

• 「電話コードがファックスの正しいポートに接続完了」テストに失敗した

• 「ファックスで正しい電話コード使用中」テストに失敗した

• 「ダイヤルトーン検出」テストに失敗した

• 「ファックス回線状態」テストに失敗した

「ファックス ハードウェア テスト」に失敗した

解決方法:
• コントロール パネルの [電源] ボタンを使用して本体の電源をオフに

し、本体背面から電源コードを抜きます。 数秒経過してから、電源コ

ードを再び接続し、電源をオンにします。 もう一度テストを実行しま

す。 またテストに失敗した場合、引き続きこのセクションのトラブル

シューティング情報を調べてください。

• テスト ファックスを送信または受信してみてください。 ファックスの

送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。
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• [ファックス セットアップ ウィザード] (Windows) または [ファックス

セットアップ ユーティリティ] (Mac OS) からテストを実行している場

合、ファックスの受信やコピーなど他のタスクを完了するためにデバ
イスがビジーになっていないことを確認します。 コントロール パネ

ル ディスプレイのメッセージで、本体がビジー状態であるかどうかを

確認してください。 ビジー状態の場合、タスクが終了してアイドル状

態になってからテストを実行します。

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。 付属のコードで壁

側のモジュラー ジャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信

が正常に行われないことがあります。 本製品付属の電話コードを差し

込んだら、ファックス テストをもう一度実行します。

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。 (スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

見つかった問題を解決した後、もう一度ファックス テストを実行しま

す。テストに成功した場合は、ファックスを使用することができます。
[ファクス ハードウェア テスト] の失敗が続き、ファックスを使用できな

い場合は、HP サポートにお問い合わせください。 www.hp.com/support
にアクセスしてください。 情報の入力を要求された場合は、国または地

域を選択して、[お問い合わせ] をクリックして情報を参照しテクニカル サ
ポートにお問合せください。

「ファックスが壁側電話ジャックに接続完了」テストに失敗した

解決方法:
• 電話の壁側のモジュラー ジャックと本体の接続を確認して、電話コー

ドがしっかり接続されていることを確認します。

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコードで壁
側のモジュラー ジャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信

が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し
込んだら、ファックス テストをもう一度実行します。

• 本体が壁側のモジュラー ジャックに正しく接続されていることを確認

します。 デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー

ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれている

ポートに接続します。 ファックスを使用するための本体の設定の詳細

については、デバイスのファックス機能のセットアップ (一部のモデル

のみ)を参照してください。
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• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側のモ
ジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。 ダイヤル ト
ーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検査を依頼して
ください。

• テスト ファックスを送信または受信してみてください。ファックスの

送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。

見つかった問題を解決した後、もう一度ファックス テストを実行しま

す。テストに成功した場合は、ファックスを使用することができます。

「電話コードがファックスの正しいポートに接続完了」テストに失敗した

解決方法: 電話コードを正しいポートに接続します。

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー ジャック

に、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに

接続します。

注記 2-EXT ポートを使用して壁側のモジュラー ジャックに接続す

ると、ファックスの送受信はできません。 2-EXT ポートは、留守

番電話や電話機などの機器接続専用です。

図 10-1  デバイス背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

2. 1-LINE というラベルの付いたポートに電話コードを接続したら、もう

一度ファックス テストを実行します。テストに成功すると、ファック

スを使用することができます。

3. テスト ファックスを送信または受信してみてください。
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• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコードで壁
側のモジュラー ジャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信

が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し
込んだら、ファックス テストをもう一度実行します。

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

「ファックスで正しい電話コード使用中」テストに失敗した

解決方法:
• 本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャックに

接続していることを確認してください。 下図のように、電話コードの

一方の端を本体背面にある 1-LINE というラベルの付いたポートに接続

し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに接続します。

1 壁側のモジュラージャック

2 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを使用し
て延長できます。 カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電器店

で購入できます。 自宅やオフィスで使用している通常の電話コードが

もう 1 本必要です。

• 電話の壁側のモジュラー ジャックと本体の接続を確認して、電話コー

ドがしっかり接続されていることを確認します。
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• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコードで壁
側のモジュラー ジャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信

が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し
込んだら、ファックス テストをもう一度実行します。

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

「ダイヤルトーン検出」テストに失敗した

解決方法:
• 本体と同じ電話回線を使用している他の機器がテスト失敗の原因とな

っている可能性があります。 他の機器が原因になっているかどうかを

確認するために、電話回線からすべての機器を外し、もう一度テスト
を実行します。 他の機器を外したときに [ダイヤルトーン検出テスト]
に成功する場合、他の 1 つ以上の機器が問題の原因になっている可能

性があります。問題の原因になっている機器を特定できるまで、機器
を一度に 1 つずつ戻し、そのたびにテストを実行します。

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側のモ
ジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダイヤル ト
ーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検査を依頼して
ください。

• 本体が壁側のモジュラー ジャックに正しく接続されていることを確認

します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれている

ポートに接続します。

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

• PBX システムなど、ご使用の電話システムが通常のダイヤル トーンを

使用していない場合、テストに失敗する原因になる可能性がありま
す。 これは、ファックス送受信の問題の原因にはなりません。 テス

ト ファックスを送信または受信してみてください。

• お住まいの国/地域に対して、国/地域の設定が適切に設定されているこ

とを確認してください。 国/地域が設定されてないか、間違って設定さ

れていると、テストに失敗し、ファックスの送受信に問題が発生する
ことがあります。
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• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してください。ア
ナログ電話回線に接続していないと、ファックスを送受信できませ
ん。 電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通常

のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。 通常のダイヤ

ル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設定された電話回線の場
合があります。 本体をアナログ回線に接続し、ファックスの送受信を

試します。

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコードで壁
側のモジュラー ジャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信

が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し
込んだら、ファックス テストをもう一度実行します。

見つかった問題を解決した後、もう一度ファックス テストを実行しま

す。テストに成功した場合は、ファックスを使用することができます。
[ダイヤル トーン検出] テストに引き続き失敗し続ける場合、電話会社に連

絡して回線の検査を依頼してください。

「ファックス回線状態」テストに失敗した

解決方法:
• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してください。ア

ナログ電話回線に接続していないと、ファックスを送受信できませ
ん。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通常
のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。通常のダイヤ
ル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設定された電話回線の場
合があります。本体をアナログ回線に接続し、ファックスの送受信を
試します。

• 電話の壁側のモジュラー ジャックと本体の接続を確認して、電話コー

ドがしっかり接続されていることを確認します。

• 本体が壁側のモジュラー ジャックに正しく接続されていることを確認

します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれている

ポートに接続します。

• 本体と同じ電話回線を使用している他の機器がテスト失敗の原因とな
っている可能性があります。他の機器が原因になっているかどうかを
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確認するために、電話回線からすべての機器を外し、もう一度テスト
を実行します。

• 他の機器を外したときに [ファクス回線状態テスト] に成功する場

合、他の 1 つ以上の機器が問題の原因になっている可能性がありま

す。問題の原因になっている機器を特定できるまで、機器を一度
に 1 つずつ戻し、そのたびにテストを実行します。

• 他の機器を外して [ファクス回線状態テスト] に失敗する場合は、正

常に機能している電話回線に本体を接続して、引き続きこのセクシ
ョンのトラブルシューティングを実施します。

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコードで壁
側のモジュラー ジャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信

が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し
込んだら、ファックス テストをもう一度実行します。

見つかった問題を解決した後、もう一度ファックス テストを実行しま

す。テストに成功した場合は、ファックスを使用することができます。
[ファックス回線状態] テストに引き続き失敗し続け、ファックスができな

い場合、電話会社に連絡して回線の検査を依頼してください。

ディスプレイに常に「受話器が外れています」と表示される

解決方法: 間違った種類の電話コードを使用しています。 本体を電話回

線に接続する際は、必ず付属の電話コードを使用してください。本製品に
付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを使用して延長できま
す。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電器店で購入できます。
自宅やオフィスで使用している通常の電話コードがもう 1 本必要です。

解決方法: 本体と同じ電話回線の他の機器が使用中である可能性があり

ます。 内線電話 (同じ電話回線を使用している電話で、本体に接続されて

いないもの) またはその他の機器が使用中でないこと、受話器が外れてい

ないことを確認してください。 内線電話の受話器が外れている場合や、

コンピュータのモデムを経由して電子メールの送信やインターネットへの
アクセスを実行している場合、本体のファックス機能は使用できません。

ファックスの送受信がうまくできない

解決方法: 本体の電源がオンになっていることを確認します。 本体のデ

ィスプレイを見てください。 ディスプレイに何も表示されず、[電源] ラン

プが点灯していない場合は、本体の電源が入っていません。 本体の電源

ファックスの問題の解決 213



コードが電源コンセントにしっかりと差し込まれていることを確認してく
ださい。 [電源] ボタンを押して、デバイスの電源を入れてください。

本体の電源をオンにしたら、5 分ほど待ってから、ファックスの送受信を

行うようお勧めします。 本体の電源をオンにしても、初期化中は送受信

できません。

解決方法:
• 本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャックに

接続していることを確認してください。 下図のように、電話コードの

一方の端を本体背面にある 1-LINE というラベルの付いたポートに接続

し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに接続します。

1 壁側のモジュラージャック

2 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを使用し
て延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電器店
で購入できます。 自宅やオフィスで使用している通常の電話コードが

もう 1 本必要です。

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側のモ
ジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。 発信音が聞

こえない場合、電話会社にお問い合わせください。

• 本体と同じ電話回線の他の機器が使用中である可能性があります。 内
線電話の受話器が外れている場合や、コンピュータのモデムを経由し
て電子メールの送信やインターネットへのアクセスを実行している場
合、本体のファックス機能は使用できません。

• 他のプロセスがエラーの原因となっていないか確認してください。 デ
ィスプレイまたはコンピュータで、問題とその解決法のエラー メッセ

ージを確認してください。 エラーが解決するまで、ファックスの送受

信を行うことができません。
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• 電話回線の接続ノイズが発生している可能性があります。 電話回線の

音質が悪い (ノイズがある) と、ファックスの使用時に問題が発生する

ことがあります。 電話を壁側のモジュラー ジャックに接続し、静電ノ

イズなどのノイズに注意して、電話線の音質をチェックしてくださ
い。 ノイズが聞こえたら、[エラー補正モード] (ECM) をオフにして、

もう一度ファックスしてみてください。 ECM の変更方法の詳細につ

いては、オンスクリーン ヘルプを参照してください。 問題が解決しな

い場合、電話会社に連絡してください。

• デジタル加入者線 (DSL) サービスの使用時は、DSL フィルタが接続さ

れていることを確認してください。そうしないと、ファックスを使用
することができません。 詳細については、ケース B： DSL 環境でのデ

バイスのセットアップを参照してください。

• 本体が、デジタル電話用のモジュラージャックに接続されていないこ
とを確認してください。電話回線がデジタルであるかどうかを確認す
るには、回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞き
ます。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設定
された電話回線の場合があります。

• PBX (構内交換機) または ISDN コンバータ/ターミナル アダプタを使用

している場合は、本体が正しいポートに接続され、ターミナル アダプ

タがお住まいの国または地域に適した種類のスイッチに設定されてい
ることを確認してください。 詳細については、ケース C： PBX 電話

システムまたは ISDN 回線の環境でのデバイスのセットアップを参照

してください。
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• 本体が DSL サービスと同じ電話回線を共有している場合、DSL モデム

が正しく接地されていない可能性があります。 DSL モデムが正しく接

地されていない場合、電話回線にノイズが発生することがあります。
電話回線の音質が悪い (ノイズがある) と、ファックスの使用時に問題

が発生することがあります。 電話機を壁側のモジュラージャックに接

続して、静的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音
質を確認できます。 ノイズが聞こえる場合は、DSL モデムをオフにし

て、少なくとも 15 分間電力を完全に除去します。 DSL モデムをもう

一度オンにして、ダイヤル トーンを聞いてください。

注記 今後、電話回線で再び雑音が聞こえる場合があります。 ファ

ックスの送受信が停止する場合は、この手順を繰り返してくださ
い。

電話回線のノイズが消えない場合、電話会社に連絡してください。
DSL モデムをオフにする方法については、DSL プロバイダにお問い合

わせください。

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる
場合があります。(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接

続する 2 コード コネクタです。) スプリッターを取り外し、本体を壁

側のモジュラー ジャックに直接接続してみてください。

手動によるファックスの送信がうまくできない

解決方法:

注記 この解決策は、本製品に 2 線式電話コードが付属している次の

国または地域にのみ適用されます。 アルゼンチン、オーストラリア、

ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、イ
ンドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテン アメリカ、マレーシ

ア、メキシコ、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウ
ジアラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、米国、ベネズエ
ラ、ベトナム。

• ファックスを実行するために使用する電話機が、本体に直接接続され
ていることを確認してください。 ファックスを手動で送信するには、

第 10 章

216 保守とトラブルシューティング



下図のように、本体の 2-EXT というラベルの付いたポートに電話機を

直接接続してください。

1 壁側のモジュラージャック

2 "1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する

3 電話

• 本体に直接接続された電話から手動でファックスを送信する場合、フ
ァックス送信には電話機のキーパッドを使用する必要があります。 本
体コントロール パネルのキーパッドは使用できません。

注記 シリアル方式の電話を使用している場合、壁のプラグが接続
された本体ケーブルの一番先に電話を直接接続します。

ファックスを受信できないが、送信はできる

解決方法:
• 着信識別サービスを使用していない場合は、[着信識別] 機能が [全タイ

プ] に設定されていることを確認します。 詳細については、着信識別

応答呼び出し音のパターンの変更を参照してください。

• [自動応答] が [オフ] に設定されている場合、ファックスの自動受信は

行われません。ファックスを手動で受信する必要があります。 ファッ

クスの手動受信についての詳細は、ファックスの手動受信を参照して
ください。

ファックスの問題の解決 217



• ファックスと同じ電話番号でボイスメール サービスをお使いの場合

は、ファックスを手動で受信しなければなりません。自動受信するこ
とはできません。 受信ファックスの着信に応答するためにその場にい

る必要があります。 ボイスメール サービスをお使いの場合にファック

スをセットアップする方法については、ケース F： 電話とファックス

とボイスメール サービスを一緒に利用するを参照してください。ファ

ックスの手動受信についての詳細は、ファックスの手動受信を参照し
てください。

• 本体と同じ電話回線上にコンピュータ モデムがある場合は、モデムに

付属のソフトウェアが、ファックスを自動受信する設定になっていな
いことを確認してください。 ファックスを自動受信するよう設定され

たモデムは、電話回線を占有してすべての受信ファックスを受け取る
ため、本体がファックス呼び出しを受信できません。

• 本体と同じ電話回線上に留守番電話がある場合は、以下のいずれかの
問題が発生している可能性があります。

• 留守番電話が本体に対して適切にセットアップされていない。

• 発信メッセージが長すぎる、または発信メッセージの音量が大きす
ぎるために、本体がファックス トーンを検出できず、それが原因

で送信元のファックス機が切断されている。

• 本体がファックス トーンを検出できるだけの充分な時間が、留守

番電話の発信メッセージの後にない。 この問題は、デジタル留守

番電話の場合に最もよく発生します。

以下のアクションを実行すると、これらの問題が解決される場合があ
ります。

• ファックスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、ケース
I： 電話とファックスと留守番電話を一緒に利用する の説明のとお

り、留守番電話を本体に直接接続してください。

• 本体でファックスを自動受信するように設定されていることを確認
します。 本体でファックスを自動受信するように設定する方法に

ついては、ファックスの受信を参照してください。

• [応答呼出し回数] 設定を留守番電話よりも多い回数に設定している

ことを確認します。 詳細については、応答までの呼び出し回数の

設定を参照してください。
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• 留守番電話の接続を解除し、ファックスを受信してみます。 この

状態でファックスの受信に成功した場合は、留守番電話が原因であ
る可能性があります。

• 留守番電話をもう一度接続し、発信メッセージを録音し直しま
す。 約 10 秒の長さのメッセージを録音します。 メッセージを録音

するときには、低い音量で、ゆっくりと話してください。 音声メ

ッセージの後、沈黙した状態で 5 秒以上録音を続けます。 この沈

黙時間を録音するときには、バックグラウンド ノイズが入らない

よう注意します。 もう一度ファックスを受信してください。

注記 デジタル留守番電話には、外出メッセージの最後に録音し
た無音部分を保持しないものもあります。 外出メッセージを再

生して確認してください。

• 本体が、留守番電話やコンピュータ モデム、マルチポート スイッチ

ボックスなど、その他のタイプの電話機器と同じ電話回線を共有して
いる場合は、ファックスの信号レベルが低下することがあります。 ス
プリッターを使ったり、別のケーブルをつないで電話コードを延長し
ても信号レベルは低下します。 ファックスの信号レベルが低下する

と、ファックスの受信に問題が発生する場合があります。

他の機器が問題の原因となっているかどうかを調べるには、本体以外
のすべての機器を電話回線から取り外し、ファックスを受信してみて
ください。 他の機器を外したときにファックスを正常に受信できる場

合は、他の少なくとも 1 台の機器が問題の原因である可能性がありま

す。問題の原因になっている機器を特定できるまで、機器を一度に 1
台ずつ戻し、そのたびにファックスを受信します。

• ファックス用電話番号の呼び出し音のパターンが特殊な場合 (電話会社

を通じて着信識別サービスを使用している場合) は、本体の [着信識別]
機能がそれに合致するように設定されていることを確認してくださ
い。詳細については、着信識別応答呼び出し音のパターンの変更を参
照してください。
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ファックスを送信できないが、受信はできる

解決方法:
• 本体のダイヤル速度が速すぎるか、またはダイヤルの間隔が短すぎま

す。 ファックス番号の途中に間隔の挿入が必要になることがありま

す。 たとえば、電話番号をダイヤルする前に外線にアクセスする必要

がある場合、外線番号の後ろに間隔を挿入してください。 ダイヤルす

る番号が 95555555 で、9 が外線へのアクセス番号である場合、

9-555-5555 のように間隔を挿入します。 9-555-5555 入力するファッ

クス番号間に一定の間隔を入れるには、[リダイヤル/ポーズ] を押す

か、ディスプレイにダッシュ記号 [-] が表示されるまで、[スペース

(#)] ボタンを繰り返し押します。

ダイヤルのモニタ機能を使用してファックスを送信できます。 これに

より、ダイヤル時に電話回線の音を聞くことができます。 ダイヤルの

ペースを設定し、ダイヤル時にプロンプトに応答できます。 詳細につ

いては、ダイヤル モニタリングを使用したファックス送信を参照して

ください。

• ファックス送信の際に入力したファックス番号の形式が正しくない
か、受信中のファックス機に問題が発生しています。 電話機からファ

ックス番号をダイヤルし、ファックス トーンを聞いてください。 ファ

ックス トーンが聞こえない場合は、受信側のファックス機の電源が入

っていなかったり、接続されていなかったりする場合があります。ま
た、ボイス メール サービスが、受信側の電話回線を妨害している場合

もあります。 受信者に、受信側のファックス機に問題がないか確認す

るように依頼してください。
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ファックス トーンが留守番電話に録音される

解決方法:
• ファックスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、ケース I：

電話とファックスと留守番電話を一緒に利用する の説明のとおり、留

守番電話を本体に直接接続してください。 留守番電話を推奨される方

法で接続しないと、ファックス トーンが留守番電話に録音される場合

があります。

• 本体のファックス機能が自動受信に設定され、[応答呼出し回数] の設

定が適切であることを確認してください。 デバイスの応答呼出し回数

を、留守番電話が応答する回数よりも多く設定する必要があります。
留守番電話と本体で設定されている応答までの呼び出し回数が同じ場
合、電話とファックスの両方が着信に応答してしまうため、ファック
ス トーンが留守番電話に録音されます。

• 留守番電話の呼び出し回数を少なくし、本体の呼び出し回数をサポー
トしている最大数に設定します (呼び出しの最大回数は、国/地域によ

って異なります)。 この設定では、留守番電話が電話に応答し、デバイ

スが電話回線を監視します。 本体がファックス受信音を検出した場合

は、本体がファックスを受信します。 着信が電話の場合は、留守番電

話が着信のメッセージを録音します。詳細については、応答までの呼
び出し回数の設定を参照してください。

デバイスに付属の電話コードの長さが十分でない

解決方法: 本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラー

を使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電
器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している通常の電話コードが
もう 1 本必要です。

ヒント 本体に 2 線式電話コード アダプタが付属している場合は、4
線式電話コードと合わせて使用して長さを延長できます。 2 線式電話

コード アダプタの使用方法については、付属のマニュアルを参照して

ください (日本では付属しておりません)。

電話コードを延長するには

1. 本製品に付属の電話コードの一方の端をカプラーに、もう一方の端を
本体背面の 1-LINE というラベルの付いたポートに接続します。

2. もう 1 本の電話コードを、カプラーの空いているポートと壁側のモジ

ュラー ジャックに接続します。
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写真 (メモリ カード) の問題の解決

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、サポートお
よび保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。

注記 メモリ カードの操作をコンピュータから開始している場合は、ソフ

トウェアのヘルプにあるトラブルシューティング情報を参照してくださ
い。

メモリ カードを読み取ることができない

• メモリ カードの確認

• 使用中のメモリ カードのタイプが本体でサポートされているタイプで

あることを確認します。 コンパクト フラッシュ II の場合は、ソリッド

ステート メモリのみがサポートされます。 詳細については、メモリ

カードの挿入を参照してください。

• 一部のメモリ カードには、その使用方法を制御するスイッチがありま

す。 スイッチの設定でメモリ カードの読み取りが可能になっているこ

とを確認します。

• メモリ カードの両端を調べ、穴にゴミが詰まっていないこと、および

金属の接点が汚れて接触不良を起こしていないことを確認します。 糸
くずのない布と少量のイソプロピル アルコールで接点をクリーニング

します。

• 他のデバイスでテストすることによって、メモリ カードが適切に機能

していることを確認します。

• メモリ カード スロットの確認

• メモリ カードが正しいスロットに完全に挿入されていることを確認し

ます。詳細については、メモリ カードの挿入を参照してください。

• メモリ カードを取り外し (ランプが点滅していないとき)、空いたスロ

ットの中を懐中電灯で照らします。 内部に折れ曲がったピンがないか

どうかを確認します。 少しだけ曲がったピンは、コンピュータがオフ

のときに、芯を戻した細いボールペンの先でまっすぐにすることがで
きます。 別のピンに接触するほど折れ曲がったピンがある場合は、メ

モリ カード リーダーを交換するか、本体の修理を依頼してくださ

い。 詳細については、サポートおよび保証を参照してください。

• スロットにメモリ カードが 1 枚だけ挿入されていることを確認しま

す。 同時に 2 枚以上のメモリ カードを挿入すると、通常、コントロー

ル パネルのディスプレイにエラー メッセージが表示されます。
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メモリ カードに保存されている写真を読み取ることができない

メモリ カードの確認

• メモリ カードが壊れている可能性があります。

• 写真のフォーマットが本体で認識できないフォーマットである可能性があ
ります。 写真のフォーマットを認識できない場合、通常、コントロール

パネルのディスプレイにエラー メッセージが表示されます。 コントロー

ル パネルから写真を印刷する手順を使用します。そうすると、より多く

のフォーマットが認識される可能性があります。 詳細については、コン

トロール パネルからの写真の印刷を参照してください。 本体がコンピュ

ータに接続されている場合は、メモリ カードからコンピュータに写真を

保存した後、その写真をソフトウェア プログラムから印刷することがで

きます。

メモリ カードの一部の写真が印刷されず、印刷ジョブがキャンセルされる

写真ファイルの確認

フォト シートを印刷し、データが壊れた写真がないかどうかを確認します。

データが壊れた写真を印刷対象から除外した印刷ジョブを設定します。 詳細

については、フォト シートを使用した写真の印刷を参照してください。

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される

インク カートリッジの確認

インク カートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消された

可能性があります。インク カートリッジを交換し、印刷ジョブを本体に再送

信します。詳細については、インク カートリッジの交換を参照してくださ

い。

本体の管理に関する問題の解決
このセクションには本体の管理に関する一般的な問題の解決策が記載されて
います。 このセクションでは、次のトピックについて説明します。

埋め込み Web サーバを開くことができない
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埋め込み Web サーバを開くことができない

ネットワーク設定の確認

• 本体とネットワークとの接続に電話線やクロス ケーブルを使用していな

いことを確認します。 詳細については、デバイスの構成 (Windows)また

はデバイスの構成 (Mac OS)を参照してください。

• ネットワーク ケーブルが本体にしっかりと接続されていることを確認し

ます。

• ネットワーク ハブ、スイッチ、またはルーターがオンになり、正しく作

動していることを確認します。

コンピュータの確認

お使いのコンピュータがネットワークに接続されていることを確認します。

Web ブラウザの確認

Web ブラウザがシステム最小要件を満たしていることを確認します。詳細に

ついては、システム要件を参照してください。

デバイスの IP アドレスの確認

• コントロール パネルでデバイスの IP アドレスを確認するには (カラー デ
ィスプレイ モデルのみ)、[セットアップ] ボタンを押し、[ネットワーク]
を選択し、[ネットワーク設定を表示] を選択します。次に、[概要を表示

(有線 LAN の場合)] または [概要を表示 (無線 LAN の場合)] を選択しま

す。

2 行ディスプレイ搭載モデルの場合、IP アドレスを取得するには、ネット

ワーク設定ページを印刷します。 [セットアップ] ボタンを押し、[ネット

ワーク]、[ネットワーク設定]、[ネットワーク構成ページの印刷] の順に選

択します。

• コマンド プロンプトから、本体の IP アドレスを使用して PING コマンド

を実行します。

例えば、IP アドレスが 123.123.123.123 の場合、以下のアドレスを MS-
DOS プロンプトに入力します。

C:\Ping 123.123.123.123
応答が表示された場合、IP アドレスは正しいということです。 タイムア

ウト応答が表示された場合は、IP アドレスが間違っています。

インストールの問題のトラブルシューティング
以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、サポートお
よび保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。

• ハードウェアの取り付けに関連する推奨事項

• ソフトウェアのインストールに関連する推奨事項
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• 位置調整ページに関連する問題の解決

• ソフトウェアのインストールに関連する問題の解決

• ネットワークの問題の解決

• ワイヤレス通信に関連する問題の解決

ハードウェアの取り付けに関連する推奨事項

本体の確認

• デバイスの外部および内部からすべての梱包材や梱包用テープが取り外さ
れていることを確認します。

• デバイスに用紙がセットされていることを確認します。

• 準備完了ランプ以外のランプが点滅したり点灯したりしていないことを確
認します。準備完了ランプは点灯している必要があります。 注意ランプ

が点滅している場合は、コントロールパネルに表示されているメッセージ
を確認します。

• 自己診断テスト ページを印刷できることを確認します。

ハードウェアの接続状態を確認する

• 使用しているコードやケーブルが良好な状態であることを確認します。

• デバイスが電源コードでコンセントにしっかりと接続されていることを確
認します。

• 電話線のコードが 1-LINE ポートに接続されていることを確認します。

プリントヘッドとインク カートリッジを確認する

• プリントヘッドからオレンジ色のキャップが取り外されていることを確認
します。

• すべてのプリントヘッドとインク カートリッジが、色分けされたスロッ

トに正しくしっかりと装着されていることを確認します。正しく接するよ
うにプリント ヘッドとインク カートリッジをしっかりと押し下げてくだ

さい。 すべてのプリントヘッドとインク カートリッジが装着されていな

いと、デバイスは動作できません。

• プリントヘッドのラッチが正しく閉じられていることを確認します。

• 画面にプリントヘッドのエラー メッセージが表示された場合は、プリン

トヘッドの接触面をクリーニングします。

ソフトウェアのインストールに関連する推奨事項

コンピュータ システムを確認する

• コンピュータで、サポートされている OS のいずれかが実行されているこ

とを確認します。

• コンピュータが少なくともシステムの最小要件を満たしていることを確認
します。
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インストールの準備

• オペレーティング システムに対応したインストール ソフトウェアが収録

されているスタータ CD を使用します。

• ソフトウェアをインストールする前に、それ以外のプログラムがすべて終
了していることを確認します。

• 入力した CD-ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正しいドラ

イブ名を指定していることを確認します。

• CD-ROM ドライブでスタータ CD を認識できない場合は、スタータ CD
が破損していないかどうかを調査してください。 デバイス ドライバは、

HP の Web サイト (www.hp.com/support) からダウンロードできます。

位置調整ページに関連する問題の解決

デバイスをチェックして、以下を確認します。

• 電源ランプがオンで点滅していない。 デバイスに初めて電源を入れた場

合は、ウォームアップに約 45 秒かかります。

• デバイスがレディー状態で、コントロール パネルの他のランプが点灯、

または点滅していない。 ランプが点灯または点滅している場合は、コン

トロールパネルに表示されているメッセージを確認します。

• 電源コードとそれ以外のケーブルが正しく機能し、デバイスにしっかりと
接続されている。

• 梱包用のテープと梱包材がデバイスから取り外されている。

• 背面のアクセス パネルまたは両面印刷ユニットが固定されている。

• 用紙がトレイに正しくセットされ、デバイス内に詰まっていない。

• 各プリントヘッドからオレンジ色の保護キャップを取り外してある。

• プリントヘッドとインク カートリッジが、色分けされたスロットに正し

く取り付けられている。正しく接するようにプリント ヘッドとインク カ
ートリッジをしっかりと押し下げてください。

• プリントヘッド ラッチとカバーがすべて閉じられている。

ソフトウェアのインストールに関連する問題の解決

以下を確認、または実行します：

• 使用しているコンピュータがシステム要件を満たしていることを確認しま
す。

• ソフトウェアを Windows コンピュータにインストールする前に、それ以

外のプログラムがすべて終了していることを確認します。

• 入力した CD-ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正しいドラ

イブ名を指定していることを確認します。

• CD-ROM ドライブでスタータ CD を認識できない場合は、スタータ CD
が破損していないかどうかを調査してください。 デバイス ドライバは、

HP の Web サイト (www.hp.com/support) からダウンロードできます。
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• Windows デバイス マネージャで、USB ドライバが無効にされていないこ

とを確認します。

• コンピュータで Windows を実行していて、コンピュータがデバイスを検

知できない場合は、アンインストール ユーティリティ (スタータ CD の
util\ccc\uninstall.bat) を実行してデバイス ドライバのクリーン アンインス

トールを実行します。 コンピュータを再起動し、デバイス ドライバを再

インストールします。

ネットワークの問題の解決

注記 以下を修正した後、インストール プログラムを再度実行します。

一般的なネットワーク トラブルシューティング

• デバイス ソフトウェアをインストールできない場合は、以下を確認しま

す：

• コンピュータとデバイスにすべてのケーブルがしっかりと接続されて
いる。

• ネットワークが使用できる状態で、ネットワーク ハブがオンになって

いる。

• Windows を実行しているコンピュータで、ウィルス保護プログラム、

スパイウェア保護プログラム、ファイアウォールを含むあらゆるアプ
リケーションが終了しているか、または無効にされている。

• デバイスを使用するコンピュータと同じサブネット上にデバイスがイ
ンストールされていることを確認します。

• インストール プログラムがデバイスを検知できない場合は、ネットワ

ーク設定ページを印刷してインストール プログラムに IP アドレスを

手動で入力します。 詳細については、ネットワーク設定ページの理解

を参照してください。

• Windows を実行中のコンピュータを使用している場合は、デバイス ドラ

イバに作成されたネットワーク ポートがデバイスの IP アドレスと一致し

ていることを確認します。

• デバイスのネットワーク設定ページを印刷します。

• [スタート] をクリックして [設定] をクリックし、[プリンタ] または [プ
リンタと FAX] をクリックします。

-または-
[スタート] をクリックして [コントロール パネル] をクリックし、[プ
リンタ] をダブルクリックします。

• デバイスのアイコンを右クリックして [プロパティ] をクリックしてか

ら [ポート] タブをクリックします。

• デバイスの TCP/IP ポートを選択し、[ポートの構成] をクリックしま

す。
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• ダイアログ ボックスに表示された IP アドレスを比較し、ネットワー

ク設定ページに表示された IP アドレスと一致することを確認しま

す。 IP アドレスが一致しない場合は、ネットワーク設定ページのアド

レスと一致するようダイアログ ボックスの IP アドレスを変更しま

す。

• [OK] を 2 回クリックして設定を保存し、ダイアログ ボックスを終了

します。

ワイヤ ネットワークへの接続問題

• ネットワーク コネクタのリンク ランプが点灯しない場合は、「一般的な

ネットワーク トラブルシューティング」の項目がすべて満たされている

ことを確認します。

• デバイスに静的 IP アドレスを割り当てることは推奨されていませんが、

これを行うことによってインストールの問題 (パーソナル ファイアウォー

ルとの競合など) が解決される場合があります。
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ワイヤレス通信に関連する問題の解決

ワイヤレス設定とソフトウェアのインストールを行った後にネットワークと
通信できない場合は、以下の作業の 1 つ以上を実行します。

ワイヤレス通信設定を確認します。

• コンピュータのワイヤレス カードが正しいワイヤレス プロファイルに設

定されていることを確認します。 ワイヤレス プロファイルは、指定のネ

ットワークに固有の一連のネットワーク設定です。 1 つのワイヤレス カ
ードに複数のワイヤレス プロファイルがある場合があります (例えば家庭

用ネットワークとオフィス用ネットワークなど)。 コンピュータにインス

トールされたネットワーク カードの構成ユーティリティを開き、選択さ

れたプロファイルがデバイスのネットワーク用のプロファイルであること
を確認します。

• デバイスのネットワーク設定がネットワークの設定と一致することを確認
します。 ネットワークの設定を見つけるには、以下のいずれかを実行し

ます。

• インフラストラクチャ通信： ワイヤレス アクセス ポイント (WAP) の
構成ユーティリティを開きます。

• アドホック通信： コンピュータにインストールされたネットワーク カ
ードの構成ユーティリティを開きます。

• ネットワークの設定を、デバイスのネットワーク設定ページに示されてい
る設定と比較し、違いがあれば書き留めます。 詳細については、ネット

ワーク設定ページの理解を参照してください。 可能性のある問題：

• WAP フィルタ ハードウェア アドレス (MAC アドレス)。
• 本体の 通信モード、ネットワーク名 (SSID)、チャンネル (アドホック

ネットワークのみ)、認証タイプ、または暗号化の設定が間違っている

可能性があります。

• 文書を印刷します。 それでも文書を印刷できない場合は、デバイスの

ネットワーク設定をリセットし、デバイス ソフトウェアを再インスト

ールします。

ワイヤレス ネットワークの設定が正しい場合は、コンピュータが別のワイヤ

レスネットワークと関連付けられている可能性があります。 コンピュータ

が、デバイスと同じワイヤレス ネットワークと関連付けられていることを確

認してください。

コンピュータのワイヤレス設定をチェックすることによってこれを確認でき
ます。 また、コンピュータにワイヤレス ネットワークへのアクセスがあるこ

とも確認します。
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ワイヤレス ネットワークの設定が間違っている場合は、以下の手順に従って

デバイスの設定を修正します。

1. デバイスを、ネットワーク ケーブルを使用してネットワークまたはコン

ピュータに接続します。

2. デバイスの埋め込み Web サーバを開きます。

3. [ネットワーキング] タブをクリックし、左枠にある [ワイヤレス (802.11)]
をクリックします。

4. [ワイヤレス設定] タブのワイヤレス設定ウィザードを使用して、ネットワ

ークの設定と一致するようにデバイスの設定を変更します。

5. デバイスの埋め込み Web サーバを終了して、デバイスからネットワーク

ケーブルを外します。

6. デバイス ソフトウェアを完全にアンインストールしてから、ソフトウェ

アを再インストールします。

ハードウェア アドレスを Wireless Access Point (WAP) に追加する

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で、Wireless Access Point (WAP)
が WAP を通じてネットワークへアクセスできるデバイスの MAC アドレス

(ハードウェア アドレスとも呼ばれる) のリストに構成されています。 ネット

ワークにアクセスしようしているデバイスのハードウェア アドレスが WAP
にない場合、WAP はネットワークへのデバイスのアクセスを拒否します。

WAP で MAC アドレスをフィルタする場合、デバイスの MAC アドレスを

WAP の容認された MAC アドレスのリストに追加しなければなりません。

• ネットワーク設定ページを印刷します。詳細については、ネットワーク設
定ページの理解を参照してください。

• WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウェア アドレス

を、容認された MAC アドレスのリストに追加します。

ネットワーク設定をリセットする

デバイスがネットワークと通信できない場合は、デバイスのネットワーク設
定をリセットします。

• [セットアップ] を押します。 矢印ボタンを押して [ネットワーク] に移動

し、[OK] を押します。

• 矢印ボタンを押して [ネットワーク デフォルトに戻す] に移動し、[OK] を
押します。

• ネットワーク設定ページを印刷し、ネットワーク設定がリセットされてい
るかどうかを確認します。詳細については、ネットワーク設定ページの理
解を参照してください。

デフォルトでは、ネットワーク名 (SSID) は "hpsetup"、通信モードは "ad
hoc" です。
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メディア詰まりの除去

ジョブの実行中、本体内にメディアが詰まることがあります。 詰まったメデ

ィアを取り除く前に、以下のことを確認してください。

• 仕様に準拠したメディアで印刷していることを確認します。詳細について
は、印刷メディアの選択を参照してください。

• しわが寄っていたり、折れ曲がっていたり、傷んでいるメディアを使用し
ていないことを確認します。

• 本体がきれいであることを確認します。 詳細については、デバイスのク

リーニングを参照してください。

• 給紙トレイにメディアが正しくセットされていること、セットされている
メディアの数が多すぎないことを確認します。詳細については、メディア
のセットを参照してください。

本体に詰まったメディアの除去

メディア詰まりを除去するには

1. すべてのメディアを排紙トレイから取り除きます。

2. 背面アクセス パネルまたは両面印刷ユニットを確認します。

a. 背面アクセス パネルまたは両面印刷ユニットの一方の側面にあるボタ

ンを押して、パネルまたはユニットを取り外します。

b. 本体内部につまったメディアを見つけ、両手でつかんで手前に引きま
す。
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c. そこにメディアがない場合は、両面印刷ユニット上部のラッチを押
し、ユニットのカバーを下げます。 内部にメディアが詰まっている場

合は、メディアを慎重に取り除きます。 カバーを閉じます。

d. 背面アクセス パネルまたは両面印刷ユニットを本体に再び取り付けま

す。

3. メディアが見つからない場合は、排紙トレイを上げてトレイ 1 にメディア

が詰まっていないかどうかを確認します。トレイにメディアが詰まってい
る場合は、以下を行います:
a. 排紙トレイを上げます。

b. 用紙を手前に引きます。

c. 排紙トレイを下げます。

4. メディアが見つからず、トレイ 2 が挿入されている場合は、トレイを引き

出して詰まったメディアを取り除きます。 取り除くことができない場合

は、以下を行います：

a. 本体の電源がオフになっていることを確認し、電源コードを外しま
す。

b. 本体を持ち上げてトレイ 2 から外します。
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c. 本体の裏面 (下側) またはトレイ 2 からつまっているメディアを取り除

きます。

d. 本体をトレイ 2 の上に戻します。

5. プリントキャリッジ アクセス ドアを開きます。 本体内に用紙が残ってい

る場合は、キャリッジが本体の右端に戻っていることを確認し、紙切れや
しわの寄ったメディアを取り除いて本体上部からメディアを手前に引きま
す。

警告 本体の電源が入っていて、キャリッジが戻っていない場合は、内
部に手を入れないでください。 プリントキャリッジ アクセス ドアを

開くと、通常、キャリッジは本体右側の位置に戻ります。 右側に戻ら

ない場合は、詰まったメディアを取り除く前に本体の電源をオフにし
ます。

6. 詰まったメディアを取り除いた後は、すべてのカバーを閉じて本体の電源
をオンにし (電源がオンになっていない場合)、印刷ジョブを再度送信しま

す。
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ADF のメディア詰まりの除去

ADF にメディアが詰まった場合は、詰まったメディアを取り除く前に以下を

行ってください。 メディア詰まりを避ける方法について、メディア詰まりを

避けるためのヒントを参照してください。

ADF に詰まったメディアを取り除くには

1. メディアがはみ出ている場合は、メディアが裂けないようにゆっくりと引
き出します。 抵抗があり、メディアが裂けそうな場合は、次の手順を実

行します。

2. ドキュメント フィーダを取り外し、ADF カバーを開きます。
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3. メディア詰まり除去部品を取り外します。 両手で 2 つのハンドルを持

ち、部品を持ち上げて外します。 部品を取り出し、上下を逆にして本体

脇に置きます。

4. 緑色のレバーを持ち上げながら、給紙機構を回転させて開いたままにしま
す。

5. メディアが裂けないようにゆっくりと引き出します。 抵抗があり、メデ

ィアが裂けそうな場合は、次の手順を実行します。

6. ADF を開き、両手を使用してメディアをゆっくりとゆるめます。

7. メディアが動くようになったら、ゆっくりと引き出します。
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8. ADF を閉じます。

9. 緑色のレバーを下げます。

10.メディア詰まり除去部品を図のように挿入して取り付けます。 カチッと

いう音がするまで 2 つのタブを押し込みます。

注記 メディア詰まり除去部品を正しく取り付けないと、メディア詰ま
りの原因になります。

11.ADF を閉じ、ドキュメント フィーダ トレイを取り付けます。

メディア詰まりを避けるためのヒント

• 用紙の移動経路の障害がないことを確認します。

• トレイにメディアを入れすぎないでください。詳細については、サポート
されたメディアの仕様の理解を参照してください。

• 用紙のセットは、本体が印刷中でないときに正しく行います。 詳細につ

いては、メディアのセットおよび自動ドキュメント フィーダ (ADF) への

原稿のセットを参照してください。

• 本体にトレイ 2 (オプション) を再度取り付けるときは、ゆっくりと挿入し

ます。 用紙の束がセットされた状態で急にトレイを挿入すると、用紙が

本体内でスライドして持ち上がり、用紙が詰まることや、同時に 2 枚以上

給紙されることがあります。

• 曲がったりしわのよったメディアは使用しないでください。

• 仕様に沿ったメディアのみを常に使用してください。詳細については、印
刷メディアの選択を参照してください。

• 排紙トレイがいっぱいになっていないことを確認します。

• メディアがトレイの右端に沿っていることを確認します。

• メディアの縦と横方向の用紙ガイドがメディアの束にぴったりと合い、し
わがよったり曲がっていないことを確認します。
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A HP サプライ品とアクセサリ

このセクションには、本製品の HP サプライ品とアクセサリについての情報が説明さ

れています。 この情報は変更されることがありますので、最新情報については HP
Web サイト (www.hpshopping.com) をご覧ください。 Web サイトから購入いただく

こともできます。

• 印刷サプライ品のオンライン注文

• アクセサリ

• サプライ品

印刷サプライ品のオンライン注文
HP Web サイトに加えて、印刷サプライ品の注文には次のツールを使用できます。

• 埋め込み Web サーバ：  埋め込み Web サーバの任意のページで サプライの注文

ボタンをクリックします。

• ツールボックス (Windows)： [推定インクレベル] タブで、[オンライン ショップ]
をクリックします。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [サプライ品ステータス] を [情報とサポ

ート] パネルからクリックし、[HP サプライ品の注文] ドロップダウン メニューを

クリックし、[オンライン] を選択します。

アクセサリ

HP 自動両面印刷アクセサリ C9278A 用紙の両面に自動的に印刷できる自
動両面印刷ユニット

350 枚収納トレイ CB007A 普通紙を最大 350 枚までセットでき
るオプションの第 2 トレイ

HP Jetdirect 175x Print
Server-Fast Ethernet*

J6035C 外付けプリント サーバ (USB 1.0)

HP Jetdirect en3700 Fast
Ethernet Print Server*

J7942A 外付けプリント サーバ (USB 2.0)

HP Jetdirect ew2400 802.11g
Wireless Print Server*

J7951A ワイヤレスまたは有線の外付けプリ
ント サーバ

HP bt300 Bluetooth ワイヤレ
ス プリンタ アダプタ

Q3395A Bluetooth 互換 USB アダプタ

* 印刷機能のみサポートします。

サプライ品
• インク カートリッジ

• プリントヘッド

• HP メディア

HP サプライ品とアクセサリ 237

http://www.hpshopping.com


インク カートリッジ

インク カートリッジを交換する場合は、現在使用中のカートリッジと同じカートリッ

ジ番号のものと交換してください。 カートリッジ番号は次の場所で確認できます。

• セルフ テスト診断ページ 詳細については、自己診断テスト ページの理解を参照し

てください。

• 交換するインク カートリッジのラベル。

• 埋め込み Web サーバ： [情報] タブをクリックし、左枠の [インク サプライ品] を
クリックします。

• ツールボックス (Windows)： [推定インクレベル] タブをクリックし、[カートリッ

ジの詳細] ボタンをクリックして、交換インク カートリッジに関する情報を表示し

ます。

• HP プリンタ ユーティリティ (Mac OS)： [情報とサポート] パネルを開き、[サプ

ライ製品情報] をクリックします。

注記 利用可能なインク カートリッジは、国/地域によって異なります。 ヨーロッ

パにお住まいの方は、www.hp.com/eu/hard-to-find-supplies で HP インク カートリ

ッジについての情報を見つけてください。

プリントヘッド

HP 88 ブラックとイエロー C9381A

HP 88 マゼンタとシアン C9382A

HP メディア

HP プレミアム プラス フォト用紙または HP プレミアム用紙などのメディアを注文す

るには、www.hp.com にアクセスしてください。

お住まいの国/地域をお選びの上、[購入] または [ショッピング]を選択します。
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B サポートおよび保証
保守とトラブルシューティングの情報は、一般的な問題の解決策を提供します。 お使

いの製品が正しく動作せず、これらの提案でも問題が解決されない場合は、以下のサ
ポート サービスのいずれかを使用してください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• 電子サポートの取得

• HP テレフォン サポートの取得

• Hewlett-Packard による限定保証

• 製品をお送りいただくための準備

• 製品の梱包

電子サポートの取得
サポートおよび保証については、HP Web サイト www.hp.com/support をご覧くださ

い。 情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い合わせ] をク

リックして情報を参照しテクニカル サポートにお問合せください。

また、この Web サイトには、技術サポート、ドライバ、消耗品、注文に関する情報の

ほか、次のようなオプションが用意されています。

• オンライン サポートのページにアクセスする。

• 質問を E メールで HP に送信する。

• オンライン チャットで、HP の技術者に問い合わせる。

• ソフトウェアのアップデートを確認する。

また、以下の電子ソースから、HP のサポートを得ることができます。

• ツールボックス (Windows)： ツールボックスには、一般的な印刷問題について簡

単なステップごとの解決策が記載されています。 詳細については、ツールボック

ス (Windows)を参照してください。

• 埋め込み Web サーバ： 本体がネットワークに接続されている場合、埋め込み

Web サーバを使用してステータス情報の表示、設定の変更、およびコンピュータ

での本体の管理などを行うことができます。 詳細については、埋め込み Web サー

バを参照してください。

ご利用いただけるサポートオプションは、製品、国/地域、および言語によって異なり

ます。

HP テレフォン サポートの取得
保証期間中は、HP カスタマ ケア センタから無料でサポートを受けることができま

す。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• 電話をかける前の用意

• 電話サポート番号
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電話をかける前の用意

最新のトラブルシューティング情報、または製品のフィックスと更新を HP の Web サ
イト (www.hp.com/support) で見つけてください。

カスタマ ケア センター担当者がよりよくお手伝いできるよう、電話をかける必要があ

る場合は以下の情報をお手元にご用意ください。

1. デバイスのセルフ テスト診断ページを印刷します。 詳細については、自己診断テ

スト ページの理解を参照してください。 印刷できない場合は、次の情報を用意し

てください。

• デバイス モデル

• モデル番号とシリアル番号 (本体後部をチェック)
2. Windows XP などお使いのオペレーティング システムを確認します。

3. 本体がネットワークに接続されている場合は、そのネットワーク オペレーティン

グ システムを確認します。

4. USB 接続、ネットワーク接続など、お使いのシステムに本体がどのように接続さ

れているかを書き留めます。

5. HP Officejet Pro K550 Series バージョン：60.52.213.0 など、プリンタ ソフトウ

ェアのバージョン番号を入手します。 60.52.213.0. (プリンタ ドライバのバージョ

ン番号を調べるには、プリンタ設定ダイアログ ボックスまたはプロパティ ダイア

ログ ボックスを開き、[バージョン情報] タブをクリックします)。
6. 特定のアプリケーションからの印刷に起因する問題の場合は、そのアプリケーシ

ョン名とバージョン番号を確認します。

電話サポート番号

多くの地域で、HP は保証期間中、無料電話サポートを提供しています。 ただし、以

下に一覧されている電話番号の中には無料番号でないものもあります。

電話サポート番号の最新リストについては、www.hp.com/support を参照してくださ

い。
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Hewlett-Packard による限定保証

製品をお送りいただくための準備
HP カスタマ サポートへのお問い合わせ後、または購入店で製品をサービス担当にお

送りいただくよう求められた場合は、製品をお送りいただく前に、必ず以下のものを
取り外し、保管しておいてください。

• インク カートリッジとプリントヘッド

• コントロール パネル カバー

• 電源コード、USB ケーブルなど、製品に接続されているケーブル

付録 B

242 サポートおよび保証



• 給紙トレイにセットされている用紙

• 本体にセットされているすべての原稿

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• 製品をお送りいただく前のインク カートリッジとプリントヘッドの取り外し

• コントロール パネル カバーの取り外し

製品をお送りいただく前のインク カートリッジとプリントヘッドの取り外し

製品をお送りいただく前に、インク カートリッジとプリント ヘッドを必ず取り外して

ください。

注記 この情報は、日本のお客様には適用されません。

発送前にプリント カートリッジを取り外すには

1. 本体の電源を入れ、プリント カートリッジが停止して静かになるまでしばらく待

ちます。 本体の電源がオンにならない場合は、この手順を省略してステップ 2 に
進みます。

注記 本体の電源がオンにならない場合は、電源コードを抜いて、手動でプリ
ント キャリッジを右端まで動かすと、インク カートリッジを取り外すことが

できます。

2. インク カートリッジ カバーをゆっくりと開きます。
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3. それぞれのインク カートリッジを親指と人さし指で挟んでしっかりと手前に引

き、スロットから取り外します。

4. インク カートリッジの内部が乾燥しないようにカートリッジを密閉プラスチック

容器に入れて保管します。 HP カスタマ サポートの電話担当者から指示された場

合を除き、本体と一緒に発送しないでください。

5. インク カートリッジ アクセスドアを閉め、カートリッジがホーム ポジション (左
側) に戻るまでしばらく待ちます。

6. スキャナが停止して所定の位置に戻った後、[電源] ボタンを押して本体の電源をオ

フにします。

発送前にプリントヘッドを取り外すには

1. 上部カバーを開きます。

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、[OK] ボタンを 5 秒間押し続けま

す。 キャリッジが止まるのを待ちます。

3. プリントヘッド ラッチを上げます。

4. プリントヘッドのハンドルを持ち上げて、プリントヘッドをスロットから引き出
します。

5. 乾燥を避けるたため、プリントヘッドを密閉プラスチック容器に入れて保管しま
す。HP カスタマ サポートの電話担当者から指示された場合を除き、本体と一緒に

発送しないでください。

6. 上部カバーを閉じます。

7. スキャナが停止して所定の位置に戻った後、[電源] ボタンを押して本体の電源をオ

フにします。

コントロール パネル カバーの取り外し

インク カートリッジとプリント ヘッドの取り外しが終わったら、以下の手順を実行し

ます。

注記 この情報は、日本のお客様には適用されません。

注意 必ず本体のプラグを抜いてから以下の手順に従ってください。

注意 本体の交換品に電源コードは付属しません。 交換品が到着するまで、電源

コードは安全な場所に保管しておいてください。
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コントロール パネル カバーを取り外すには

1. [電源] ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。

2. 電源コードをコンセントから抜いた後、本体から外します。 電源コードは本体と

一緒に返送しないでください。

3. 以下の手順に従って、コントロール パネル カバーを取り外します。

a. ADF を持ち上げます。

b. 指を使用するか、薄いものをコントロール パネル カバーの右上のタブに差し

込んで、コントロール パネル カバーを取り外します。

4. コントロール パネル カバーを保管します。 コントロール パネル カバーは HP オ
ールインワン と一緒に返送しないでください。

注意 交換用のデバイスには、コントロール パネル カバーが付属していませ

ん。 コントロール パネル カバーは安全な場所に保管しておき、デバイスの交

換品がお手元に届いたら取り付けてください。 デバイスの交換品のコントロー

ル パネル機能を使用するには、交換前の製品に付属していたコントロール パ
ネル カバーを交換品に取り付ける必要があります。

注記 コントロール パネル カバーの取り付け方法については、デバイスに付属

のセットアップ ポスターを参照してください。 デバイスの交換品に、デバイ

スの設定に関する使用説明書が付属している場合があります。
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製品の梱包
製品をお送りいただく準備ができたら、次の手順を実行してください。

製品を梱包するには

1. お手元にある場合は元の梱包材を使用して、または交換品に使用されていた梱包
材を使用して、製品を梱包して発送します。

元の梱包材がない場合は、他の適切な梱包材を使用してください。 不適切な梱包

や運送によって発生する損傷は、保証の対象にはなりません。

2. 返送用のラベルを箱の外側に貼ります。

3. 箱には、以下のものを入れてください。

• サービス担当に宛てた、症状の詳細な説明 (印刷品質を示す実際の出力サンプ

ルが役に立ちます)。
• 保証が適用される期間内であることを証明する保証書またはその他の購入証明

書のコピー。

• 氏名、住所、および日中に連絡可能な電話番号。
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C デバイスの仕様
メディアおよびメディア処理の仕様については、「サポートされたメディアの仕様の
理解」を参照してください。

物理的仕様

サイズ (幅 x 奥行き x 高さ)
• A4/レター サイズのスキャナ ガラスを搭載したデバイス (L7300、L7500):  505 x

402 x 356 mm (19.9 x 15.8 x 14 インチ)
• リーガル サイズのスキャナ ガラスを搭載したデバイス (L7600、L7700):  531 x

465 x 356 mm (20.9 x 18.3 x 14 インチ)
• 両面印刷ユニット取り付け時:  64 mm (2.5 インチ) をデバイスの背面に追加しま

す。

• トレイ 2 取り付け時:  76 mm (3 インチ) をデバイスの高さに追加します。

デバイス重量 (プリントヘッドまたはインク カートリッジは含まず)
• A4/レター サイズのスキャナ ガラスを搭載したデバイス (L7300、L7500):  14.2

kg (31.3 ポンド)
• リーガル サイズのスキャナ ガラスを搭載したデバイス (L7600、L7700):  14.76

kg (32.5 ポンド)
• 両面印刷ユニット取り付け時:  0.95 kg (2.0 ポンド) を追加します。

• トレイ 2 取り付け時: 2.5 kg (5.5 ポンド) を追加します。

製品特性と機能

機能 容量

接続 • USB 2.0 高速準拠

• USB ホスト コネクタは、フル スピード
までしかサポートされていません。

• 有線ネットワーク接続用高速 Ethernet
10/100Base-TX (一部のモデルのみ)

• 802.11b/g ワイヤレス ネットワーク (一部
のモデルのみ)

印刷方式 オンデマンド型サーマル インクジェット印刷

インク カートリッジ 4 種類のインク カートリッジ (黒、シアン、
マゼンタ、およびイエロー各 1 つ)

プリントヘッド 2 種類のプリントヘッド (黒、シアン、イエロ
ー、およびマゼンタ各 1 つ)

印刷可能枚数 インク カートリッジの推定残量の詳細につい
ては、www.hp.com/pageyield/ を参照してく
ださい。

デバイスの言語 HP PCL 3 拡張
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機能 容量

サポートするフォント US フォント： CG Times、CG Times Italic、
Universe、Universe Italic、Courier、Courier
Italic、Letter Gothic、Letter Gothic Italic。

負荷サイクル 7500 ページ/月まで

コントロール パネルの言語のサポート

使用可能な言語は国/地域によって異なりま
す。

ブルガリア語、クロアチア語、チェコ語、デ
ンマーク語、オランダ語、英語、フィンラン
ド語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、
ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国
語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガ
ル語、ルーマニア語、ロシア語、簡体字中国
語、スロバキア語、スロベニア語、スペイン
語、スウェーデン語、繁体字中国語、トルコ
語、ウクライナ語。

プロセッサとメモリの仕様

デバイス プロセッサ

192 MHz ARM946ES、ETM9 (medium)

デバイス メモリ

• L7300/L7500: 64 MB 内蔵 RAM、16 MB 内蔵 MROM +2 MB 内蔵 Flash ROM
• L7600:64 MB 内蔵 RAM、16 MB 内蔵 MROM + 4 MB 内蔵 Flash ROM
• L7700:64 + 32 MB 内蔵 RAM、16 MB 内蔵 MROM + 4 MB 内蔵 Flash ROM

システム要件

注記 サポートされているオペレーティング システムとシステム要件の最新情報

については、http://www.hp.com/support/ にアクセスしてください。

オペレーティング システムとの互換性

• Windows 2000、Windows XP、Windows XP x64* (Professional Edition および
Home Edition)

• Mac OS X (10.3、10.4)
• Linux

注記 Windows Server 2003 (32 ビット版と 64 ビット版の両方) 用のプリンタ ド
ライバおよびスキャナ ドライバを使用する場合は、最低でも Intel ® Pentium ® II ま
たは Intel Celeron ® プロセッサ、128 MB の RAM、200 MB のハード ディスク空

き容量が必要です。ドライバは http://www.hp.com/support/ から入手できます。

最小要件

• Windows 2000：  Intel Pentium II または Celeron プロセッサ、128 MB RAM、

280 MB のハード ディスク空き容量

• Windows XP (32 ビット): Intel Pentium II または Celeron プロセッサ、128 MB
RAM、280 MB のハード ディスク空き容量

• Windows XP x64: Intel Pentium II または Celeron プロセッサ、128 MB RAM、

280 MB のハード ディスク空き容量
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• Mac OS X (10.3.8、10.4.x):  400 MHz Power PC G3 (v10.3.8 および v10.4.x) また

は 1.83 GHz Intel Core Duo (v10.4.x)、128 MB メモリ、300 MB のハード ディス

ク空き容量

• Microsoft Internet Explorer 6.0

推奨される要件

• Windows 2000： Intel Pentium III 以上のプロセッサ、256 MB RAM、500 MB の
ハード ディスク空き容量

• Windows XP (32 ビット): Intel Pentium III 以上のプロセッサ、256 MB RAM、

500 MB のハード ディスク空き容量

• Windows XP x64: Intel Pentium III 以上のプロセッサ、256 MB RAM、500 MB の
ハード ディスク空き容量

• Mac OS X (10.3.8、10.4.x):  400 MHz Power PC G3 (v10.3.8 および v10.4.x) また

は 1.83 GHz Intel Core Duo (v10.4.x)、256 MB メモリ、600 MB のハード ディス

ク空き容量

• Microsoft Internet Explorer 6.0 以降

ネットワーク プロトコルの仕様

ネットワーク オペレーティング システムとの互換性

• Windows 2000、Windows XP (32 ビット)、Windows XP x64 (Professional Edition
および Home Edition)

• Mac OS X (10.3、10.4)
• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP と

Feature Release 3
• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services と Citrix Presentation Server

4.0
• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services
• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services
• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services と Citrix Presentation Server

4.0
• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP と

Feature Release 3
• Novell Netware 6、6.5、Open Enterprise Server 6.5

互換性のあるネットワーク プロトコル

TCP/IP

ネットワーク管理

• HP Web Jetadmin プラグイン

• 埋め込み Web サーバ

機能

• ネットワーク デバイスをリモート設定および管理する機能

• myPrintMileage
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埋め込み Web サーバの仕様

必要な条件

• TCP/IP ベースのネットワーク (IPX/SPX ベースのネットワークはサポートされて

いません)
• Web ブラウザ (Microsoft Internet Explorer 5.5、Netscape 7.0、Opera 7.54、

Mozilla Firefox 1.0、または Safari 1.2 以降)
• ネットワーク接続 (USB ケーブルで直接コンピュータに接続されている場合、埋め

込み Web サーバは使用できません)
• インターネット接続 (一部の機能で必要)

注記 埋め込み Web サーバは、インターネットに接続しなくても開くことが

できます。 ただし、一部の機能は使用できません。

• デバイスとファイアウォールの同じ側になければなりません。

印刷の仕様

印刷解像度

モノクロ

ピグメント ブラック インクで最高 1200 dpi

カラー

HP ではフォト品質を Vivera インクにより改善しています (最高 4800 X 1200 dpi 最適

化、1200 X 1200 入力 dpi で HP プレミアム プラス フォト用紙使用)

コピーの仕様
• デジタルイメージ処理

• 原稿のコピーは 100 枚まで (モデルによって異なります)
• デジタルズーム: 25～400% (モデルによって異なります)
• ページに合わせる、プレスキャン

• コピー速度: モノクロの場合最大 30 ページ/分、カラーの場合 24 ページ/分 (モデ

ルによって異なります)
• コピー速度はドキュメントの複雑さによって異なります
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モード 種類 速度 (ppm) スキャンの解像度
(dpi)1

高画質 モノクロ 最大 0.8 最高 600 x 1200

 カラー 最大 0.8 最高 600 x 1200

標準 モノクロ 最大 8.5 最高 300 x 300

 カラー 最大 5.1 最高 300 x 300

はやい モノクロ 最大 30 最高 300 x 300

 カラー 最大 24 最高 300 x 300

1 400% の倍率時の最大値。

ファックスの仕様
• Walk-up 方式のモノクロおよびカラー ファックス機能。

• 最大 110 件の短縮ダイヤル (モデルによって異なります)。
• 最大 120 ページのメモリ (ITU-T Test Image #1 を標準解像度で受信した場合で、

モデルよって異なります)。 より複雑なページあるいは高解像度のページの場合は

受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。

• 手動ファックス送受信。

• 最大 5 回のビジー自動リダイヤル (モデルによって異なります)。
• 1 回の応答なし自動リダイヤル (モデルによって異なります)。
• 確認レポートおよびアクティビティ レポート。

• CCITT/ITU Group 3 ファックス (エラー訂正モード対応)。
• 伝送速度 33.6 Kbps。
• 36.6 Kbps の場合の伝送速度は 3 秒/枚 (ITU-T Test Image #1 を標準解像度で受信

した場合)。 より複雑なページあるいは高解像度のページの場合は受信に時間がか

かり、消費メモリも多くなります。

• 呼び出しの自動検出とそれに伴うファックス/留守番電話の自動切り替え。

 写真 (dpi) 超高画質 (dpi) 高画質 (dpi) 標準 (dpi)

モノクロ 196 x 203 (8 ビット
グレースケール)

300 x 300 196 x 203 196 x 98

カラー 200 x 200 200 x 200 200 x 200 200 x 200

スキャンの仕様
• イメージエディター内蔵

• 統合 OCR ソフトウェアによってスキャンしたテキストを編集可能なテキストに自

動的に変換 (Windows のみ）

• スキャンの速度は、文書の複雑さによって異なります

• Twain 互換 インタフェース

• 解像度： 光学解像度 2400 x 4800 ppi、最大補間解像度 19200 ppi
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• カラー： RGB カラーによる16 ビット、48 ビット合計

• ガラス板からの最大スキャン サイズ： 216 x 297 mm (8.5 x 11.7 インチ)

ダイレクト デジタル ファイリングの仕様
• ADF またはスキャナのガラス板からハードコピーの原稿をスキャンし、デジタル

ドキュメントを作成してネットワーク フォルダに保存 (ネットワーク接続が必要)
• プログラム済みのネットワーク フォルダ パスをサポート

• デジタル ファイリング短縮ダイヤルをサポート

• 解像度： 75 dpi、200 dpi、300 dpi、600 dpi
• サポートされるファイル形式: PDF、JPG
• サポートされるネットワーク構成: TCP/IP ネットワーク

環境仕様

動作環境

動作温度: 5 ～ 40 C (41 ～ 104 F)
動作時推奨条件: 15 ～ 32 C (59 ～ 90 F)
推奨相対湿度: 25 ～ 75% 結露しないこと

保管環境

保管温度: -40 ～ 60 C (-40 ～ 140 F)
保管相対湿度: 65 C (150 F) の温度で最高 90%、結露しないこと

電気仕様

電源

ユニバーサル電源アダプタ (外部)

所要電力

入力電圧： 100 ～ 240 VAC (± 10%)、50/60 Hz (± 3Hz)
出力電圧： 32 Vdc、2500 mA

消費電力

• L7300/L7500: 印刷時 32 W、ファックスまたはコピー時 35 W
• L7600/L7700: 印刷時 33 W、ファックスまたはコピー時 37 W

発生音量仕様 (エコノ モードでの印刷、ISO 7779 によるノイズ レベル)
音圧 (そばに立っている状態)
LpAd 55 (dBA)

音響

LwAd 6.9 (BA)
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サポートされているデバイス

USB フラッシュ ドライブ

HP では、このデバイスで次の USB フラッシュ ドライブを完全にテストしています。

• SanDisk Cruzer Micro：  高速、0120-256、256 MB
• Iomega Micro Mini：  フル速度、064-0417450-YCAE032171、128 MB
• Kingston DataTraveler II：  高速、KF112504 f5274-006、128 MB および 256 MB
• Sony Microvault：  高速、D04825AB、256 MB
• Lexar Media JumpDrive:  256 MB
注記: デバイスには他の USB フラッシュ ドライブを使用できる場合もあります。 た
だし、他のドライブは完全にテストされていないため、デバイスで適切に動作するか
どうかは保証できません。

メモリ カードの仕様
• メモリーカード上の推奨最大ファイル数： 1,000
• 推奨最大ファイル サイズ(個別): 12 メガピクセル (最大)、8 MB (最大)
• 推奨最大メモリ カード サイズ: 1 GB (半導体メモリのみ)

注記 メモリ カードの最大推奨値に近づくと、デバイスのパフォーマンスが期待

値より遅くなる場合があります。

サポートされているメモリ カードのタイプ

• CompactFlash
• Memory Stick
• Memory Stick Duo
• Memory Stick Pro
• Secure Digital
• MultiMediaCard (MMC)
• xD-Picture カード

Memory Stick Magic Gate Duo、Memory Stick Duo および Secure Multimedia Card を
使用するにはアダプタが必要です。 詳細については、メモリカードに付属する説明を

参照してください。
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D 法規について
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

• FCC 準拠声明

• カナダ電話網ユーザーへの告知

• ヨーロッパエコノミックエリア電話網ユーザーへの告知

• その他の法規について

• ワイヤレス製品の法規規定

• 適合宣言書

• 環境認可プログラム

FCC 準拠声明
The United States Federal Communications Commission (in 47 cfr 15.105) has
specified that the following notices be brought to the attention of users of this product.
This device complies with part 15 of the FCC rules. Operation is subject to the
following two conditions: (1) This device may not cause harmful interference, and (2)
this device must accept any interference received, including interference that may
cause undesired operation.

Shielded cables
Use of a shielded data cable is required to comply with the Class B limits of Part 15 of
the FCC Rules.
Pursuant to Part 15.21 of the FCC Rules, any changes or modifications to this
equipment not expressly approved by the Hewlett-Packard Company, may cause
harmful interference and void the FCC authorization to operate this equipment.
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B
digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to
provide reasonable protection against harmful interference in a residential installation.
This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not
installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not
occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful interference to
radio or television reception, which can be determined by turning the equipment off
and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the
following measures:
• Reorient or relocate the receiving antenna.
• Increase the separation between the equipment and receiver.
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the

receiver is connected.
• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.
For further information, contact:
Manager of Corporate Product Regulations
Hewlett-Packard Company
3000 Hanover Street
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Palo Alto, CA 94304
(650) 857-1501

Exposure to radio frequency radiation (wireless products only)
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米国電話網ユーザーへの告知
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カナダ電話網ユーザーへの告知
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ヨーロッパエコノミックエリア電話網ユーザーへの告知

その他の法規について
• EMI 規定 (韓国)
• VCCI 宣言 (日本)
• 規制モデル番号

• 電源コードの規定

• LED 分類

EMI 規定 (韓国)
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VCCI 宣言 (日本)

規制モデル番号

規制上の識別を行うために、本製品には規制モデル番号が指定されています。お使い
の製品の規制モデル番号は SNPRC-0602-01 または SNPRC-0602-02 です。この規制

モデル番号をマーケティング名 (HP Officejet Pro L7300/L7500/L7600/L7700) や製品番

号 (CB778A、C8157A、C8158A、C8159A) と混同しないようご注意ください。

電源コードの規定

電源コードは修理できません。 故障している場合は、処分するかサプライヤに返品し

てください。

LED 分類

ワイヤレス製品の法規規定
• Notice to users in Canada/Note à l'attention des utilisateurs Canadien
• Notice to users in Brazil/Notificação de Normas de Uso de Dispositivos Sem Fio

do Brasil
• EU のユーザーに対する告知 (英語)
• フランスのユーザーに対する告知

• ドイツのユーザーに対する告知

• イタリアのユーザーに対する告知

• スペインのユーザーに対する告知
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Notice to users in Canada/Note à l'attention des utilisateurs Canadien

Notice to users in Brazil/Notificação de Normas de Uso de Dispositivos Sem Fio do
Brasil
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EU のユーザーに対する告知 (英語)

ワイヤレス製品の法規規定 261



フランスのユーザーに対する告知
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ドイツのユーザーに対する告知

ワイヤレス製品の法規規定 263



イタリアのユーザーに対する告知
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スペインのユーザーに対する告知

ワイヤレス製品の法規規定 265



適合宣言書
HP Officejet Pro L7500/L7600
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HP Officejet Pro L7700
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環境認可プログラム
Hewlett-Packard では、優れた製品を環境に対して適切な方法で提供することに積極的

に取り組んでいます。 HP は、製品の設計プロセスを常に改善し、オフィス環境、お

よび機器が製造、出荷、使用される社会における環境汚染を最小限に抑えるように努
めています。 HP では、製品寿命を終えた機器の廃棄による環境汚染を最小限にする

プロセスを開発してきました。

HP 環境認可プログラムの詳細については、www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/
environment/index.html を参照してください。

削減と排除

リサイクル紙の使用

本製品の両面印刷と N-up 印刷機能 (複数の文書を一枚の用紙に印刷可能) により、用

紙の消費を削減し、自然資源の要求に応えることができます。 これらの機能の使用に

ついては、本ガイドを参照してください。

インクの使用

本製品のエコノモードでは、使用するインク量が少なくてすむためカートリッジの寿
命を延ばすことができます。 詳細については、プリント ドライバのオンライン ヘル

プを参照してください。

オゾン層を破壊する化学物質

HP 社の製造プロセスでは、オゾン層を破壊するクロロフルオロカーボン (CFC) など

の化学物質が発生しません。

消費電力

PowerSave/スリープ モードでは電力消費が極端に減少し、本製品の高性能に悪影響

を与えることなく自然資源の節約とコスト節減につながります。

バッテリ情報

このデバイスには、以下の水銀を使用しない電池が含まれています。

仕様 値

電池の製品番号 1420-0887

電池の材料 リチウム ポリカーボン モノフルオライド

電池の種類 ボタン型電池/コイン型電池

製品 1 台当たりの使用数量 1

重量 2.50 グラム (0.09 オンス)

電池の製造者 松下電器、日本

注記 寿命に達した電池は、リサイクルまたは適切な処理が必要となる場合があり
ます。
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材料の安全性に関するデータ シート

材料の安全性に関するデータ シート (MSDS) は、以下の HP Web サイトから入手で

きます。 www.hp.com/go/msds.

再利用

この製品は再利用を考えた設計を取り入れています。

• 高度な機能と信頼性を確保する一方、素材の種類を最小限に抑えました。

• 素材の異なる部分は、簡単に取り外せるように作られています。

• 金具などの接合部品は、見つけやすく手の届く場所にあるので、一般的な工具を
使って簡単に取り外すことができます。

• 重要性の高い部品もすばやく手の届く場所にあり、取り外しや修理が簡単に行え
ます。

製品梱包

この製品の梱包材は環境への影響を最小限にし、再利用を促進する一方、最小のコス
トで最大限に製品を保護するという理念で選ばれています。 製品の丈夫な作りも、梱

包材の削減と、故障率低下につながっています。

プラスチック

25 グラム以上のプラスチックのパーツには、国際規格に基づく材料識別マークが付い

ているため、プリンタを処分する際にプラスチックを正しく識別することができま
す。

EU の一般家庭ユーザーによる廃棄機器の処理

製品またはそのパッケージ上にあるこの記号は、本製品を家庭
の廃棄物と共に廃棄するべきではないことを示します。廃棄機
器は、お客様の責任で廃棄電気および電子機器のリサイクル用
に指定された収集地に持ち込んで、処理してください。廃棄に
際して廃棄機器の分別収集とリサイクルを行うことにより、天
然資源を大切にするとともに、人の健康と環境を保護する形で
リサイクルを確実に行うことができます。廃棄機器をリサイク
ルに出す場所に関する詳細については、市役所、家庭廃棄物処
理サービス、または製品を購入したショップにお問い合わせく
ださい。

HP 製品とサプライ品

HP の Planet Partners™ 再利用サービスにより、あらゆるブランドのコンピュータ機

器または HP 印刷サプライ品を簡単に再利用できます。 HP の最新のプロセスによ

り、不要なハードウェアや HP 印刷サプライ品が、資源を節約する方法で再利用され

ます。

詳細については、www.hp.com/recycle を参照してください。
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ーティング 193
インク残量アイコン 20
インストール

[プリンタの追加]、
Windows 150

Mac OS 用のソフトウェ

ア 150
Windows ネットワーク ソ

フトウェア 148
Windows 用のソフトウェ

ア 145
アクセサリ 23
トラブルシューティング

224
両面印刷ユニット 23

インターネット
ファックス、使用 96

インチあたりのドット数 (dpi)
ファックス 18

え
エラー メッセージ

TWAIN ソースを有効にでき

ません 203
コントロール パネル 27

エラー レポート、ファック

ス 98
エラー補正モード、ファック

ス 94

お
オゾン層を破壊する化学物質

268

か
ガラス、スキャナ

クリーニング 180
位置の確認 15

ガラス版、スキャナ
原稿のセット 35

カード
ガイドライン 37
サポートされているサイ

ズ 39
トレイのサポート 41

カートリッジ.  インク カートリ

ッジを参照

カスタマ サポート

HP インスタント サポー

ト 110
電子 239
電話サポート 239

カスタムサイズのメディア
ガイドライン 38
サポートされているサイ

ズ 40
印刷 46

カメラ
DPOF ファイルの印刷 68
コントロール パネル ディス

プレイのモード 21
コンピュータへの写真の保

存 79
ポート、位置の確認 16,

68
メモリ カードの挿入 67
接続 68, 70

カラー
トラブルシューティング

195
にじむ 194
印字が薄いか色が鮮やかで

ない 194
間違った色 194
仕様 250
白黒で印刷される、トラブ

ルシューティング 194
カラー コピー 58
カラー テキスト、および

OCR 65

き
キーパッド、コントロール パ

ネル
位置の確認 18
文字と記号の入力 31

キャンセル
コピー 59
スキャン 66
印刷ジョブ 56

キャンセル ボタン 19

く
グラフィックス

コピーにムラがある 200
スキャン原稿と異なって見

える 204
印字ムラが出る 193
線やドットが欠落してい

る 195
グループ、短縮ダイヤル

設定 50
クリーニング

ADF 181
スキャナ ガラス 180
プリントヘッド 174, 175
外側 185

クロロフルオロカーボン
(CFC) 268

け
ケーブル

USB ケーブルの注文 237

こ
コネクタ、位置の確認 17
コピー

キャンセル 59
コントロール パネルから

58
トラブルシューティング

197
原稿のトリミング 59
仕様 250
設定 58
品質 199

コピー スタート ボタン

カラー 19
モノクロ 19

コピー ボタン 18
コピー メニュー 26
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コピーがかすれてしま模様にな
る、トラブルシューティン
グ 199

コピーが薄い 198
コピーに縦のしま模様が入る、

トラブルシューティング
199

コピーのざらざらしたまたは白
い帯、トラブルシューティン
グ 200

コントロール パネル

カバー、取り外し 244
コピー 58
スキャン 60
ステータス アイコン 20
ディスプレイ 21
デバイスの管理 101
ネットワーク設定 116
プログラムへのスキャン画

像の送信 63
ファックスの送信 81
ボタン 18
メッセージ 27
メニュー 26
ランプ 18
位置の確認 15
画像のトリミング 59
管理者の設定 103
写真の印刷 71
設定、変更 28
文字と記号の入力 31

コンピュータ モデム

ファックスおよびボイス メ
ールとの共有 (パラレル

方式の電話システム)
143

ファックスおよび電話回線

との共有 (パラレル方式

の電話システム) 132
ファックスおよび留守番電

話との共有 (パラレル方

式の電話システム) 138
ファックスとの共有 (パラ

レル方式の電話システ

ム) 129

さ
サイズ

コピーのトラブルシューテ
ィング 199

スキャン、トラブルシュー
ティング 205

さいりよう 269
サブスクライバ識別コード 91
サプライ品

myPrintMileage 112
オンライン注文 237
印刷可能枚数 247
自己診断テスト ページ

113
状態 102

サプライ用品
状態 103

サポート.  カスタマ サポートを

参照
サポートされているオペレーテ

ィング システム 248
サポートするフォント 248

し
ジョブ

設定 28
システム要件 248
シリアル番号 113
シリアル方式の電話システム

セットアップの種類 120
国/地域 119

す
ズーム (-) ボタン 19
ズーム (+) ボタン 19
スキャナ ガラス

クリーニング 180
位置の確認 15

スキャナのガラス板
原稿のセット 35

スキャン
OCR 65
TWAIN 互換または WIA 互

換プログラムから 64
Web スキャンから 64
エラー メッセージ 203
キャンセル 66
コントロール パネルから

60
スキャン スタート ボタン

19

スキャンの仕様 251
スキャンの送信先ボタン

18
ダイレクト デジタル ファイ

リング 61
トラブルシューティング

200
プログラムへの送信 62
フォト シート 74
フォトプリント ボタン 19
メモリ カード 63
画像の編集 65
設定 66
遅い 201
品質 203

スキャン スタート ボタン 19
スキャン メニュー 26
スキャンのストライプ、トラブ

ルシューティング 204
スキャンの送信

プログラム 62
スキャンの送信先ボタン 18
スキャン画像の送信

OCR 用 65
トラブルシューティング

200
ステータス

メッセージ 27
ステータス アイコン 20
ストレージ デバイス

サポートされている USB
フラッシュ ドライブ
253

接続 70

せ
セキュリティ

Bluetooth 164
HP インスタント サポー

ト 111
ワイヤレス設定 154
ワイヤレス通信 159
管理 102

セット
ADF (自動ドキュメント フ

ィーダ) への原稿のセッ

ト 34
トレイ 1 43
トレイ 2 44

セットアップ
Bluetooth 160

索引
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DSL (パラレル方式の電話シ

ステム) 124
ISDN 回線 (パラレル方式の

電話システム) 125
PBX システム (パラレル方

式の電話システム) 125
Windows 145
Windows ネットワーク

148
コンピュータ モデム (パラ

レル方式の電話システ

ム) 129
コンピュータ モデムとボイ

ス メール (パラレル方式

の電話システム) 143
コンピュータ モデムと電話

回線 (パラレル方式の電

話システム) 132
コンピュータ モデムと留守

番電話 (パラレル方式の

電話システム) 138
ファックス 118
ファックスのシナリオ

120
ファックス、パラレル方式

の電話システム 119
ボイス メール (パラレル方

式の電話システム) 128
ボイス メールとコンピュー

タ モデム (パラレル方式

の電話システム) 143
共有電話回線 (パラレル方

式の電話システム) 127
接続の種類 21
単独のファクス回線 (パラ

レル方式の電話システ

ム) 123
着信識別 (パラレル方式の

電話システム) 126
留守番電話 (パラレル方式

の電話システム) 136
留守番電話とモデム (パラ

レル方式の電話システ

ム) 138
セットアップ ガイド 12
セットアップ ポスター 12
セットアップ ボタン 19

そ
ソフトウェア

HP Photosmart 29
Mac OS からのアンインス

トール 167
Mac OS へのインストー

ル 150
OCR 65
Web スキャン 64
Windows からのアンインス

トール 166
Windows へのインストー

ル 145
アクセサリの設定 24
管理ツール 101
接続の種類 21
保証 242

ソフトウェアのアンインストー
ル
Mac OS 167
Windows 166

ソリューション センター 29

た
ダイヤル モニタリング 82, 83
ダイヤルアップ モデム

ファックスおよびボイス メ
ールとの共有 (パラレル

方式の電話システム)
143

ファックスおよび電話回線

との共有 (パラレル方式

の電話システム) 132
ファックスおよび留守番電

話との共有 (パラレル方

式の電話システム) 138
ファックスとの共有 (パラ

レル方式の電話システ

ム) 129
ダイヤルトーンのテスト、失

敗 211
ダイヤル方式、設定 94
ダイレクト ファイリング

設定 61

つ
ツールボックス (Windows)

[サービス] タブ 108
[情報] タブ 107

[推定インク レベル] タブ
107

開く 107
管理者の設定 105
機能 101
説明 107

て
ディスプレイ、コントロール

パネル 21
デジタル カメラ

DPOF ファイルの印刷 68
コントロール パネル ディス

プレイのモード 21
コンピュータへの写真の保

存 79
ポート、位置の確認 16,

68
メモリ カードの挿入 67
接続 68, 70

デジタル ファイリング

スキャン 62
デジタル ファイリング ボタ

ン 18
デバイスの共有

Mac OS 151
Windows 147

デフォルトの設定
コピー 58
コントロール パネル 28
ドライバ 54
印刷 54

テキスト
コピーがはっきりしない、

トラブルシューティン
グ 200

コピーが汚い 200
コピーにムラがある 200
スキャンが鮮明でない

205
スキャンされない、トラブ

ルシューティング 202
スキャン後に編集できな

い、トラブルシューティ
ング 202

トラブルシューティング
190, 193, 195

テスト、ファックス
ダイヤルトーン、失敗

211
ハードウェア、失敗 207
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ファックスに使用している
電話コードの種類のテス
トに失敗した 210

ファックス回線状態 212
ポート接続、失敗 209
失敗 207
設定 96
電話の壁側のモジュラー ジ

ャック 208
テレフォン カスタマ サポー

ト 239

と
ドット/インチ (dpi)

印刷 250
ドライバ

アクセサリの設定 24
バージョン 240
設定 54
保証 242

トーン ダイヤル 94
トラブルシューティング

HP インスタント サポー

ト 110
インクがにじむ 193
インストール 224
カラー 194, 195
カラーがにじむ 194
コピー 197
コピーが曲がっている

200
コピーの品質 199
コントロール パネルのメッ

セージ 27
スキャン 200
スキャンの品質 203
テキストまたはグラフィッ

クスに印字ムラが出る
193

トレイ 2 の取り付け 195
ネットワーク設定ページ

114
はみ出したページ、テキス

トまたはグラフィックス
の配置が適切でない
190

ヒント 185
プリントヘッド 188
ファイアウォール 188
ファックス 207
ファックス テスト 207

ファックス ハードウェア テ
ストに失敗した 207

ファックスに使用している
電話コードの種類のテス
トに失敗した 210

ファックスのダイヤルトー
ンのテストに失敗した
211

ファックスの受信 213,
217

ファックスの送信 213,
216, 220

ファックスの電話コードの
接続テストに失敗した
209

ファックスの壁側のモジュ

ラー ジャックのテスト、

失敗 208
ファックス回線のテストに

失敗した 212
ページが曲がっている

196
メディアがトレイから供給

されない 196
メモリ カード 222
一度に 2 枚以上給紙され

る 197
印刷 186
印刷速度が遅い 189
印刷品質 191
何も印刷されない 187
給紙の問題 195
空白ページが印刷される

189
自己診断テスト ページ

112
情報の一部がないか正しく

ない 190
線やドットが欠落してい

る 195
電源 187
埋め込み Web サーバ 224
無意味な文字が印刷され

る 192
留守番電話 221

トレイ
デフォルトの設定 45
ドライバでのオン/オフ 24
トレイ 2 の取り付け 23
メディアのセット 42

メディアの供給のトラブル
シューティング 196

メディア詰まりの除去
231

ロック 45
位置の確認 15
管理ツール 102
使用可能なメディアのサイ

ズ 38
使用可能なメディアのタイ

プと重量 41
容量 41
用紙ガイド図 15

トレイ 1
メディアのセット 43
位置の確認 15
使用可能なメディアのサイ

ズ 38
使用可能なメディアのタイ

プと重量 41
容量 41

トレイ 2
オンライン注文 237
ドライバでのオン/オフ 24
メディアのセット 44
位置の確認 15
使用可能なメディアのサイ

ズ 38
使用可能なメディアのタイ

プと重量 41
取り付け 23
取り付けのトラブルシュー

ティング 195
容量 41

トレイのロック 45

ね
ネットワーク

Ethernet 接続 21
HP Web Jetadmin 110
IP 設定 118
Mac OS のセットアップ

151
Windows のセットアップ

148
コネクタ図 17
システム要件 249
デジタル ファイリング ボタ

ン 18
ファイアウォール、トラブ

ルシューティング 188

索引
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リンク速度 117
ワイヤレス セットアップ ウ

ィザード 116
ワイヤレス設定 114, 153
ワイヤレス通信のセットア

ップ 152
共有、Windows 147
使用可能なオペレーティン

グ システム 249
使用可能なプロトコル

249
自己診断テスト ページ

112
詳細設定 117
静的 IP アドレス、設定

186
設定の表示と印刷 116
設定、変更 116

ネットワーク プリンタ セット

アップ ユーティリティ
(Mac OS) 109

ネットワーク フォルダ

スキャン 62
トラブルシューティング

205
ネットワーク フォルダ、短縮

ダイヤル 52

の
ノイズ

規定情報 259
ノイズ情報 252

は
パスキー認証、Bluetooth 164
パスポート写真 77
バックアップ ファックス受

信 85
パノラマ写真 75
パラレル方式の電話システム

DSL のセットアップ 124
ISDN のセットアップ 125
PBX のセットアップ 125
セットアップの種類 120
モデムとボイス メールのセ

ットアップ 143
モデムと留守番電話のセッ

トアップ 138
モデムのセットアップ

129

共有回線のセットアップ
127

国/地域 119
単独回線のセットアップ

123
着信識別のセットアップ

126
電話回線と共有するモデム

のセットアップ 132
留守番電話のセットアッ

プ 136
パルス ダイヤル 94
ハードウェア、ファックス セ

ットアップ テスト 207
はみ出したページ、トラブルシ

ューティング 190

ひ
ビデオ

アクション (動画) の印刷
78

ふ
プライバシー、HP インスタン

ト サポート 111
プリンタ ドライバ

アクセサリの設定 24
バージョン 240
設定 54
保証 242

プリント カートリッジ.  イン

ク カートリッジを参照

プリント ドライバ

アクセサリの設定 24
バージョン 240
保証 242

プリントキャリッジ アクセス

ドア、位置の確認 16
プリントヘッド

オンライン注文 237
クリーニング 174
トラブルシューティング

188
パーツ番号 238
メンテナンス 171
位置の確認 16
位置の調整 173
交換 177
使用可能 247
取り外し 243

手動でのコンタクトのクリ
ーニング 175

状態 103, 113, 172
状態、確認 172
保証 242

プリントヘッド ラッチ、位置

の確認 16
プリントヘッドの位置の調整

173
プロセッサの仕様 248
ファイアウォール、トラブルシ

ューティング 188
ファクス

単独回線のセットアップ
(パラレル方式の電話シス

テム) 123
ファックス

DSL、セットアップ (パラレ

ル方式の電話システム)
124

ISDN 回線、セットアップ

(パラレル方式の電話シス

テム) 125
PBX システム、セットアッ

プ (パラレル方式の電話

システム) 125
インターネット経由 96
エラー レポート 98
エラー補正モード 94
スキャン 19
セットアップ 118
セットアップの種類 120
ダイヤル モニタリング

82, 83
ダイヤルトーンのテスト、

失敗 211
ダイヤル方式、設定 94
テストに失敗した 207
トラブルシューティング

207
ネットワーク フォルダの短

縮ダイヤル エントリ 52
バックアップ ファックス受

信 85
パラレル方式の電話システ

ム 119
ヘッダー 91
ボイス メール、セットアッ

プ (パラレル方式の電話

システム) 128
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メモリから削除 87
モデムとボイス メール、共

有 (パラレル方式の電話

システム) 143
モデムと電話回線、共有

(パラレル方式の電話シス

テム) 132
モデムと留守番電話、共有

(パラレル方式の電話シス

テム) 138
モデム、共有 (パラレル方

式の電話システム) 129
リダイヤル オプション 95
リダイヤル/ポーズ ボタン

19
レポート 97
ログの消去 87
ログ、印刷 99
応答モード 92
応答呼び出し回数 92
回線状態のテスト、失敗

212
確認レポート 97
間隔 31
共有電話回線のセットアッ

プ (パラレル方式の電話

システム) 127
再印刷 87
仕様 251
自動応答 19, 92
手動受信 84
受信 84
受信、トラブルシューティ

ング 213, 217
設定のテスト 96
設定、変更 91
送信 80
送信、トラブルシューティ

ング 213, 216, 220
速度 95
短縮ダイヤル エントリ、設

定 49
短縮ダイヤル グループ、設

定 50
着信識別のセットアップ

(パラレル方式の電話シス

テム) 126
着信識別音、パターンの変

更 93
転送 87

電話コードが短すぎる
221

電話コードの種類のテス
ト、失敗 210

電話コードの接続テスト、
失敗 209

番号の拒否 18, 89
文字と記号の入力 31
壁側のモジュラー ジャック

のテスト、失敗 208
留守番電話とモデム、共有

(パラレル方式の電話シス

テム) 138
留守番電話のトラブルシュ

ーティング 221
留守番電話、セットアップ

(パラレル方式の電話シス

テム) 136
ファックス スタート ボタン

カラー 19
モノクロ 19

ファックス ポート、位置の確

認 17
ファックス メニュー 26
ファックス メニュー ボタン

18
ファックスの一斉送信

送信 83
ファックスの受信

トラブルシューティング
213, 217

応答呼び出し回数 92
自動 84
自動応答モード 92
手動 84
転送 87
番号の拒否 89

ファックスの送信

ダイヤル モニタリング
82, 83

トラブルシューティング
213, 216, 220

基本的なファックス 80
手動 81

ファックスの転送 87
フォト シート

スキャン 74
印刷 72
塗りつぶし 74

フォト シート ボタン

コントロール パネル ボタ

ン 19
フォト メディア

ガイドライン 37
使用可能なサイズ 40

フォト メニュー 26
フォトシート ボタン 19
フォトプリント ボタン 19
フォトメニュー ボタン 18
フチ無し印刷

Mac OS 49
Windows 48

へ
ページ/月 (負荷サイクル) 248
ヘッダー、ファックス 91
ヘルプ

HP インスタント サポー

ト 110
も参照 カスタマ サポート

ヘルプ ボタン 19

ほ
ボイス メール

ファックスおよびコンピュ

ータ モデムとのセットア

ップ (パラレル方式の電

話システム) 143
ファックスのセットアップ

(パラレル方式の電話シス

テム) 128
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